
市

原

靖

久

中
枇
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
抵
抗
権
思
想
に
お
け
る

ゲ
ル
マ
ン
的
要
素
と
キ
リ
ス
ト
教
的
要
素
の
交
錯

ー
叙
任
権
闘
争
期
の
抵
抗
権
思
想
を
中
心
と
し
て
ー
ー
—



は
じ
め
に

-
「
抵
抗
権
」
と
い
う
概
念

二
中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
抵
抗
権
思
想
の
二
要
素

日
ゲ
ル
マ
ン
的
要
素

⇔
キ
リ
ス
ト
教
的
要
素

回
両
要
素
の
交
錯

―
―
―
叙
任
権
闘
争
期
の
抵
抗
権
思
想

0

キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
理
念

⇔
叙
任
権
闘
争
史
の
概
要

曰
マ
ネ
ゴ
ル
ト
の
抵
抗
権
思
想

四
自
然
法
化
さ
れ
る
封
建
法

お
わ
り
に 目

次



中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
抵
抗
権
思
想

中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
抵
抗
権
思
想
、
特
に
そ
の
基
礎
を
な
す
二
要
素
に
つ
い
て
の
総
論
的
考
察
を
行
な
う
。
三
で
は
、
二
で
見
た
と
こ
ろ
の

も
の
の
具
体
的
事
例
と
し
て
、
叙
任
権
闘
争
期
の
抵
抗
権
思
想
—
|
＇
と
り
わ
け
ラ
ウ
テ
ン
バ
ッ
ハ
の
マ
ネ
ゴ
ル
ト
の
そ
れ
—
|
＇
を
検
討
す
，

る
。
そ
し
て
、
四
で
、
結
論
と
し
て
筆
者
の
見
通
し
を
述
べ
る
。

本
稿
は
四
つ
の
部
分
に
分
た
れ
る
。

あ
る
。

い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
通
常
指
摘
さ
れ
る
法
思
想
的
要
素
は
、

一
六
七

「
抵
抗
権
」
|
|
＇
単
な
る

抵
抗
権
思
想
の
歴
史
に
お
い
て
、
中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
は
重
大
な
劃
期
を
な
す
。
こ
こ
に
お
い
て
は
じ
め
て
、

「
事
実
上
の
抵
抗
」
で
は
な
く
し
て
、
法
上
認
め
ら
れ
ま
た
訴
訟
手
続
の
上
で
保
障
さ
れ
る
「
権
利
と
し
て
の
抵
抗
」
ー
ー
が
明
確
な
形

で
は
、
こ
の
中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
「
抵
抗
権
」
の
明
確
な
出
現
を
帰
結
せ
し
め
た
法
思
想
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

ど
の
よ
う
な
法
思
想
的
要
素
が
「
抵
抗
権
」
の
背
後
に
あ
っ
て
そ
れ
を
支
え
た
の
か
。

を
と
っ
て
出
現
し
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

は

じ

め

に

「
ゲ
ル
マ
ン
的
要
素
」
と
「
キ
リ
ス
ト
教
的
要
素
」
の
二
つ
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
「
抵
抗
権
」
の
明
確
な
出
現
を
基
礎
づ
け
る
法
思
想
は
こ
れ
ら
両
要
素
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
る
と

本
稿
の
目
的
は
、
こ
の
両
要
素
が
如
何
な
る
形
で
交
錯
す
る
か
、

ま
た
そ
の
交
錯
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
有
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

を
、
中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
抵
抗
権
思
想
の
具
体
的
な
展
開
ー
—
特
に
叙
任
権
闘
争
期
に
お
け
る
抵
抗
権
論
ー
|
'
を
通
し
て
検
討
す
る
こ
と
に

一
で
は
、
筆
者
が
用
い
る
「
抵
抗
権
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
簡
単
に
前
お
き
す
る
。
二
で
は
、

（五

0
五）



抵
抗
権
概
念
は
理
論
上
、
一
一
種
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
は
じ
め
て
明
確
に
論
じ
ら
れ
た
の
は
、
筆
者
の
み
る
と
こ
ろ
で
は
、
我

(
1
)
 

国
の
菅
野
喜
八
郎
氏
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

氏
は
「
二
つ
の
抵
抗
権
概
念
」
の
峻
別
を
主
張
さ
れ
た
。
氏
に
よ
れ
ば
、

「
法
秩
序
以
外
の
秩
序
の
要
請
に
従
っ
て
、
法
上
の
義
務
履
行
を
拒
否
す
る
権
利
、

(
2
)
 

る
権
利
」
だ
と
考
え
ら
れ
る
も
の
と
、

す
る
た
め
、

「
国
家
機
関
担
当
者
に
よ
る
憲
法
的
秩
序
（
そ
の
中
核
を
成
す
の
が
人
権
保
障
）
の
破
壊
を
阻
止

(
3
)
 

そ
れ
自
体
と
し
て
は
有
効
な
国
家
行
為
へ
の
受
忍
・
服
従
を
拒
否
す
る
権
利
」
と
考
え
ら
れ
る
も
の
と
の
二
種
類
の
抵
抗
権

が
存
し
、
こ
の
二
つ
は
峻
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
菅
野
氏
の
「
二
つ
の
抵
抗
権
概
念
峻
別
論
」
を
受
け
て
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
明
確
な
概
念
呼
称
を
与
え
ら
れ
た
の
は
樋
口
陽
一
氏

(
4
)
 

で
あ
る
。

樋
口
氏
は
菅
野
氏
の
「
二
つ
の
抵
抗
権
概
念
」
を
「
い
ひ
と
つ
は
、
現
に
強
行
性
を
も
っ
て
い
る
実
定
法
秩
序
（
憲
法
が
最
高
の
実
定

法
で
あ
る
か
ぎ
り
『
憲
法
秩
序
』
と
い
い
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
）
上
の
義
務
を
、
実
定
法
秩
序
以
外
に
基
く
義
務
を
根
拠
と
し
て
拒
否

す
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
、

と
い
う
問
題
と
、
回
ひ
と
つ
の
実
定
法
（
憲
法
）
秩
序
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
憲
法
を
擁
護
す
る
義
務

(
5
)
 

を
根
拠
と
し
て
、
公
権
力
へ
の
服
従
を
拒
否
す
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
再
説
さ
れ
た
上
で
、
前
者
を
「
自
然

に
し
て
お
き
た
い
。

本
論
に
入
る
前
に
、

関
法

「
抵
抗
権
」
と
い
う
概
念

第
三
二
巻
第
三
•
四
·
五
合
併
号

い
わ
ば
法
秩
序
以
外
の
秩
序
の
保
持
の
た
め
抵
抗
す

「
抵
抗
権
」
と
一
括
し
て
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
の
中
に
、

「
抵
抗
権
」
と
い
う
概
念
に
つ
き
若
干
の
検
討
を
加
え
、
併
せ
て
、
筆
者
の
前
提
と
す
る
抵
抗
権
概
念
を
明
ら
か

一
六
八

（五

0
六）



中
世
ョ
ー
ロ
ッ
。
＾
抵
抗
権
思
想

は
自
然
法
論
者
で
あ
る
か
ら
、

法
上
の
抵
抗
権
」
、
後
者
を
「
実
定
法
上
の
抵
抗
権
」
と
名
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、

一
六
九

「
自

ホ
セ
・
ヨ
ン
パ
ル
ト
氏
は
、
以
上
両
氏
と
は
独
立
に
、
ペ
ー
ク
ー
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
説
ー
「
基
本
的
抵
抗
権
」

zipielles 
W
i
d
e
r
s
t
a
n
d
s
r
e
c
h
t
)

と
「
手
段
と
し
て
の
抵
抗
権
」

(
i
n
s
t
r
u
m
e
n
t
a
l
e
s
W
i
d
e
r
s
t
a
n
d
s
r
e
c
h
t
)

と
を
区
別
す
る
ー
を
参

「
超
実
定
法
的
抵
抗
権
」
（
「
実
定
法
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
実
定
法
に
抵
抗
す
る
た
め
に
行
動
を
す
る
権

利
」
）
と
「
合
法
的
抵
抗
権
」

こ
れ
も
、

（
「
超
実
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
実
定
的
な
も
の
で
あ
る
。
本
来
の
意
味
で
の
抵
抗
権
と
は
い
え
な
い
が
、

(6) 

抵
抗
の
要
素
を
含
ん
で
い
る
も
の
」
）
の
区
別
を
説
か
れ
て
い
る
が
、

以
上
の
諸
氏
の
研
究
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
、
従
来
一
括
し
て
「
抵
抗
権
」
と
呼
び
慣
わ
さ
れ
て
き
た
も
の
の
中
に
、

実
は
理
論
的
に
は
区
別
を
必
要
と
す
べ
き
「
二
つ
の
抵
抗
権
」
ー
ー
＇
「
自
然
法
上
の
抵
抗
権
」
と
「
実
定
法
上
の
抵
抗
権
」
ー
ー
＇
が
存
在

す
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
二
つ
の
抵
抗
権
概
念
は
そ
れ
ぞ
れ
、
自
然
法
論
と
法
実
証
主
義
の
立
場
の
表
明
に
他
な
ら
な
い
か
ら
、
首
尾
一
貫

し
た
論
理
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
相
互
に
排
他
的
な
も
の
と
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

「
自
然
法
上
の
抵
抗
権
」
を
主
張
す
る
者

「
実
定
法
上
の
抵
抗
権
」
な
る
概
念
を
「
抵
抗
権
は
法
定
化
さ
れ
え
な
い
」
或
い
は
「
抵
抗
権
は
自
然
法

(
7
)
 

で
し
か
あ
り
え
な
い
」
と
し
て
否
認
す
る
し
、
逆
に
、

「
実
定
法
上
の
抵
抗
権
」
を
主
張
す
る
者
は
法
実
証
主
義
者
で
あ
る
か
ら
、

(
8
)
 

然
法
上
の
抵
抗
権
」
な
る
概
念
を
「
自
然
法
論
は
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
こ
と
を
理
由
に
拒
否
す
る
で
の
で
あ
る
。

(
9
)
 

概
念
」
を
峻
別
す
べ
し
と
い
う
主
張
の
背
後
に
は
、
実
は
こ
の
よ
う
な
論
者
の
立
場
の
相
違
が
あ
る
の
で
あ
る
。

近
代
法
を
考
察
対
象
と
す
る
か
ぎ
り
、
こ
れ
ら
両
抵
抗
権
概
念
は
相
互
に
排
他
的
で
あ
る
か
ら
、
研
究
者
は
首
尾
一
貫
し
た
論
理
構
成

の
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

考
に
さ
れ
な
が
ら
、

（五

0
七）

「
二
つ
の
抵
抗
権

峻
別
論
と
し
て
は
先
の
菅
野
・
樋
口
両
氏
の
説
と
同

．
 

(
p
r
m
,
 



第
三
二
巻
第
三
•
四
・
五
合
併
号

を
と
ろ
う
と
思
え
ば
、

ど
ち
ら
か
一
方
の
抵
抗
権
概
念
の
み
を
前
提
に
し
て
論
を
す
す
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
し
か
し
、
前
近
代
、

特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
法
を
考
察
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
両
抵
抗
権
概
念
が
排
他
的
な
も
の
で
な
く
、
重
な
り
合
う
も
の
で
あ
る
こ
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
法
（
特
に
叙
任
権
闘
争
期
ま
で
）
が
自
然
法
（
理
想
法
）
と
実
定
法
の
区

「
自
然
法
上
の
抵
抗
権
」
が
同
時
に
「
実
定
法
上
の
抵
抗
権
」
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
「
あ
る
べ
き
法
」
と
「
あ
る
法
」
が
重
な
り
あ
う
中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
法
（
こ
の
中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
法
の
特
質
に
つ
い
て
は
次
章

で
明
ら
か
に
す
る
）
を
考
察
対
象
と
す
る
場
合
に
は
、
近
代
法
を
前
提
と
す
る
二
者
択
一
的
な
抵
抗
権
概
念
は
な
じ
ま
な
い
。
筆
者
は
以

下
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
法
を
考
察
対
象
と
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
も
や
は
り
二
者
択
一
的
な
抵
抗
権
概
念
の

ど
ち
ら
か
一
方
を
採
用
し
て
論
を
す
す
め
る
と
い
う
こ
と
は
し
な
い
。
筆
者
が
以
下
に
お
い
て
用
い
る
「
抵
抗
権
」
と
い
う
概
念
は
「
自

然
法
上
の
抵
抗
権
」
と
「
実
定
法
上
の
抵
抗
権
」
の
両
者
を
包
摂
し
た
意
味
で
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
明
ら
か
に

し
て
お
く
。

一
三
九
ー
一
四

0
頁
。
ペ
ー
ク
ー
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
抵
抗
権
概
念
と

(
1
)
菅
野
喜
八
郎
「
抵
抗
権
論
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
」
新
潟
大
学
法
経
論
集
第
一
七
巻
―
―
-
•
四
合
併
号
、
一
九
六
七
年
（
本
論
文
は
同
氏
著

『
国
権
の
限
界
問
題
』
一
九
七
八
年
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
）
。
な
お
、
注
(

7

)

後
段
参
照
。

(

2

)

菅
野
前
掲
書
二
七
三
頁
。

(

3

)

同
上
二
七
二
頁
。

(

4

)

樋
口
陽
一
「
憲
法
に
お
け
る
抵
抗
権
」
『
現
代
の
眼
』
一
九
六
八
年
六
月
号
（
同
氏
著
『
近
代
立
憲
主
義
と
現
代
国
家
』
一
九
七
三
年
に
加
筆
・

訂
正
の
上
所
収
。
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
）
。

(

5

)

樋
口
前
掲
書
三

0
四
頁
。

(

6

)

ホ
セ
・
ヨ
ン
パ
ル
ト
『
実
定
法
に
内
在
す
る
自
然
法
』
一
九
七
九
年
、

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
同
書
一
四
八
頁
。

別
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
故
、

に
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、

関
法

一
七
〇

（五

0
八）



中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
抵
抗
権
思
想

一
七

ヨ
ン
パ
ル
ト
氏
が
参
照
さ
れ
た
の
は
、

P
e
t
e
r
S
c
h
n
e
i
d
e
r
,
 R
e
c
h
t
 u
n
d
 M
a
c
h
t
.
 G
e
d
a
n
k
e
n
 z
u
m
 m
o
d
e
r
n
e
n
 V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
s
t
a
a
t
,
 1
9
7
0
 

で
あ
る
が
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
は
こ
れ
に
先
立
ち
既
に
一
九
五
五
年
、
「
二
つ
の
抵
抗
権
論
」
を
萌
芽
的
に
で
は
あ
る
が
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
（
一
九
五
五
年
六
月
西
独
ト
ゥ
ッ
ツ
イ
ン
グ
で
行
な
わ
れ
た
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
政
治
学
大
学
と
ト
ゥ
ッ
ツ
ィ
ン
グ
福
音
ア
カ
デ
ミ
ー
共
同
主
催

に
よ
る
「
抵
抗
権
と
国
家
権
力
の
限
界
」
に
関
す
る
研
究
会
議
に
お
け
る
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
発
言
〔
W
i
d
e
r
s
t
a
n
d
s
r
e
c
h
t
u
n
d
 G
r
e
n
z
e
n
 
d
e
r
 

Staatsgewalt, 
hrsg. 
v. 
Pfister u•Hildmann, 

1
9
5
6
,
 
p. 1
4
3
 ff.〕
4
多
照
）
。
し
か
し
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
考
え
は
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
、

概
念
そ
の
も
の
の
明
確
な
峻
別
を
説
く
に
は
至
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

(

7

)

前
注
後
段
で
ふ
れ
た
研
究
会
議
に
お
け
る
、
抵
抗
権
の
実
定
法
化
に
対
す
る
リ
ュ
ス
ト
フ

(Riistow)

と
メ
ル
ク
ル

(
M
e
r
k
l
)

の
批
判

(Ibid.＂
p. 1
5
3
,
 
1
5
6
)
。
｛
呂gい
底
立
碑
〖
ヰ
で

J
品
哩
様
の
批
判
を
な
さ
れ
て
い
る
（
宮
沢
「
抵
抗
権
の
問
題
」
、
法
哲
学
年
報
（
一
九
五
九
年
）
『
抵
抗
権
』

一
七
、
一
八
頁
）
。
ま
た
、
ヨ
ン
。
ハ
ル
ト
氏
も
自
然
法
論
に
立
た
れ
る
か
ら
、
氏
の
い
わ
ゆ
る
「
合
法
的
抵
抗
権
」
を
「
本
来
の
意
味
で
の
抵
抗

権
と
は
い
え
な
い
が
、
抵
抗
の
要
素
を
含
ん
で
い
る
も
の
」
と
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
（
ヨ
ン
パ
ル
ト
前
掲
書
一
四

0
頁）。

(

8

)

菅
野
喜
八
郎
氏
の
見
解
（
菅
野
前
掲
書
二
七

0
頁
）
。
氏
は
ま
た
「
歴
史
的
意
味
の
憲
法
」

(11近
代
的
意
味
に
お
け
る
憲
法
）
が
前
提
と
す
る

抵
抗
権
は
「
憲
法
的
秩
序
擁
護
の
た
め
の
抵
抗
の
権
利
」
で
あ
っ
て
、
宮
沢
氏
の
抵
抗
権
概
念
（
自
然
法
上
の
抵
抗
権
）
で
は
あ
り
え
な
い
、
と

も
い
わ
れ
る
（
同
上
、
二
七
六
頁
）
。

(

9

)

樋
口
氏
の
説
か
れ
る
「
二
つ
の
抵
抗
権
論
」
は
、
し
か
し
、
菅
野
氏
の
も
の
と
力
点
の
お
き
か
た
が
違
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
菅
野
氏

、
、
、
、

は
、
近
代
憲
法
の
も
と
で
の
首
尾
一
貫
し
た
解
釈
の
た
め
に
あ
く
ま
で
「
実
定
法
上
の
抵
抗
権
」
を
一
元
的
に
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
樋
口

氏
の
場
合
に
は
解
釈
論
と
い
う
よ
り
も
法
社
会
学
的
な
い
し
政
治
学
的
な
実
践
的
関
心
が
強
い
。
す
な
わ
ち
、
氏
の
力
点
は
、
一
方
の
抵
抗
権
の

存
否
を
論
ず
る
こ
と
が
当
然
に
は
他
方
の
抵
抗
権
の
存
否
を
論
ず
る
こ
と
に
つ
な
が
ら
な
い
ー
ー
ー
「
抵
抗
権
は
自
然
法
で
の
み
あ
り
う
る
」
と
し

て
も
な
お
実
定
法
上
の
抵
抗
権
の
存
在
理
由
が
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
逆
に
、
実
定
法
上
の
抵
抗
権
が
否
認
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
自
然

法
上
の
抵
抗
権
を
主
張
す
る
可
能
性
ま
で
も
が
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
’
~
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
て
お
く
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ

る
と
思
わ
れ
る
（
樋
口
前
掲
書
三

0
五
‘
-
―
―
―
八
頁
）
。
こ
の
意
味
で
、
樋
口
氏
の
見
解
は
、
二
元
的
な
い
し
複
眼
的
な
も
の
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
初
宿
正
典
「
実
定
法
上
の
抵
抗
権
ー
菅
野
教
授
の
抵
抗
権
論
に
つ
い
て
ー
」
（
「
社
会

科
学
の
方
法
」
一
三
一
号
、
一
九
八

0
年
）
四
頁
を
参
照
。

（五

0
九）



ケ
ル
ン
の
所
説
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
ま
ず
、

九
一
四
年
、

に
お
い
て
、

中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
抵
抗
権
を

（
初
版

H
 

的
に
は
本
稿
一
云
日
で
ふ
れ
る
）
。

別
の
根
拠
と
さ
れ
る
、
前
者
1
1
非
定
型
的
・
非
手
続
的
、
後
者
1
1
定
型
的
・
手
続
的
と
い
う
単
純
図
式
は
再
考
を
要
す
る
）
、

他
方
で
、

れ
を
独
立
の
一
要
素
と
し
て
数
え
る
こ
と
は
せ
ず
（
後
に
述
べ
る
が
、

て、

関
法

中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
抵
抗
権
思
想
の
二
要
素

第
三
二
巻
第
三
•
四
•
五
合
併
号

中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
抵
抗
権
の
明
確
な
出
現
を
も
た
ら
し
た
法
思
想
に
つ
い
て
は
、

ケ
ル
ン
の
指
摘
に
し
た
が
い
、

ン
的
抵
抗
権
思
想
」
と
「
キ
リ
ス
ト
教
的
抵
抗
権
思
想
」
の
二
つ
の
要
素
を
中
心
に
考
察
す
る
。

他
の
要
素
と
し
て
「
封
建
的
抵
抗
権
思
想
」
と
「
ロ
ー
マ
的
抵
抗
権
思
想
」
を
挙
げ
る
論
者
が
あ
る
。
し
か
し
筆
者
は
、

「
封
建
的
抵
抗
権
思
想
」
は
「
ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
思
想
」
の
連
続
的
発
展
の
中
で
把
握
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
、
こ

ゲ
ル
マ
ン
的
要
素

第
二
版
一
九
五
四
年
）

W
i
d
e
r
s
t
a
n
d
s
r
e
c
h
t
)
 

（五一

0)

「
ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
思
想
」
と
「
封
建
的
抵
抗
権
思
想
」
の
峻

本
稿
の
考
察
対
象
で
あ
る
中
世
ョ
ー
ロ
ッ
。
＾
（
主
に
叙
任
権
闘
争
期
ま
で
）
に
お
い
て
は
、

．
念
）
は
、
主
に
共
和
制
理
念
を
説
く
キ
ケ
ロ
等
の
著
者
に
親
し
ん
だ
キ
リ
ス
ト
教
神
学
者
の
抵
抗
権
思
想
の
中
に
内
含
さ
れ
て
い
る
ー
|
.

マ
ネ
ゴ
ト
が
そ
の
例
で
あ
る
|
|
＇
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

「
キ
リ
ス
ト
教
的
抵
抗
権
想
」
の
中
に
含
め
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
（
具
体

フ
リ
ッ
ツ
・
ケ
ル
ン
は
中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
抵
抗
権
を
論
じ
た
古
典
的
著
作
『
初
期
中
世
に
お
け
る
神
授
王
権
と
抵
抗
権
』

「
ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
」

と
「
教
会
的
抵
抗
権
」

(
D
a
s
k
i
r
c
h
l
i
c
h
e
 
W
i
d
e
r
s
t
a
n
d
s
r
e
c
h
t
)
 

(
D
a
s
 
g
e
r
m
a
n
i
s
c
h
e
 

(

1

)

 

の
二
つ
の
要
素
を
中
心
に
考
察
し
て
い
る
。

「
ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
」
に
つ
き
考
察
す
る
。

「
ロ
ー
マ
的
抵
抗
権
思
想
」

（
人
民
主
権
理

一七

一
方
に
お
い

「
ゲ
ル
マ



中
世
ョ
ー
ロ
ッ
。
＾
抵
抗
権
思
想

に
よ
っ
て
そ
こ
な
わ
れ
る
以
前
の
純
粋
な
ゲ
ル
マ
ソ
的
抵
抗
権
の
形
態
が
そ
こ
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
北
欧

の
国
王
オ
ラ
フ

(
O
l
a
f
S
c
h
o
B
k
o
n
i
g
,
 9
4
4
?
~
1
0
2
4
)

に
つ
い
て
の
物
語
り
で
あ
る
。

王
が
、
彼
の
人
民
の
意
志
に
反
し
て
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
と
和
睦
す
る
こ
と
を
欲
し
な
い
と
き
、
テ
ィ
ウ
ン
ダ
ラ
ン
ト

(
T
i
u
n
d
a
l
a
n
d
)
の
年
老
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

た
法
の
語
り
手

(
g
e
s
e
t
z
s
p
r
e
c
h
e
r
)

は
彼
に
次
の
よ
う
に
説
く
。
こ
の
王
は
何
人
の
言
葉
を
も
耳
に
し
よ
う
と
せ
ず
、
耳
に
し
て
自
分
自
身
に
と

っ
て
気
に
入
る
こ
と
以
外
は
何
も
聞
こ
う
と
し
な
い
。
そ
し
て
気
に
入
る
こ
と
は
あ
ら
ゆ
る
情
熱
を
か
た
む
け
て
行
な
う
。
…
…
彼
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

人
を
支
配
せ
ん
と
欲
す
る
が
、
か
よ
う
な
こ
と
は
彼
以
前
の
ど
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
も
欲
さ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
故
、
多
く
の
者
が
不

安
に
暮
ら
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
我
々
農
民
は
、
王
オ
ラ
フ
よ
、
汝
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
と
和
睦
を
結
び
、
彼
に
汝
の
娘
を
…
…
妻
と
し

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

て
与
え
ん
こ
と
を
欲
す
る
。
…
…
し
か
し
も
し
汝
が
我
々
の
要
求
を
履
行
す
る
こ
と
を
欲
し
な
い
な
ら
ば
、
我
々
は
、
汝
を
襲
い
へ
汝
を
殺
し
、
も

は
や
不
安
と
不
法
と
を
甘
受
す
る
こ
と
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
我
々
の
父
祖
た
ち
は
そ
う
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
五
人

の
王
を
ム
ラ
テ
ィ
ン
グ

(
M
u
l
a
t
h
i
n
g
)

の
そ
ば
の
井
戸
へ
突
き
落
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
王
た
ち
は
、
我
々
に
対
す
る
汝
の
よ
う
に
、
尊
大
さ
に
満

た
さ
れ
て
い
た
の
だ
。
人
民
の
武
器
を
打
ち
鳴
ら
す
音
が
こ
れ
ら
の
言
葉
に
不
吉
な
賛
成
を
し
、
王
は
、
彼
が
い
う
よ
う
に
、
す
べ
て
の
ス
ウ
ェ
ー

(
2
)
 

デ
ン
人
王
の
慣
習

(Sitte)

に
し
た
が
っ
て
、
人
民
の
意
志
を
承
認
す
る
（
傍
点
原
文
ゲ
シ
ュ
ペ
ル
ト
）
。

我
々
は
ケ
ル
ン
が
挙
げ
て
い
る
こ
の
北
欧
の
国
王
伝
説
の
中
に
、

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
と
の
平
和
的
共
存
を
希
求
す
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
人
民
の
意
志
を
無
視
し
て
、

の
和
睦
を
拒
否
す
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
オ
ラ
フ
に
対
し
、

(
G
e
s
e
t
z
s
p
r
e
c
h
e
r
)

と
は
、

ケ
ル
ン
は
「
ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
」
を
論
ず
る
に
あ
た
り
、

一
七
―
―
]
（
五
―
一
）

ケ
ル
ン
と
と
も
に
ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
の
典
型
的
事
例
を
見
出
す
こ

ノ
ル
ウ
ェ

1
人
と

そ
の
不
正
を
追
求
し
た
の
は
「
年
老
い
た
法
の
語
り
手
」
で
あ
っ
た
。
こ
の

「

法

の

語

り

手

」

人

民

の

間

に

存

す

る

自

律

的

慣

習

法

（

不

文

法

）

を

口

頭

に

よ

っ

て

伝

承

す

る

者

で

あ

(
3
)

（

4
)
 

る
。
こ
の
「
法
の
語
り
手
」
の
追
求
に
対
し
人
民
が
「
武
器
を
打
ち
嗚
ら
」
し
て
賛
同
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
は
裁
判
集
会
に
お
け
る
判

ま
ず
、

+＂ 

―
つ
の
北
欧
国
王
伝
説
を
挙
げ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
教
会
的
観
念



確
か
に
、

第
三
二
巻
第
三
•
四
・
五
合
併
号

決
発
見
人

(
U
r
t
e
i
l
s
f
i
n
d
e
r
)

と
裁
判
集
会
民
と
の
関
係
の
原
初
的
形
態
と
み
な
し
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
北
欧
伝
説
に
は
、

、

、

、

、

、

、

、

、

‘

、

．

ヽ

．

、

（

5
）

ス
マ
的
団
体
に
お
け
る
法
発
見
が
象
徴
的
な
形
で
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

カ
リ
ス
マ
的
団
体
に
お
い
て
は
、
法
は
全
体
と
し
て
人
民
の
自
律
的
慣
習
の
中
に
存
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
人
民
は
裁
判
集
会
の
中

で
判
決
発
見
人
に
導
か
れ
な
が
ら
自
分
た
ち
の
法
1

共
通
の
法
確
信
ー
~
を
発
見
し
て
い
く
。
そ
れ
は
人
民
の
共
通
の
理
性
の
表
明
で

あ
る
が
ゆ
え
に
王
を
も
拘
束
す
る
。

も
明
瞭
に
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
点
に
関
し
て
は
、

建
的
抵
抗
権
（
例
え
ば
、

王
が
こ
の
法
に
従
わ
な
い
場
合
、

（
五
―
―
―
)

、、
カ
リ

王
は
「
不
法
な
」
王
と
認
定
さ
れ
追
放
さ
れ
る
（
殺
害
さ
れ
る
）

ゲ
ル
マ
ソ
的
抵
抗
権
を
カ
リ
ス
マ
的
法
発
見
の
系
譜
で
把
握
し
た
と
き
に
は
じ
め
て
、
そ

ケ
ル
ン
も
含
め
て
多
く
の
論
者
が
単
に
「
ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
1
1
非
定
型
的
」
、
「
封
建
的
抵
抗
権
1
1
定
型
的
」

(
6
)
 

と
い
う
図
式
を
挙
げ
る
だ
け
で
あ
り
、
両
者
の
連
続
的
発
見
が
充
分
に
顧
慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
、

ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
（
そ
の
典
型
的
事
例
は
先
に
見
た
北
欧
国
王
伝
説
）
に
お
い
て
は
、
後
の
封

ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
や
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
に
見
ら
れ
る
抵
抗
権
）
に
見
う
け
ら
れ
る
ほ
ど
整
っ
た
定
型
的

訴
訟
手
続
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
既
に
み
た
よ
う
に
、

ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
は
、
人
民
が
裁
判
集
会
の
中
で
共
通
の
正
義

を
発
明
し
て
い
く
と
い
う
カ
リ
ス
マ
的
団
体
に
お
け
る
カ
リ
ス
マ
的
合
意
を
基
礎
と
し
て
い
る
以
上
、
単
に
そ
れ
を
「
非
定
型
的
」
と
の

み
考
え
る
の
で
は
不
充
分
で
あ
る
。
ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
が
手
続
的
に
不
備
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
決
し
て
そ
れ
が
手
続
に
無
関
心

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
否
、
逆
に
、
手
続
を
通
し
て
の
正
義
の
発
見
ー
ー
_
裁
判
集
会
に
お
け
る
法
発
見
I

に
す
ぐ
れ
て
関

心
を
有
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
を
「
非
定
型
的
」
と
規
定
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
そ
れ
が
封
建
的
抵
抗
権

の
封
建
的
抵
抗
権
へ
の
連
続
的
発
展
の
必
然
性
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

の
で
あ
る
（
「
王
殺
し
の
慣
行
」
）
。

ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
は
、

そ
れ
を
カ
リ
ス
マ
的
団
体
に
お
け
る
法
発
見
か
ら
考
え
て
み
た
場
合
に
最

関
法

一
七
四



中
世
ョ
ー
ロ
ッ
。
＾
抵
抗
権
思
想

服
従
と
は
反
対
に
相
互
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
自
身
の
中
に
、

一
七
五

一
方
の
当
事
者
は
、
他
方
の
当
事
者
も
そ
の
誠
実
義
務
を
守
る
か
ぎ
り

ケ
ル
ン
は
い
う
。

に
至
っ
て
「
定
型
的
」
な
も
の
と
な
っ
た
か
が
説
明
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
手
続
を
通
し
て
の
正
義
の
発
見
に
無
関
心
な
ー
ー
・
あ

る
い
は
拒
否
的
な
ー
ー
法
思
想
で
あ
れ
ば
、

で
は
あ
る
ま
い
か
。
ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
が
手
続
的
な
正
義
の
発
見
に
多
大
な
関
心
を
寄
せ
る
人
民
法
（
カ
リ
ス
マ
的
団
体
に
お
け
る
法

発
見
）
の
系
譜
の
上
に
あ
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
後
の
封
建
的
抵
抗
権
の
明
確
な
訴
訟
手
続
へ
と
連
続
的
に
発
展
し
て
い
っ
た
と
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

が
故
に
、

ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
と
封
建
的
抵
抗
権
と
の
必
然
的
連
関
が
不
明
確
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
の
基

礎
を
な
す
カ
リ
ス
マ
的
法
発
見
（
裁
判
集
会
に
お
け
る
カ
リ
ス
マ
的
合
意
）
は
封
建
契
約
へ
と
発
展
す
る
。
先
駆
的
・
合
理
的
法
1
1
正
義

を
発
見
す
る
判
決
発
見
人
た
る
カ
リ
ス
マ
に
対
す
る
人
格
的
・
自
律
的
従
属
た
る
カ
リ
ス
マ
的
合
意
は
封
建
契
約
へ
と
日
常
化
さ
れ
る
。

封
建
契
約
は
、

ケ
ル
ソ
ら
の
説
に
お
い
て
は
、
こ
の
ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
の
カ
リ
ス
マ
的
法
発
見
へ
の
位
置
づ
け
が
不
充
分
で
あ
る

し
た
が
っ
て
、
相
互
の
名
誉
と
誠
実
を
重
ん
ず
る
身
分
契
約
な
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
、
自
律
的
・
双
務
的
な
封
建
契
約
の

違
反
に
対
す
る
抵
抗
権
の
発
動
と
い
う
封
建
的
抵
抗
権
へ
の
必
然
的
発
展
が
見
ら
れ
る
、
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
に
お
い
て
筆
者
は
、

い
か
に
明
確
な
定
型
的
訴
訟
手
続
が
移
入
さ
れ
よ
う
と
、
そ
れ
を
受
容
す
る
こ
と
は
な
い
の

ケ
ル
ン
が
挙
げ
て
い
る
ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
の
典
型
例
を
示
す
事
例
に
よ
り
な
が
ら
、

抵
抗
権
が
カ
リ
ス
マ
的
法
発
見
の
系
譜
で
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、

ま
た
、

に
契
約
概
念
を
導
入
す
る
こ
と
を
拒
否
し
て
い
る
。
次
に
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。

「
臣
下
は
主
君
に
対
し
て
、
服
従
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
誠
実

(
T
r
e
u
e
)

に
お
い
て
の
み
他
方
に
対
し
て
誠
実
の
義
務
を
負
う
と
い
う
留
保
を
蔵
し
て
い
る
。
我
々
が
考
察
し
て
き
た
こ
の
こ
と
は
、
単
に
契
約
と

（
五
一
三
）

の
義
務
を
負
っ
た
。
し
か
し
、
誠
実
は
、

ゲ
ル
マ
ン
的

か
く
考
え
る
と
き
に
の
み
、
封
建
契
約
違
反
に

基
づ
く
封
建
的
抵
抗
権
へ
の
連
続
的
発
展
を
把
握
し
う
る
こ
と
を
指
摘
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
周
知
の
よ
う
に
、

ケ
ル
ン
は
抵
抗
権
理
論



解
さ
れ
な
い
か
ら
、
ケ
ル
ン
の
説
く
と
こ
ろ
も
や
は
り
「
契
約
」

（
判
決

（
カ
リ
ス
マ
的
合
意
）
に
帰
着
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

S
c
h
n
i
 tt
p
u
n
k
t

と
し
て
の
法
）

れ
自
体
に
お
い
て
無
効
で
あ
る
、

と
述
べ
て
い
る
」

る
な
ら
、

第
三
二
巻
第
三
•
四
•
五
合
併
号

誠
実
は
本
来
法
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

（
五
一
四
）

呼
ば
れ
て
は
な
ら
な
い
。
根
本
思
想
は
む
し
ろ
主
君
も
臣
下
も
と
も
に
法
に
拘
束
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
両
当
事
者
の

法
が
両
誠
実
義
務
の
交
点
（
S
c
h
n
i
t
t
p
u
n
k
t
)

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
も
し
王
が
法
を
破

王
は
直
ち
に
、
自
ら
の
行
為
に
よ
り
、
臣
下
の
服
従
を
要
求
す
る
権
利
を
失
う
の
で
あ
る
。
ラ
ウ
テ
ン
バ
ッ
ハ
の
マ
ネ
ゴ
ル
ト

も
ゲ
ル
マ
ン
的
国
家
法
の
精
神
に
の
っ
と
っ
て
全
く
適
切
に
も
、
そ
の
よ
う
な
留
保
を
付
し
て
誓
約
さ
れ
た
も
の
以
外
の
誠
実
宣
誓
は
そ

(

7

)

 

（
傍
点
原
文
ゲ
シ
ュ
ペ
ル
ト
）
。

ケ
ル
ン
は
こ
こ
で
誠
実
義
務
の
相
互
性
を
い
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
本
来
は
法
に
向
け
ら
れ
て
い
る
（
相
方
の
誠
実
義
務
の
「
交
点
」

破
っ
た
そ
の
瞬
間
に
た
だ
そ
の
事
実
の
み
に
よ
り
自
己
を
罷
免
す
る
、

け
る
「
法
の
支
配
」

が
え
っ
て
、

の
で
あ
り
、
「
契
約
」
と
し
て
の
み
と
ら
え
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
、
主
君
は
法
を

（
法
主
権
）
を
中
心
と
す
る
も
の
で
、

関
法

と
い
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

ケ
ル
ン
の
考
え
方
は
、
中
世
に
お

「
契
約
」
は
副
次
的
な
重
要
性
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

な
に
ゆ
え
中
世
に
お
い
て
は
法
が
主
権
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
て
み
る
な
ら
ば
、

や
は
り
先
に

述
べ
た
よ
う
に
、
中
世
に
お
け
る
カ
リ
ス
マ
的
共
同
体
に
お
け
る
カ
リ
ス
マ
的
法
発
見
（
カ
リ
ス
マ
的
合
意
）
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
理

全
体
と
し
て
人
民
の
自
律
的
慣
習
の
中
に
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
共
通
の
法
確
信
は
、
判
決
発
見
人
（
先
駆
的
・
合
理
的
法
を
発
見
す
る

ヵ
●
ス
マ

資
質
を
有
す
る
者
）
の
法
発
見
と
そ
れ
に
対
す
る
カ
リ
ス
マ
的
共
同
体
成
員
の
自
律
的
合
意
（
カ
リ
ス
マ
的
合
意
1
1
契
約
）
に
よ
り
確
認

さ
れ
る
が
故
に
、
共
通
の
理
性
と
し
て
主
権
を
も
つ
の
で
あ
る
。
主
君
の
自
己
罷
免
と
い
う
こ
と
も
、
こ
の
法
主
権
の
も
と
に
お
け
る
確

信
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
先
の
北
欧
国
王
伝
説
の
事
例
か
ら
も
明
ら
か
な
ご
と
く
、

「
法
の
語
り
手
」

ひ
る

発
見
人
）
の
追
求
と
そ
れ
に
同
意
す
る
人
民
（
裁
判
集
会
民
）
の
賛
同
表
示
（
「
武
器
を
打
ち
鳴
ら
」
し
て
の
賛
同
）
と
い
う
手
続
を
経

一
七
六



ま
な
い
、

中
世
ョ
ー
ロ
ッ
。
＾
抵
抗
権
思
想

と
述
べ
た
が
、

そ
の
理
由
も
上
述
し
た
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

一
七
七

再
説
す
る
な
ら
ば
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
法
（
人
民

た
上
の
こ
と
で
あ
り
、
単
に
主
君
が
自
ら
を
罷
免
す
る
（
主
君
の
側
が
自
発
的
に
臣
下
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
権
利
を
放
棄
す
る
）
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
。
要
す
る
に
、
や
は
り
こ
こ
で
も
、

基
礎
と
し
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、

も
っ
と
も
、

よ
っ
て
は
じ
め
て
、

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

軽
視
を
帰
結
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
法
は
自
然
法
（
理
想
法
）
と
実
定
法
の

「
こ
こ
で
は
、
抵
抗
権
は
ま

ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
は
カ
リ
ス
マ
的
団
体
に
お
け
る
カ
リ
ス
マ
的
合
意
（
契
約
）
を

ケ
ル
ン
に
お
い
て
は
か
か
る
把
握
が
不
徹
底
で
あ
る
が
故
に
、
契
約
概
念
の
不
当
な

ケ
ル
ン
も
レ
ー
ン
法
に
基
づ
く
抵
抗
権
の
発
動
（
封
建
的
抵
抗
権
の
発
動
）
に
関
し
て
は
、

(
8
)
 

さ
し
く
契
約
法
の
上
に
す
え
ら
れ
て
い
た
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
封
建
契
約
は
カ
リ
ス
マ
的
合
意
（
契
約
）
の
日

常
化
と
し
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
封
建
法
上
の
抵
抗
権
の
よ
う
に
明
確
な
訴
訟
手
続
の
上
に
は
の
っ
て
い
な
い
こ
と
は
注
意

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
法
思
想
史
的
に
は
連
続
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、

ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
か
ら
封
建
的
抵
抗
権
へ
の
連
続
的
発
展
を
了
解
し
う
る
、

か
く
解
す
る
こ
と
に

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
カ
リ
ス
マ
的
団
体
に
お
け
る
カ
リ
ス
マ
的
法
発
見
—
|
＇
手
続
を
通
し
て
の
共
通
の
正
義
の
確
認
ー
が
ゲ
ル
マ
ソ
的
抵
抗
権
の
中
核

な
の
で
あ
り
、
後
の
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ビ
ー
ゲ
ル
や
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
に
み
ら
れ
る
封
建
的
抵
抗
権
は
そ
の
日
常
化
と
し
て
把
握
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
両
抵
抗
権
に
お
け
る
「
契
約
」
の
連
続
性
こ
そ
法
思
想
史
的
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の

で
、
封
建
的
抵
抗
権
を
ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
と
異
質
の
も
の
と
み
な
し
そ
れ
を
独
立
の
一
要
素
と
し
て
考
え
る
と
い
う
方
法
を
と
ら
な
か

と
こ
ろ
で
筆
者
は
本
稿
の
一
に
お
い
て
抵
抗
権
概
念
に
検
討
を
加
え
た
際
、

(
9
)
 

区
別
を
知
ら
な
い
が
故
に
、
近
代
法
を
前
提
と
す
る
「
自
然
法
上
の
抵
抗
権
」
と
「
実
定
法
上
の
抵
抗
権
」
の
二
者
択
一
的
採
用
は
な
じ

（
五
一
五
）



ー

は

、

第
三
二
巻
第
三
•
四
•
五
合
併
号

法
）
ー
ロ
ー
マ
法
、

(lO) 

教
会
法
（
自
然
法
と
実
定
法
の
概
念
的
区
別
を
生
み
出
し
た
）
の
影
響
は
―
二
世
紀
以
後
顕
著
に
な
っ
て
く
る

カ
リ
ス
マ
的
団
体
に
お
け
る
法
発
見
を
基
礎
と
し
て
お
り
、

カ
リ
ス
マ
的
団
体
に
お
け
る
構
成
員
は
裁
判
集
会
を
通
し
て
法
発

見
ー
す
で
に
全
体
と
し
て
人
民
の
自
律
的
慣
習
の
中
に
存
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
法
を
再
確
認
す
る
ー
に
参
加
す
る
の
で
あ
り
、

全
員
で
先
駆
的
・
合
理
的
な
法
の
発
見
に
参
加
し
た
。

関
法

カ
リ
ス
マ
的
団
体
に
お
け
る
法
確
信
は
、

し
た
が
っ
て
、
個
人
的
正
義
感
情
に
基

づ
く
も
の
で
は
な
く
、
団
体
の
法
確
信
~
共
通
の
正
義
ー
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
カ
リ
ス
マ
的
団
体
で
発
見
さ
れ
た
「
正
し
く

か
つ
合
理
的
な
法
」
は
団
体
の
正
義
で
あ
る
が
故
に
ま
さ
し
く
理
想
法
と
み
な
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
中
世
法
思
想
の
特
質
と
さ
れ
る
理

想
法
と
実
定
法
と
の
区
別
の
欠
如
と
い
う
こ
と
も
ま
た
、

カ
リ
ス
マ
的
法
発
見
を
基
礎
に
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

(
1
)
F
r
i
t
z
_
 K
e
r
n
,
 
G
o
t
t
e
s
g
n
a
d
e
n
t
u
m
 
u
n
d
 W
i
d
e
r
s
t
a
n
d
s
r
e
c
h
t
 
i
m
 f
 ra
h
e
r
e
n
 
Mittelalter, 
1
9
1
4
,
 
1
9
5
4
2
.

本
稿
で
は
一
九
五
四
年
版

（
第
二
版
）
か
ら
引
用
す
る
。
な
お
、
ケ
ル
ン
の
こ
の
書
物
に
よ
ら
れ
な
が
ら
中
世
的
抵
抗
権
論
を
展
開
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
野
田
良
之
「
基

本
的
人
権
の
思
想
史
的
背
景
l

と
く
に
抵
抗
権
理
論
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
東
大
社
研
編
『
基
本
的
人
権
3
』
一
九
六
八
年
）
が
あ
る
（
特
に

―――)。

(
2
)
I
b
i
d
.＂
p. 
1
4
5
.
 

(

3

)

ミ
ッ
タ
イ
ス
11

リ
ー
ペ
リ
ッ
ヒ
著
、
世
良
晃
志
郎
訳
『
ド
イ
ッ
法
制
史
概
説
』
（
改
訂
版
）
一
九
七
一
年
、
1

一
三
頁
。

(

4

)

ク
キ
ト
ゥ
ス
著
、
泉
井
久
之
助
訳
『
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
』
一
九
七
九
年
、
一
―
会
議
（
民
会
）
に
は
周
知
の
よ
う
に
「
も
し
そ
の
意
見
が
意
に
適

わ
な
い
と
き
、
聴
衆
は
ざ
わ
め
き
の
下
に
こ
れ
を
一
蹴
す
る
。
し
か
し
も
し
、
意
に
か
な
っ
た
場
合
、
彼
ら
は
フ
ラ
メ
ア
を
打
ち
な
ら
す
。
最
も

名
誉
あ
る
賛
成
の
仕
方
は
、
武
器
を
も
っ
て
称
讃
す
る
こ
と
で
あ
る
」
（
同
書
六
六
頁
）
と
あ
る
。
ケ
ル
ン
の
挙
げ
る
北
欧
国
王
伝
説
が
、
裁
判

集
会
の
原
初
的
形
態
（
民
会
）
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
の
は
こ
の
故
で
あ
る
。

(

5

)

「
支
配
の
原
型
」
と
し
て
カ
リ
ス
マ
的
支
配
の
意
義
を
強
調
し
た
の
は
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
で
あ
る
。
カ
リ
ス
マ
的
支
配
を
め
ぐ
る
ウ
ェ

1
バ
ー
理
論
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
石
尾
芳
久
著
『
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
法
社
会
学
』
一
九
七
一
年
か
ら
多
大
の
教
示
を
得
た
。

(

6

)

ケ
ル
ン
の
場
合
、
「
非
定
型
的
」

(
f
o
r
m
l
o
s
)

と
特
徴
づ
け
な
が
ら
、
実
力
行
使
と
慣
習
法
と
を
区
別
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
反
乱
暴
動
と

一
七
八

（
五
一
六
）



⇔
 

中
世
ョ
ー
ロ
ッ
。
＾
抵
抗
権
思
想

法
感
情
の
高
揚
と
を
区
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る

(
K
e
r
n
,
op. 
cit., 
p
p
.
 
1
5
0
ー1
5
1
.
)
。
ま
た
、
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ラ
ン
ト
は

「
ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
」
と
は
別
個
に
「
封
建
的
抵
抗
権
」

(das
f
e
u
d
a
l
e
 W
i
d
e
r
s
t
a
n
d
s
r
e
c
h
t
)
を
中
世
的
抵
抗
権
の
一
要
素
と
し
て
数
え

て
い
る
が
、
そ
れ
は
彼
が
、
非
形
式
的
な
ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
が
封
建
的
抵
抗
権
ー
~
特
に
封
建
裁
判
所
に
よ
る
抵
抗
権
発
動
へ
の
法
的
規
制

|
ー
に
よ
り
法
形
式
的
に
整
備
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
よ
る

(
K
a
r
l
H
e
y
l
a
n
d
,
 D
a
s
 W
i
d
e
r
s
t
a
n
d
s
r
e
c
h
t
 des Volks, 1
9
5
0
,
 p. 8
 f
.
)

。

筆
者
は
封
建
的
抵
抗
権
に
比
す
れ
ば
ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
が
未
整
備
で
あ
っ
た
事
実
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
法
思
想
的
に
は
両
者
の
間

に
連
続
的
発
展
I

カ
リ
ス
マ
的
合
意
か
ら
封
建
契
約
へ
の
連
続
的
発
展
|
ー
が
顧
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
い
の
で
あ
る
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
な
に
ゆ
え
封
建
的
抵
抗
権
に
お
い
て
「
契
約
」
ー
ケ
ル
ン
も
ハ
イ
ラ
ン
ト
も
レ
ー
ン
契
約
の
重
要
性
は
指
摘
し
て
い
る

—
が
出
て
く
る
の
か
理
解
し
が
た
い
か
ら
で
あ
る
。

(
7
)
K
e
r
n
,
 op. 
cit., 
p
p
.
 1
5
2
ー1
5
3
.

同
様
の
見
解
（
特
に
主
君
の
自
己
罷
免
に
関
し
て
）
は
、
ケ
ル
ン
著
、
世
良
晃
志
郎
訳
『
中
世
の
法
と
国

制
』
一
九
六
八
年
、
一

0
0頁
以
下
に
も
表
明
さ
れ
て
い
る
。

(
8
)
I
b
i
d
.
,
 p. 
2
2
1
.
 

(

9

)

ケ
ル
ン
前
掲
訳
書
一
四
頁
。
ケ
ル
ン
は
、
し
か
し
、
こ
こ
で
も
、
カ
リ
ス
マ
的
法
発
見
か
ら
こ
の
問
題
を
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

(
1
0
)

「
自
然
法
ー
実
定
法
」
と
い
う
対
立
概
念
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
ー
ニ
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
教
会
法
学
者
か
ら
で
あ
る
（
拙
稿

「
中
世
教
会
法
に
お
け
る
『
実
定
法
』
概
念
の
登
場
」
関
西
大
学
法
学
論
集
第
三
一
巻
ニ
・
三
・
四
合
併
号
参
照
）
。
な
お
、
本
稿
四
参
照
。

キ
リ
ス
ト
教
的
要
素

ゲ
ル
マ
ン
的
要
素
と
な
ら
ん
で
中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
抵
抗
権
を
基
礎
づ
け
る
も
の
は
、

も
我
々
は
、

ケ
ル
ン
の
所
説
を
参
考
に
し
な
が
ら
考
察
を
す
す
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

キ
リ
ス
ト
教
的
抵
抗
権
が
明
確
な
形
に
お
い
て
主
張
さ
れ
る
の
は
四
世
紀
初
頭
以
後
、
す
な
わ
ち
、

一
七
九

キ
リ
ス
ト
教
的
要
素
で
あ
る
。
こ
こ
で

キ
リ
ス
ト
教
が
ロ
ー
マ
帝
国
で
公

認
さ
れ
国
教
に
な
っ
て
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
段
階
（
異
教
国
家
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
）
で
は
、

ケ
ル
ン
も
い
う
よ
う
に

「
抵
抗
と
受
認
的
服
従
の
二
律
背
反
」
（
ど
1
t
i
n
o
m
i
e
z
w
i
s
c
h
e
n
 W
i
d
e
r
s
t
a
n
d
 u
n
d
 d
u
l
d
e
n
d
e
r
 U
n
t
e
r
w
e
r
f
u
n
g
)
が
キ
リ
ス
ト
教

（
五
一
七
）
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(
1
)
 

徒
た
ち
に
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
聖
書
に
は
、

し
な
さ
い
」
・
（
「
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
」
第
一
―
一
章
一
七
節
）
や
「
人
間
に
従
う
よ
り
は
、
神
に
従
う
べ
き
で
あ
る
」
（
「
使
徒
行
伝
」
第

五
章
二
九
節
）
と
い
う
教
え
が
あ
り
、
他
方
で
、
「
す
べ
て
の
人
は
、
上
に
立
つ
権
威
に
従
う
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
神
に
よ
ら
な
い

権
威
は
な
く
、

お
お
よ
そ
存
在
し
て
い
る
権
威
は
、
す
べ
て
神
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
権
威
に
逆

ら
う
者
は
、
神
の
定
め
に
そ
む
く
者
で
あ
る
。
そ
む
く
者
は
、
自
分
の
身
に
さ
ば
き
を
招
く
こ
と
に
な
る
」
（
「
ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙
」
第

(
2
)
 

―
―
―
一
章
一
、
二
節
）
と
い
う
教
え
も
あ
る
。
初
期
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
は
、
前
者
か
ら
「
抵
抗
」
ー
ー
＇
も
っ
と
も
、
殉
教
の
歴
史
が
示
す

よ
う
に
「
受
動
的
」
抵
抗
で
あ
っ
た
が
ー
の
教
説
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
し
、
後
者
か
ら
は
「
受
認
的
服
従
」
の
教
説
を
学
び
と

っ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
神
の
教
え
に
明
確
に
反
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
ロ
ー
マ
皇
帝
の
命
令
（
皇
帝
崇
拝
）
に
対
し
て
は
、

認
的
服
従
」
と
い
っ
て
も
、

そ
れ
を
な
す
こ
と
は
な
く
殉
教
し
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
受
認
的
服
従
」
も
「
神
の
教
え
に
反
し
な

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
し
た
。
す
な
わ
ち
、
な
る
ほ
ど
彼
ら
は
皇
帝
崇
拝
を
な
す
こ
と
を
拒
否
し
た
け
れ
ど
も
、
彼
ら
が
神
と
し
て
崇

拝
す
る
こ
と
を
欲
し
な
い
が
神
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
権
威
で
は
あ
る
そ
の
同
じ
皇
帝
に
よ
っ
て
抵
抗
す
る
こ
と
な
く
死
刑
に
処
せ
ら
れ

(
4
)
 

た
の
で
あ
る
」
。

皇
帝
崇
拝
を
禁
止
す
る
神
の
教
え
を
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
他
方
に
お
い
て
皇
帝
は
神
に
よ
っ
て

立
て
ら
れ
た
権
威
で
も
あ
る
。
こ
の
矛
盾
を
初
期
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
は
「
殉
教
」
を
も
っ
て
解
決
し
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
初
期
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
の
受
忍
的
抵
抗
が
能
動
的
抵
抗
へ
と
か
わ
っ
て
い
っ
た
の
は
、

公
認
宗
教
と
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
国
家
的
宗
教
と
な
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
は
政
治
に
必
然
的
に
か
か
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
り
、
従
来
の
ご
と
く
政
治
的
問
題
を
関
心
の
外
に
お
く
こ
と
は
許
さ
れ
な
く
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な

一
方
に
お
い
て
、

い
限
り
」
で
の
こ
と
で
あ
り
、

「
受
動
的
抵
抗
」
に
近
づ
く
。
す
な
わ
ち
、

キ
リ
ス
ト
教
が
ロ
ー
マ
帝
国
の

「
殉
教
者
た
ち
は
実
際
上
は
こ
の
二
律
背
反
を
次
の
よ
う
に

関
法

一
方
に
お
い
て
、

「
カ
イ
ザ
ル
の
も
の
は
カ
イ
ザ
ル
に
、
神
の
も
の
は
神
に
返

一
八
〇

（
五
一
八
）

「受



実
際
、

中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
抵
抗
権
思
想

ケ
ル
ン
は
こ
の
自
己
罷
免
の
考
え
方
を
中
心
に
、

中
世
に
お
け
る
「
法
の
支
配
」

八

能
動
的
抵
抗
権
思
想
が
典
型
的
に
展
開
さ
れ
た
の
が
、
異
教
徒
な
い
し
は
異
端
の
支
配
者
に
対
す
る
場
合
で
あ
っ
た
。
異
教
徒
な
い
し
異

端
の
支
配
者
に
対
し
て
は
服
従
義
務
が
な
く
、
逆
に
、
彼
ら
に
対
し
て
抵
抗
す
る
権
利
と
義
務
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

無
制
約
的
な
命
令
権
力
の
担
い
手
た
る
こ
と
を
や
め
る
。

(

5

)

 

対
し
、
単
純
な
臣
民
的
服
従
の
義
務
を
負
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
」
と
ケ
ル
ン
は
い
う
。

い
か
な
る
キ
リ
ス
ト
者
も
彼
に

こ
の
最
後
の
ケ
ル
ン
の
見
解
は
、
彼
が
ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
で
述
べ
て
い
た
と
こ
ろ
！
主
君
の
自
己
罷
免
！
と
符
合
し
て
い
る
。

ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
と
キ
リ
ス
ト
教
的
抵
抗
権
と
の
結
び
つ
き
（
こ
の
問
題
に

つ
い
て
は
次
節
で
考
察
を
加
え
る
）
を
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
暴
君
論

(Tyrannuslehre)
に
関
し
て
で
あ
り
、
「
こ
の
教
会

的
・
自
然
法
的
暴
君
論
に
お
い
て
も
、
支
配
権
喪
失
に
つ
い
て
の
ゲ
ル
マ
ン
的
観
念
に
お
け
る
が
ご
と
く
、
君
主
は
彼
の
行
為
に
よ
っ
て

自
己
自
身
を
裁
く
の
だ
と
い
う
基
本
思
想
が
あ
っ
た
。
支
配
者
が
王
位
を
失
い
、
あ
る
い
は
い
ず
れ
に
せ
よ
、
彼
に
抵
抗
し
て
よ
い
と
い

う
こ
と
を
確
認
す
る
人
間
の
判
断
は
単
に
宣
言
的
性
格
を
も
つ
だ
け
で
創
設
的
性
格
は
も
た
な
い
。
不
正
な
支
配
は
そ
れ
自
体
に
お
い
て

、
、
、
、

(
6
)

無
効
で
あ
り
、
判
決
は
こ
の
既
成
の
事
実
を
確
認
す
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
」

（
法
主
権
）
ー
ー
ゲ
ル
マ
ン
法
思
想
に
お
い
て
は
法
は
「
共
通
の
正
義
」
で
あ
る
が
故
で
あ
る
が
、
教

会
的
法
思
想
に
お
い
て
は
法
は
「
神
の
法
（
自
然
法
）
」
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
帰
結
す
る
（
「
神
の
支
配
」
)
|
—
↓
に
お
い
て
、

の
法
に
反
し
た
場
合
も
は
や
主
君
と
し
て
の
資
格
を
失
う
と
い
う
こ
と
は
確
か
に
―
つ
の
法
確
信
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
法
確
信
か

ら
主
君
が
自
発
的
に
自
ら
を
暴
君
と
認
め
る
と
い
う
こ
と
は
想
定
し
え
な
い
。
や
は
り
、
主
君
が
法
を
破
っ
た
の
だ
と
い
う
「
確
認
」
の

手
続
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ケ
ル
ン
の
い
う
よ
う
に
「
創
設
的
性
格
」
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
「
確
認
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
確
認
が
な
け
れ
ば
主
君
は
自
ら
を
暴
君
と
は
み
な
さ
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
は
極
め
て
重
要
な
意
味
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の

端
者
は
そ
の
事
自
体
に
よ
り

(
i
p
s
o

f
a
c
t
o
)
 

（
五
一
九
）

主
君
が
そ

（
傍
点
原
文
ゲ
シ
ュ
ペ
ル
ト
）
と
述
べ
て
い
る
。

「
異
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併
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点
を
充
分
お
さ
え
て
お
か
な
い
と
、
「
自
己
罷
免
」
と
い
う
考
え
方
は
誤
解
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
。

被
支
配
者
（
臣
下
）
が
支
配
者
（
主
君
）
に
つ
き
つ
け
る
考
え
方
ー
|
~
を
破
っ
た
主
君
は
当
然
に
主
君
で
は
な
い

た
）
と
み
な
す
ー
な
の
で
あ
っ
て
、
支
配
者
自
ら
が
有
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
我
々
は
既
に
こ
の
こ
と
を
ゲ
ル
マ
ン
的

抵
抗
権
を
考
察
し
た
際
、
北
欧
国
王
伝
説
の
中
に
確
認
し
て
お
い
た
が
、
次
章
に
お
い
て
叙
任
権
闘
争
を
検
討
す
る
際
に
も
明
ら
か
と
な

る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世
が
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
四
世
を
破
門
し
、
臣
下
に
忠
誠
解
除
を
宣
言
し

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
は
な
お
も
自
己
を
罷
免
し
な
い
の
で
あ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
が
ロ
ー
マ
帝
国
の
公
認
宗
教
と
な
っ
て
以
後
の
積
極
的
抵
抗
権
思
想
は
、

（
五
二

0
)（

自
己
を
罷
免
し

さ
ら
に
時
代
と
と
も
に
拡
大
さ
れ
、
お
お
よ
そ

神
の
法
1
1

自
然
法
に
違
反
す
る
支
配
者
に
対
す
る
一
般
的
な
抵
抗
権
へ
と
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
＇
~
そ
し

て
そ
の
連
続
的
発
展
で
あ
る
封
建
的
抵
抗
権

i
と
と
も
に
中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
抵
抗
権
を
支
え
る
大
き
な
柱
と
な
る
の
で
あ
る
。
我
々
は

次
に
こ
の
二
要
素
の
交
錯
が
も
つ
意
味
を
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

(
1
)
K
e
r
n
,
 op. 
cit., 
p. 
1
7
8
 ff.

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ダ
ン
ト
レ
ー
ヴ
著
、
友
岡
敏
明
・
柴
田
平
三
郎
訳
『
政
治
思
想
へ
の
中
世
の
貢
献
』

一
九
七
九
年
、
二
六
頁
以
下
を
も
参
照
。

(

2

)

聖
書
の
訳
は
日
本
聖
書
協
会
口
語
訳
新
約
聖
書
（
一
九
五
四
年
改
訳
）
に
よ
る
。

(

3

)

「
こ
れ
ら
基
本
的
な
諸
前
提
か
ら
は
、
〔
相
互
に
〕
ま
っ
た
く
別
異
の
帰
結
を
引
き
だ
す
こ
と
が
で
き
る
し
、
事
実
、
そ
れ
が
引
き
だ
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
的
服
従
観
念
は
や
が
て
宗
教
的
抵
抗
義
務
の
理
論
に
発
展
す
る
と
同
時
に
、
消
極
的
服
従
の
教
説
に
も
発
展
し
た
の
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
権
威
の
聖
な
る
性
格
の
観
念
は
、
王
権
神
授
説
の
素
地
と
と
も
に
制
限
的
・
有
責
的
統
治
の
背
景
を
も
提
供
し
た
の
で
あ

る
」
（
ダ
ン
ト
レ
ー
ヴ
前
掲
訳
書
二
六
頁
）
。

(
4
)
K
e
r
n
`
o
p
.
 cit., 
p. 
1
7
9
.
 

(
5
)
I
b
i
d
.
,
 p. 
1
8
2
.
 

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

関
法

「
自
己
罷
免
」
と
い
う
考
え
方
は
、

~ 

I¥ 



中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
抵
抗
権
思
想

こ
の
点
に
つ
き
船
田
享
二
氏
は
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
。

国 (

6

)

 

両
要
素
の
交
錯

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
法
思
想
的
な
側
面
と
実
際
的
な
手
続
の
面
と
に
分
け
て
考
察
す
る
。
も
ち
ろ
ん
両
者
は
必
然
的
な
関
係
に
あ

る
わ
け
で
あ
り
、
筆
者
も
そ
の
こ
と
を
強
調
し
た
い
が
、
便
宜
上
分
説
す
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
法
思
想
的
な
側
面
で
あ
る
が
、

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
は
既
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
筆
者
は
そ
の
際
、

に
つ
き
つ
け
る
法
確
信
と
し
て
考
え
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
お
い
た
が
、

や
は
り
、

ケ
ル
ン
が
、

/¥ 

（
被
支
配
者
に
よ
る
支
配
者
に
対
す
る
罷

ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
と
教
会
的
抵
抗
権
と
の
「
自
己
罷
免
」
を
中
心
と
す
る
結
合

ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
思
想
と
キ
リ
ス
ト
教
的
抵
抗
権
思
想
に
共
通
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
り
、
両
抵
抗
権
は
こ
の
点

に
お
い
て
交
錯
す
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

免
確
信
）
が
共
通
に
見
ら
れ
る
と
い
っ
て
も
、

と
づ
く
人
民
法
に
求
め
る
の
に
対
し
、

視
す
る
に
至
っ
た
。

I
b
i
d
.
,
 
p
p
.
 
1
8
7ー

1
8
8
.

し
か
し
、
両
抵
抗
権
思
想
に
「
自
己
罷
免
」

ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
思
想
に
お
い
て
は
そ
の
根
拠
を
カ
リ
ス
マ
的
法
発
見
（
契
約
）
に
も

キ
リ
ス
ト
教
的
抵
抗
権
に
お
い
て
は
そ
れ
を
自
然
法
（
神
の
法
）
に
求
め
て
い
る
。
両
者
の
交
錯

を
問
題
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
人
民
法
と
自
然
法
（
神
の
法
）
と
の
連
関
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

「
か
よ
う
に
国
家
権
力
の
上
に
位
す
る
法
は
、
ゲ
ル
マ
ン
人
一
般
に
通

じ
、
古
く
か
ら
か
れ
ら
の
社
会
生
活
を
規
制
し
て
来
た
正
義
則
で
あ
り
、

ゲ
ル
マ
ン
人
が
或
る
神
秘
的
な
力
と
し
て
、
信
仰
的
に
こ
れ
に

服
従
し
て
来
た
法
で
あ
る
。
か
か
る
法
を
認
め
る
思
想
か
ら
、
こ
れ
を
神
の
作
っ
た
法
と
し
、
さ
ら
に
こ
れ
を
自
然
法
と
同
視
す
る
思
想

へ
の
推
移
は
容
易
で
あ
る
。
古
来
の
法
を
そ
の
故
に
正
し
い
法
と
信
じ
た
ゲ
ル
マ
ン
人
は
、

や
が
て
一
歩
進
ん
で
、
こ
れ
を
自
然
法
と
同

『
法
は
神
の
永
遠
の
指
令
で
あ
る
。
』
『
自
然
法
は
ま
た
神
法
と
呼
ば
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
神
が
こ
の
法
を
あ
ら
ゆ
る

（
五
ニ
―
)

「
自
己
罷
免
」
を
こ
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
る
限
り
、
そ
れ
は

「
自
己
罷
免
」
と
い
う
考
え
方
は
被
支
配
者
の
側
が
支
配
者
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被
創
造
者
に
与
え
た
か
ら
で
あ
る
。
』
と
こ
ろ
が
、
『
神
は
自
分
に
形
ど
っ
て
人
間
を
作
り
、
そ
の
苦
難
を
通
じ
て
い
ず
れ
の
人
間
を
も
自

由
に
し
た
。
貧
者
も
富
者
も
、
神
の
前
に
は
平
等
で
あ
る
。
』
『
最
初
に
法
が
作
ら
れ
た
と
き
に
は
、
何
び
と
も
隷
属
者
で
は
な
く
、
わ
れ

ら
の
祖
先
が
地
上
に
来
た
と
き
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
は
自
由
で
あ
っ
た
。
予
の
意
見
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
或
る
人
が
他
の
人
の
所
有
に
属
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
は
、
真
理
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

ュ
ビ
ー
ゲ
ル
お
よ
び
そ
の
註
釈
に
見
え
る
こ
の
種
の
言
は
、

(
1
)
 

想
を
明
ら
か
に
す
る
」
。

華
者
は
、
こ
の
船
田
氏
の
指
摘
を
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
な
お
筆
者
の
問
題
関
心
か
ら
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で

人
民
法
は
、
上
述
の
如
く
、

体
に
あ
っ
て
は
、

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

関
法

（
五
二
二
）

ま
た
、
わ
れ
ら
は
そ
れ
に
関
す
る
記
録
を
知
ら
な
い
。
』

ザ
ク
セ
ン
シ

か
よ
う
に
し
て
キ
リ
ス
ト
教
義
と
結
合
し
て
形
成
さ
れ
た
ゲ
ル
マ
ン
人
の
思

カ
リ
ス
マ
的
団
体
に
お
け
る
法
発
見
ー
ー
ー
カ
リ
ス
マ
的
合
意
を
基
礎
に
し
て
い
る
。
カ
リ
ス
マ
的
団

ど
の
構
成
員
も
法
発
見
に
無
関
心
で
は
な
い
。
構
成
員
全
体
が
裁
判
集
会
を
と
お
し
て
法
発
見
に
参
与
す
る
の
で
あ
り
、

全
員
が
先
駆
的
・
合
理
的
な
法
の
発
見
に
参
加
す
る
の
で
あ
る
。

カ
リ
ス
マ
的
団
体
に
お
け
る
法
確
信
が
個
人
的
正
義
感
情
に
甚
づ
く
も

の
で
は
な
く
、
団
体
の
法
確
信
1

共
通
の
正
義
＇
~
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
所
以
は
こ
こ
に
あ
る
。
こ
の
カ
リ
ス
マ
的
団
体
で
発
見

さ
れ
た
「
正
し
く
か
つ
合
理
的
な
法
」
は
、
団
体
の
正
義
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

ス
ト
教
的
自
然
法
と
の
必
然
的
連
関
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、

ま
た
普
遍
的
道
徳
と
観
念
さ
れ
る
。
中
世
法
思
想
の
特
色

と
し
て
の
法
と
道
徳
の
深
い
結
び
つ
き
、
自
然
法
（
理
想
法
）
と
実
定
法
の
区
別
と
い
う
こ
と
は
、

か
か
る
観
念
か
ら
考
え
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
人
民
法
1
1
正
し
く
か
つ
合
理
的
な
法
1
1
団
体
の
正
義
1
1
普
遍
的
道
徳
と
い
う
観
念
は
、
神
の
法
1
1
自
然
法
1
1

普
遍
的
道
徳
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
的
法
思
想
と
適
合
的
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
、

ゲ
ル
マ
ン
的
人
民
法
と
キ
リ

ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
思
想
と
キ
リ
ス
ト
教
的
抵
抗
権
思
想

一
八
四



中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
抵
抗
権
思
想

ら
れ
た
と
論
ず
る
の
で
あ
る
が
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、

一
八
五

「
非
定
型
的
」
と
い
う
特
徴
づ
け
だ
け
で
は
不
充
分
な
の
で
あ
っ
て
、

「
非
定

ケ
ル
ン
は
、
こ
こ
で
．
、

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

ケ
ル
ン
は
、

と
の
交
錯
も
か
か
る
意
味
に
お
い
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
、
実
際
的
な
手
続
の
面
で
は
ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
と
キ
リ
ス
ト
教
的
（
教
会
的
）
抵
抗
権
と
は
如
何
な
る
関
係
に
あ

権
は
ゲ
ル
マ
ン
的
観
念
に
対
し
て
顕
著
な
進
歩
を
も
た
ら
し
た
。
ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
で
は
、
判
決
は
、
非
定
型
的
に

(
f
o
r
m
l
o
s
)
、
全

体
の
す
な
わ
ち
人
民
各
人
の
法
確
信
に
委
ね
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
教
会
に
お
い
て
は
、
こ
の
確
認
の
た
め
の
秩
序

あ
る
裁
判
審

(
r
i
c
h
t
e
r
l
i
c
h
e
I
n
s
t
a
n
z
)

が
あ
り
、
そ
れ
は
、
国
王
に
対
す
る
形
式
の
整
っ
た

(
f
o
r
m
l
i
c
h
)

裁
判
手
続
に
ま
で
至
る
こ

(
2
)
 

と
が
で
き
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

り
（
ケ
ル
ン
は
、

「
し
か
し
、
確
認
判
決
が
成
立
す
る
に
至
る
そ
の
や
り
方
に
お
い
て
、
教
会
的
抵
抗

「
非
定
型
的
」
な
ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
が
明
確
な
裁
判
手
続
を
有
す
る
教
会
的
抵
抗
権
に
よ
っ
て
発
展
せ
し
め

型
的
」
で
は
あ
る
が
裁
判
手
続
に
は
深
い
関
心
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
同
時
に
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
ゲ
ル
マ
ン

的
抵
抗
権
が
カ
リ
ス
マ
的
団
体
に
お
け
る
法
発
見
（
裁
判
集
会
に
お
け
る
共
通
の
正
義
の
確
認
）
を
基
本
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ

「
全
体
の
」
法
確
信
と
い
い
な
が
ら
そ
れ
を
「
人
民
各
人
の
」
法
確
信
と
い
い
な
お
し
て
い
る
が
、
ゲ
ル
マ
ン
法
に
お

け
る
法
確
信
は
あ
く
ま
で
全
体
の
正
義
な
の
で
あ
っ
て
、
単
な
る
個
人
的
正
義
感
情
の
集
合
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
）
、
そ
れ
故
に
こ
そ
、
ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
は
明
確
な
訴
訟
手
続
を
も
つ
封
建
的
抵
抗
権
へ
と
連
続
的
に
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、

同
じ
よ
う
に
、
そ
れ
故
に
こ
そ
、
形
式
の
整
っ
た
教
会
的
抵
抗
権
と
も
交
錯
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
封
建
的
抵
抗
権
に

お
け
る
明
確
な
訴
訟
手
続
自
体
が
教
会
的
抵
抗
権
の
影
響
の
下
に
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
）
。
す
な
わ
ち
、

手
続
を
通
し
て
の
正
義
の
発

見
に
多
大
な
関
心
を
も
つ
ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
教
会
的
抵
抗
権
と
交
錯
し
な
が
ら
、
封
建
裁
判
所
に
お
け
る
明
確

（
五
二
三
）



(

1

)

 

(

2

)

 

「
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世
の
布
告
と
お
ご
そ
か
な
破
門
は
、

の
遺
産
と
し
て
新
し
い
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
由
が
成
長

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
1

一
元
性
を
究

（
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
四
世
を
）

『
血
統
と
叙
階
に
よ
る
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三
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な
訴
訟
手
続
を
有
す
る
抵
抗
権
に
発
展
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
り
、
実
際
的
な
手
続
面
に
お
け
る
交
錯
は
、
法
思
想
的
な

側
面
に
お
け
る
交
錯
と
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
、
本
章
に
お
い
て
は
、
主
に
ケ
ル
ン
の
所
説
を
検
討
し
な
が
ら
、
中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
抵
抗
権
思
想
の
二
要
素
ー
~
ゲ
ル
マ
ン
的
要

素
と
キ
リ
ス
ト
教
的
要
素
ー
|
'
に
つ
い
て
一
般
的
な
考
察
を
な
し
た
。
我
々
は
次
章
に
お
い
て
、
叙
任
権
闘
争
期
に
お
け
る
抵
抗
権
思
想

を
扱
い
な
が
ら
、
両
要
素
の
具
体
的
な
連
関
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

船
田
享

11
『
法
思
想
史
〔
全
訂
版
〕
』
一
九
七
五
年
（
第
三
刷
）
、

110五
頁
。

Kern, 
op. 
cit., 
p. 
188. 

叙
任
権
闘
争
期
の
抵
抗
権
思
想

叙
任
権
闘
争
は
法
史
の
み
な
ら
ず
思
想
史
的
・
精
神
史
的
に
も
重
大
な
意
義
を
有
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
闘
争
に
お
い
て
、

ー
ロ
ッ
。
＾
は
自
己
の
二
元
性
ー
教
会
と
国
家
、
教
皇
と
皇
帝
ー
|
'
を
確
立
す
る
に
至
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
著
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
史
』
に
お
い
て
、

革
命
」
と
し
て
と
ら
え
、

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ヘ
ー
ア
は

(
1
)
 

い
わ
ゆ
る
「
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
」

(
G
r
e
g
o
r
i
a
n
i
s
c
h
e
R
e
f
o
r
m
)
を
「
ロ
ー
マ
か
ら
の

神
聖
皇
帝
』
か
ら
、
罪
の
裸
の
人
間
に
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
古
い
支
配
権
力
の
非
宗
教
化
は
、

極
的
に
確
定
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
国
家
と
教
会
、
教
会
的
と
世
俗
的
、
唯
物
論
的
と
唯
心
論
的
が
お
互
い
に
対
立
し
、
二
極
の
緊
張

の
場
が
つ
く
り
だ
さ
れ
、
そ
こ
に
お
い
て
教
会
の
自
由

(Libertas
Ecclesiae) 

(
2
)
 

し
得
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
し
、
オ
ッ
ト
ー
・
プ
ル
ン
ナ
ー
は
、
さ
ら
に
詳
し
く
、

関
法

「
『
神
授
王
権
と
抵
抗
権
』
、

ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト

一
八
六

（
五
二
四
）

ヨ



中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
抵
抗
権
思
想

を
現
わ
し
て
来
た
か
と
い
う
こ
と
を
見
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

的
団
体
や
ゲ
ノ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
的
団
体
に
お
け
る
統
治
者
と
人
民
、
主
権
的
国
家
権
力
と
近
代
的
自
然
権
、
主
権
的
国
民
と
個
人
の
基

本
権
、

と
い
う
あ
の
独
特
な
1

一
元
性
」
が
「
本
質
的
に
ゲ
ル
マ
ン
的
な
根
源
に
ま
で
遡
り
う
る
」
と
し
な
が
ら
も
な
お
、

に
よ
っ
て
も
な
お
説
明
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
な
ぜ
こ
の
観
念
が
か
く
も
長
く
、

づ
け
た
の
か
、

ま
た
こ
こ
で
は
、
皇
帝
教
皇
主
義
を
め
ざ
す
諸
傾
向
が
見
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

か
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
を
説
明
す
る
た
め
に
は
、

一
八
七

し
か
も
全
く
異
な
っ
た
諸
関
係
の
も
と
で
も
影
響
し
つ

な
ぜ
そ
れ
が
実
現
し
な
か
っ
た
の

ゲ
ル
マ
ン
的
遺
産
を
引
き
あ
い
に
出
し
、
あ
た
か
も
爾
後
の
こ
と
す
べ
て
が
す
で

に
そ
の
中
に
萌
芽
と
し
て
含
ま
れ
て
い
た
か
の
よ
う
に
考
え
る
の
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
そ
の
遺
産
は
、
む
し
ろ
あ
る
特
定
の
状
況
の
中

で
変
形
さ
れ
、
あ
る
特
定
の
方
向
に
働
く
よ
う
に
仕
向
け
ら
れ
た
に
相
違
な
い
。
こ
の
点
で
、
私
に
は
、

「
た
だ
、
そ
れ

―
つ
の
教
会
と
多
く
の
国
家
の

存
在
と
い
う
ョ
ー
ロ
ッ
パ
的
与
件
、
な
ら
び
に
、
中
世
中
期
に
お
け
る
こ
の
両
者
の
、
最
後
に
は
妥
協
に
終
っ
た
対
決
が
決
定
的
で
あ
る

(
3
)
 

よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
見
ら
れ
る
二
元
性
は
ま
さ
に
叙
任
権
闘
争
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

1
一
元
性
＇
~
特
に
教
会
と
国
家
の

二
元
性
ー
ー
は
、

し
か
し
、
叙
任
権
闘
争
で
最
終
的
に
確
立
さ
れ
た
と
は
い
え
、
既
に
早
い
時
期
か
ら
、
特
に
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て

徐
々
に
醸
成
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
c

我
々
は
叙
任
権
闘
争
史
を
考
察
す
る
に
先
立
ち
、
こ
の
1

一
元
性
が
ど
の
よ
う
に
姿

(
1
)
-
―
世
紀
半
ば
か
ら
―
二
世
紀
初
頭
に
お
こ
っ
た
ロ
ー
マ
教
皇
座
を
中
心
と
す
る
改
革
、
お
よ
び
こ
の
改
革
が
招
来
せ
し
め
た
教
会
と
国
家
と

の
闘
争
は
「
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
」
と
も
「
叙
任
権
闘
争
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
両
名
称
は
そ
れ
ぞ
れ
視
座
を
異
に
す
る
と
い

わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ご
く
簡
単
に
い
え
ば
、
「
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革

(
R
e
f
o
r
m
gregorienne, R
i
f
o
r
m
a
 g
r
e
g
o
r
i
a
n
a
)
1
主
に
フ
ラ
ン

ス
や
イ
ク
リ
ア
で
用
い
ら
れ
る
ー
~
と
．
い
う
名
称
が
教
会
史
上
の
「
教
会
改
革
」
を
中
心
的
関
心
と
す
る
の
に
対
し
、
「
叙
任
権
闘
争
」(
I
n
,

v
e
s
t
i
t
u
r
s
t
r
e
i
t
)

と
い
う
名
称
l

主
に
ド
イ
ツ
で
用
い
ら
れ
る
＇
~
は
ド
イ
ツ
国
制
史
上
の
関
心
を
中
心
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
両
名
称
の

（
五
二
五
）



考
え
る
よ
う
に
な
る
と
ー
っ
ま
り
、
問
題
を
純
粋
に
理
念
的
で
は
な
く
、
経
験
的
に
取
り
扱
う
よ
う
に
な
る
と
1

ロ
ー
マ
帝
国
は
地

上
の
国
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

を
教
会
に
、

し
た
が
っ
て
ま
た
、
教
会
は
神
の
国
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
中
世
は
二

「
地
の
国
」
を
国
家
に
単
純
に
比
定
し
た
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、

「
彼
が
1

―
つ
の
社
会
の
代
表
物
を
地
上
の
こ
と
と
し
て

け
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
理
念

関
法

第
三
二
巻
第
三
•
四
・
五
合
併
号

差
異
に
つ
い
て
は
、
野
口
洋
1

1

『
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
の
研
究
』
一
九
七
八
年
、
五
頁
以
下
に
詳
し
く
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
）
。
筆
者
は
一
応
「
叙

任
権
闘
争
」
と
い
う
名
称
を
採
用
す
る
こ
と
に
す
る
が
、
教
会
史
的
関
心
を
軽
視
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

(

2

)

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ヘ
ー
ア
著
、
小
山
宙
丸
・
小
西
邦
雄
訳
『
ョ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
史
』
一
九
八
二
年
、
五
七
頁
。

(

3

)

オ
ッ
ト
ー
・
プ
ル
ン
ナ
ー
著
、
石
井
紫
郎
・
石
川
武
・
小
倉
欣
一
・
成
瀬
治
・
平
城
照
介
・
村
上
淳
一
・
山
田
欣
吾
訳
『
ヨ
ー
ロ
ッ
。
＾
ー
そ
の

歴
史
と
精
神
ー
』
一
九
七
四
年
、
一
―

l-
―-1
頁。

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
特
有
の
二
元
論
を
は
じ
め
て
理
論
的
に
整
序
し
て
示
し
た
の
は
、
周
知
の
如
く
、

n
u
s
,
 3
5
4
~
4
3
0
)

で
あ
る
。
紐
仔
は
『
神
の
国
』
（
D
e
civitate 
D
e
i
,
 4
1
3
~
4
2
6
)

に
お
い
て
、

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス

上
の
国
」

(civitas
t
e
r
r
e
n
a
)

と
の
か
か
わ
り
を
論
じ
た
。
よ
く
引
用
さ
れ
る
『
神
の
国
』
の
箇
所
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

か
く
し
て
、
二
つ
の
愛
か
ら
二
つ
の
国
が
つ
く
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
神
へ
の
軽
蔑
に
い
た
る
ま
で
も
の
自
己
愛
か
ら
地
の
国
が
、
自
己
へ
の
軽

蔑
に
い
た
る
ま
で
も
の
神
へ
の
愛
か
ら
天
の
国
が
つ
く
ら
れ
た
。
つ
ま
り
は
、
前
者
は
自
ら
を
光
栄
と
し
、
後
者
は
主
を
光
栄
と
す
る
の
で
あ
る
。

〔

F
e
c
e
r
u
n
t
itaque 
ciuitates 
d
u
a
s
 a
m
o
r
e
s
 duo, 
t
e
r
r
e
n
a
m
 scilicet 
a
m
o
r
 sui 
u
s
q
u
e
 
a
d
 c
o
n
t
e
m
p
t
u
m
 Dei, 
caelestem 
uero 

(
1
)
 

a
m
o
r
 D
e
i
 u
s
q
u
e
 a
d
 c
o
n
t
e
m
p
t
u
m
 
sui•Denique 

illa 
in se 
ipsa, 
h
a
e
c
 in 
D
o
m
i
n
o
 gloriatur.〕

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
こ
こ
で
ま
さ
し
く
、

「
天
の
国
」

(civitas
caelestis)

ー
ー
ー
「
神
の
国
」
に
同
じ
ー
|
'

と
「
地
の
国
」

(ci
vi tas t
e
r
r
e
n
a
)
と
の
二
元
論
を
と
っ
て
い
る
。
多
く
の
論
者
が
い
う
よ
う
に
、

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
「
神
の
国
」

「
神
の
国
」

(civitas
D
e
i
)
 
と
「
地

一
八
八

（
五
二
六
）

(
A
u
g
u
s
t
i
,
 



中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
抵
抗
権
思
想

て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、

(
2
)
 

つ
の
社
会
の
な
か
に
国
家
と
教
会
を
み
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
」
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
的
二
元
論
を
現
実
の
政
治
的
局
面
で
主
張
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
ロ
ー
マ
教
皇
ゲ
ラ
シ
ウ

ス
一
世

(
G
e
l
a
s
i
u
s
I,

在
位
4
9
2
~
4
9
6
)

で
あ
る
。
こ
の
ゲ
ラ
シ
ウ
ス
一
世
の
主
張
は
そ
の
名
に
ち
な
ん
で
「
ゲ
ラ
シ
ウ
ス
理
論
」
と(3
)
 

呼
び
慣
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
の
ち
に
「
両
剣
論
」

(
Z
w
e
i
s
c
h
w
e
r
t
e
r
t
h
e
o
r
i
e
)

と
し
て
主
張
さ
れ
る
見
解
の
先
駆
的
形
態
で
あ
る
。

ゲ
ラ
シ
ウ
ス
一
世
は
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
ア
ナ
ス
ク
シ
ウ
ス
一
世
に
宛
て
た
書
簡

(
"
'
F
a
m
u
l
i
v
e
s
t
r
a
e
 
pietatis ", 
4
9
4
)
 

よ
う
な
有
名
な
見
解
を
表
明
し
た
。

尊
敬
す
べ
き
皇
帝
陛
下
、
こ
の
世
界
が
主
と
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
が
二
つ
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
司
教
た
ち
の
聖
な
る
権
威
と
王

権
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
、
司
教
職
の
重
要
性
は
よ
り
重
い
。
彼
ら
は
、
人
間
た
ち
の
諸
王
自
身
の
た
め
に
す
ら
、
神
の
審
判
に
お
い
て
弁
明
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
。
〔
D
u
o
q
u
i
p
p
e
 sunt, 
i
m
p
e
r
a
t
o
r
 A
u
g
u
s
t
e
,
 
q
u
i
b
u
s
 principaliter 
m
u
n
d
u
s
 hie re-

gitur"auctoritas sacra pontificum, 
et 
regalis 
potestas. 
I
n
 q
u
i
b
u
s
 tanto 
g
r
a
v
i
u
s
 est 
p
o
n
d
u
s
 s
a
c
e
r
d
o
t
u
m
,
 
q
u
a
n
t
a
 e
t
i
a
m
 

(
4
)
 

p
r
o
 ipsis 
r
e
g
i
b
u
s
 h
o
m
i
n
u
m
 in d
i
v
i
n
o
 
reddituri 
s
u
n
t
 e
x
a
m
i
n
e
 ratioriem.」

こ
の
書
簡
が
出
さ
れ
た
歴
史
的
背
景
は
、

リ
ス
ト
単
性
説
を
支
持
し
、

一
八
九

(
5
)
 

カ
ー
ラ
イ
ル
も
い
う
よ
う
に
「
極
め
て
複
雑
」
で
あ
る
の
で
詳
説
は
避
け
る
が
、
簡
単
に
い

う
と
、
東
ロ
ー
マ
皇
帝
の
信
仰
問
題
へ
の
介
入
（
東
ロ
ー
マ
皇
帝
ゼ
ノ
ン
〔
ア
ナ
ス
タ
シ
ウ
ス
の
先
帝
、
在
位
四
七
六
ー
四
九
一
〕
は
キ

(
6
)
 

ア
ナ
ス
ク
シ
ウ
ス
も
そ
れ
を
継
承
し
て
い
た
）
に
対
す
る
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
反
対
に
端
を
発
し

ロ
ー
マ
帝
国
の
コ
ン
ス
ク
ン
テ
ィ
ノ
ー
。
フ
ル
遷
都
(
-
―
―
―
―

-0年
）
以
後
、

る
。
こ
と
に
、
東
方
教
会
で
は
、
東
ロ
ー
マ
帝
国
成
立
（
三
九
五
年
）
以
後
、

コ
ン
ス
ク
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
中

心
と
す
る
東
方
教
会
と
ロ
ー
マ
を
中
心
と
す
る
西
方
教
会
が
し
だ
い
に
分
離
し
て
い
き
、
教
義
的
に
も
対
立
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
く

パ

ト

リ

ア

ル

カ

「
総
大
主
教
」
（
西
方
教
会
の
「
教
皇
」
に
あ
た
る
）
が

（
五
二
七
）

の
中
で
次
の



a
n
a
)

と
呼
ば
れ
る
も
の
な
の
で
な
り
、
ゲ
ラ
シ
ウ
ス
理
論
は
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
理
念
を
表
明
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ア
ー
ネ
ス
ト
・
バ
ー
カ
ー
は
中
世
の
政
治
思
想
を
論
じ
て
、
ゲ
ラ
シ
ウ
ス
理
論
に
つ
き
、

一
人
の
教
皇
を
も
っ
て
い
る
。
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
理
論

は
、
五
世
紀
の
終
わ
り
に
ゲ
ラ
シ
ウ
ス
一
世
に
よ
っ
て
定
式
化
さ
れ
た
と
き
に
は
、
併
立
の
理
論
で
あ
っ
た
。
各
自
は
自
己
の
領
域
を
も

ち
、
各
自
は
自
己
の
領
域
を
守
る
も
の
で
あ
っ
た
。

(
9
)
 

っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
、

つ
ま
り
、

カ
イ
ザ
ル
の
も
の
は
カ
イ
ザ
ル
に
、
ペ
テ
ロ
の
も
の
は
ペ
テ
ロ
に
、

「
同
じ
―
つ
の
社
会
」
と
い
う
点
に
さ
ら
に
詳
し
く
説
明
を
加
え
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

世
を
扱
っ
て
い
る
さ
い
に
教
会
と
国
家
に
つ
い
て
語
る
場
合
は
、
わ
れ
わ
れ
は
二
つ
の
社
会
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
単
一
の
社
会

カ

ヴ

ァ

メ

ソ

ト

に
お
け
る
二
つ
の
統
治
機
構
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
日
、
英
国
に

そ
し
て
他
方
で
は
、
そ
れ
は
精
神
的
な
事
項
の
た
め
に
、

―
つ
の
帝
国
で
あ
る
と
同
時
に
―
つ
の
教
会
で
も
あ
る
。

一
方
で
は
、
そ
れ
は
世
俗
の
事
項
の
た
め
に
、

「
中
で
あ

一
人
の
皇
帝
を
も
っ
て
い
る
。

「
同
じ
―
つ
の
社
会
•
•
…
•
が
こ
の
よ
う
に
し
て
、

同
時
に
―
つ
の
世
界

(
m
u
n
d
u
s
)

を
支
配
す
る
、

と
い
わ
れ
て
い
る
。

(
r
e
g
a
l
i
s
 
p
o
t
e
s
t
a
s
)
 

第
三
二
巻
第
三
•
四
・
五
合
併
号

東
ロ
ー
マ
皇
帝
に
従
属
す
る
存
在
と
な
り
、
皇
帝
に
信
仰
問
題
に
つ
い
て
の
決
定
権
を
も
与
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
（
い
わ
ゆ
る
「
皇
帝

(
7
)
 

教
皇
主
義
」

C
a
s
a
r
o
p
a
p
i
s
m
u
s
)
。

西
方
の
西
ロ
ー
マ
帝
国
は
こ
の
こ
ろ
蛮
族
の
侵
入
に
遭
遇
し
弱
体
化
し
て
お
り
、
西
方
ロ
ー
マ
教
会

は
、
東
ロ
ー
マ
帝
国
の
如
き
強
大
な
皇
帝
権
に
よ
り
圧
迫
・
従
属
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
東
ロ
ー
マ
皇
帝
が
西
方
教
会
に
ま

で
そ
の
指
導
権
を
伸
張
し
て
来
る
に
及
ん
で
、
そ
れ
に
対
す
る
反
対
を
表
明
す
る
の
で
あ
る
。
ゲ
ラ
シ
ウ
ス
一
世
の
書
簡
は
、
か
か
る
歴

史
的
背
景
の
も
と
に
、
東
ロ
ー
マ
皇
帝
に
対
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(

8

)

 

さ
て
、
こ
の
書
簡
に
は
明
確
に
二
元
論
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、

「
聖
な
る
権
威
」

の
二
元
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
単
純
な
1

一
元
論
で
は
い
。

「
聖
な
る
権
威
」

こ
の
世
界
こ
そ
「
キ
リ
ス
ト
教
同
体
」

(
r
e
s
p
u
b
l
i
c
a
christi, 

（
教
皇
権
）
と
「
王
権
」
が

関
法

(
a
u
c
t
o
r
i
t
a
s
 
s
a
c
r
a
)
 

一
九
〇

（
五
二
八
）

と

「
王
権
」



中
世
ョ
ー
ロ
ッ
。
＾
抵
抗
権
思
想

ス
ト
教
共
同
体
」
に
お
け
る
教
会
と
国
家
と
の
闘
争
な
の
で
あ
る
。

一九

の
ち
に
み
る
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世
の
ハ
ン
リ
ッ
ヒ
四
世
に
対
す
る
破

以
下
に
具
体
的
に
検
討
し
よ
う
と
す
る
叙
任
権
闘
争
は
ま
さ
に
、

ス
ト
教
共
同
体
」
を
説
明
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

「
単
一
の
社
会
に
お
け
る
二
つ
の
統
治
機
構
」
、
す
な
わ
ち
、
「
キ
リ

「
キ
リ

お
い
て
は
、
教
会
と
国
家
は
二
つ
の
社
会
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
は
一
っ
の
統
治
機
構
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
議
会
に
お
け
る
国
王

で
あ
る
。
し
か
る
に
中
世
で
は
、
こ
れ
と
全
く
正
反
対
で
あ
っ
た
。
教
会
と
国
家
は
一
っ
の
社
会
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
―
つ
の
社
会

は
二
つ
の
統
治
機
構
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
二
つ
の
統
治
機
構
の
間
で
論
争
が
あ
り
え
た
し
、
事
実
、
あ
っ
た
が
、
社
会
自
体
は
分
け
ら

れ
る
こ
と
な
く
存
在
し
、
存
続
し
た
。
そ
れ
が
単
一
の
『
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
』

(
R
e
s
p
u
b
l
i
c
a
C
h
r
i
s
t
i
a
n
a
)
 
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
教

会
の
一
員
た
る
こ
と
と
世
俗
社
会
の
一
員
た
る
こ
と
と
は
同
延
の
関
係
に
あ
っ
た
。
も
し
洗
礼
を
施
こ
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
な
い
な

ら
ば
、
そ
の
人
は
政
治
社
会
の
一
員
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
そ
し
て
も
し
教
会
の
権
威
に
よ
っ
て
破
門
を
受
け
た
と
し
た
ら
、
そ
の
人

(10) 

は
一
切
の
法
的
・
政
治
的
権
利
を
失
っ
た
」
。

カ

ヴ

ァ

メ

ッ

ト

重
要
な
指
摘
で
あ
る
。
中
世
に
お
け
る
教
会
と
国
家
は
「
単
一
の
社
会
に
お
け
る
二
つ
の
統
治
機
構
」
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

一
の
社
会
」
と
は
「
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
」

(
r
e
s
p
u
b
l
i
c
a
c
h
r
i
s
t
i
a
n
a
)

な
の
で
あ
る
。
よ
く
ョ
ー
ロ
ッ
。
〈
中
世
を
指
し
て
「
楕
円
的
統

+
ケ
ル
ド
テ
イ
ウ
ム
イ
ン
ペ
リ
ウ
ム

一
体
」
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
教
会
と
国
家
（
教
権
と
帝
権
）
を
楕
円
の
二
つ
の
中
心
に
比
定
し
て
、

門
の
も
つ
意
味
も
、
こ
の
「
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
」
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
理
解
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
1
)
A
u
g
u
s
t
i
n
u
s
,
 D
e
 civitate 
Dei, 
lib. 
X
I
V
,
 c. 
2
8
.
 
(
C
o
r
p
u
s
 C
h
r
i
s
t
i
a
n
o
r
u
m
,
 Series L
a
t
i
n
a
,
 X
L
V
I
I
I
,
 p. 
4
5
1
)
 

(

2

)

ペ
イ
ン
ズ
「
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
神
国
論
』
の
政
治
思
想
」
（
J

．B
・
モ
ラ
ル
著
、
柴
田
乎
三
郎
訳
『
中
世
の
政
治
思
想
』
一
九
七
五

年
、
に
柴
田
訳
で
所
収
）
ニ
ニ
七
頁
。

(

3

)

「
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
」
第
二
二
章
三
八
節
の
「
二
振
り
の
つ
る
ぎ
」
に
ち
な
み
、
「
精
神
剣
」

(
g
r
a
d
i
u
s
spiritualis)
〔

1
1
教
権
〕
と
「
物

（
五
二
九
）

「単



関
法

第
三
二
巻
第
三
•
四
•
五
合
併
号

（
五
三

0
)

〔

II帝
権
〕
の
二
元
論
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
ミ
ッ
ク
イ
ス
11

リ
ー
ベ
リ
ッ
ヒ
前
掲
訳
書
一
九
四
頁
参

質
剣
」

(
g
r
a
d
i
u
s
materialis) 

照。

(
4
)
M
i
g
n
e
,
 P
a
t
r
o
l
o
g
i
a
 L
a
t
i
n
a
〔

R

L

J
こ
姿

c

゜I.4
2
・
な
ぉ
‘
原
文
に

p
r

i゚psis
r
e
g
i
b
u
s
 D

゜mi
n
o
と
あ
る
と
}

J

ろ
を
脚
注
，
に
従
い

こ。

h
o
m
m
u
m
と
し

t

(
5
)
R
.
 W
.
 C
a
r
l
y
l
e
 a
n
d
 
A. J
.
 
Carlyle, 
M
e
d
i
e
v
a
l
 p0litical 
t
h
e
o
r
y
 
in t
h
e
 
West, 
vol. 
1
 (19504), 
p. 
185. 

(

6

)

キ
リ
ス
ト
に
は
神
と
し
て
の
側
面
（
神
性
）
と
人
間
と
し
て
の
側
面
（
人
性
）
の
両
性
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
「
単
性
説
」
は
人
性
を
神
性

の
中
に
吸
収
さ
せ
て
、
受
肉
し
た
キ
リ
ス
ト
に
は
神
性
し
か
認
め
な
い
考
え
方
で
あ
る
。
こ
の
単
性
説
は
エ
ジ
プ
ト
、
シ
リ
ア
、
小
ア
ジ
ア
、
バ

レ
ス
テ
ィ
ナ
、
メ
ソ
ボ
ク
ミ
ア
を
中
心
に
多
く
の
支
持
者
が
い
た
か
ら
、
東
ロ
ー
マ
皇
帝
は
帝
国
統
治
の
一
環
と
し
て
、
こ
れ
を
認
め
る
勅
令
を

し
ば
し
ば
発
し
た
。
な
か
で
も
皇
帝
ゼ
ノ
ン
が
四
八
二
年
に
発
し
た
統
一
勅
令
（
「
ヘ
ノ
テ
ィ
コ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
）
は
有
名
で
あ
る
。
西

方
ロ
ー
マ
教
会
は
カ
ル
ケ
ド
ン
公
会
議
（
四
五
一
年
）
で
確
認
さ
れ
た
「
両
性
は
混
合
せ
ず
、
分
離
せ
ず
、
し
か
も
同
一
で
あ
る
」
と
の
教
理
に

立
ち
単
性
説
を
認
め
な
か
っ
た
。
ゲ
ラ
シ
ウ
ス
一
世
は
、
こ
の
よ
う
な
皇
帝
の
信
仰
問
題
へ
の
介
入
（
単
性
説
の
支
持
）
を
非
難
す
る
た
め
、
書

簡
を
ア
ナ
ス
ク
シ
ウ
ス
に
送
っ
た
の
で
あ
る
。

(

7

)

ビ
ザ
ン
ツ
史
家
な
い
し
は
東
方
教
会
史
家
は
、
「
皇
帝
教
皇
主
義
」
が
教
権
と
帝
権
の
対
立
・
抗
争
を
前
提
と
す
る
西
ヨ
ー
ロ
ッ
。
＾
で
生
み
出

さ
れ
た
概
念
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
対
立
を
知
ら
な
い
ビ
ザ
ン
ツ
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
と
し
て
、
ビ
ザ
ン
ツ
に
お
け
る
皇
帝
と
総
大
主
教
と
の

関
係
を
「
ビ
ザ
ン
チ
ン
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
な
ど
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
（
和
田
廣
『
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
』
一
九
八
一
年
、
八
二
頁
以
下
。
お
よ
び
、
高

橋
保
行
『
ギ
リ
シ
ャ
正
教
』
一
九
八

0
年
、
八
七
頁
以
下
。
ま
た
、

J
.

M
.
 H
u
s
s
e
y
,
 T
h
e
 B
y
z
a
n
t
i
n
e
 W
o
r
l
d
,
 1961, p
p
.
 91192••Timothy 

W
a
r
e
、
T
h
e
O
r
t
h
o
d
o
x
 C

言
全
1963,
R
e
p
.
 1
9
7
8
 
(Pelican), 
p. 
49.
を
も
参
照
。
ハ
ッ
セ
イ
は
「
相
互
依
存
」

(
i
n
t
e
r
d
e
p
e
n
d
e
n
c
e
)

の
関
係
だ
と
い
い
、
ウ
ェ
ア
ー
は
「
調
和
」

(
s
y
m
p
h
o
n
y
o
r
 h
a
r
m
o
n
y
)

だ
と
い
っ
て
い
る
）
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、

(

8

)

「
司
教
職
の
重
要
性
は
よ
り
重
い
」

(
g
r
a
v
i
u
s
est 
p
o
n
d
u
s
 s
a
c
e
r
d
o
t
u
m
)

と
い
う
文
言
は
、
霊
的
権
能
に
関
し
て
は
皇
帝
も
司
教
に
従
属

す
る
の
だ
と
い
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
1

一
元
論
は
や
は
り
貫
徹
し
て
い
る
と
考
え
る
。
も
っ
と
も
、
ゲ
ラ
シ
ウ
ス
一
世
の
意
図
と
は
別
に
、

後
代
、
こ
の
書
筒
は
教
権
拡
張
の
た
め
に
多
く
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
た
と
え
ば
「
グ
ラ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
教
会
法
令
集
」

D
e
c
r
e
,
t
u
m
G
r
a
t
i
a
n
i
 

第
一
部
第
九
六
分
節
第
一

0
章
句
〔
c
.
10, D
•
X
C
V
I〕
）
。

(

9

)

ア
ー
ネ
ス
ト
・
バ
ー
カ
著
、
柴
田
平
三
郎
訳
「
中
世
政
治
思
想
」

（
バ
ー
カ
ー
、
ア
レ
ン
、
ラ
ド
ナ
ー
の
論
文
を
柴
田
氏
が
訳
し
て
ま
と
め
た

一
九



中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
抵
抗
権
思
想

ッ
的
な
神
政
そ
の
も
の
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。

ロ
ー
マ
教
会
が
そ
れ
に
抵
抗
し
た
か
ら
で
あ
る
。

ん
強
調
的
に
で
は
あ
る
が
、

こ
こ
で
、

『
中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
理
論
』
一
九
八
0
年
、
に
所
収
）
六
頁
。

(
1
0
)

同
上
、
八
ー
九
頁
。

(
1
)
 

叙
任
権
闘
争
史
の
概
要

既
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
西
方
ロ
ー
マ
教
会
で
は
東
方
教
会
に
お
け
る
よ
う
な
皇
帝
の
信
仰
問
題
へ
の
介
入
を
拒
否
し
て
き
た
。
ゲ
ラ

シ
ウ
ス
書
簡
（
四
六
四
年
）
は
こ
の
こ
と
を
明
確
に
表
明
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
西
ロ
ー
マ
帝
国
に
お
け
る
蛮
族
侵
入
が
終
結
し
カ
ー

ル
大
帝
（
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
）
に
よ
り
西
ロ
ー
マ
帝
国
が
復
興
さ
れ
て
（
八

0
0年
）
以
後
は
、
こ
の
ロ
ー
マ
教
会
の
態
度
に
も
睾
り

コ
ン
ス
ク
ン
テ
ィ
ヌ
ス
大
帝
の
皇
帝
権
の
復
活
を
目
指
す
が
、

(
2
)
 

帝
権
に
な
ら
っ
て
自
己
の
皇
帝
権
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

大
帝
の
意
図
を
手
を
こ
ま
ね
い
て
見
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

の
も
と
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
、

る
（
カ
ー
ル
は
、

で
あ
る
。

し
か
も
そ
れ
が
カ
ー
ル
の
意
図
に
反
し
て
カ
ー
ル
に
知
ら
さ
れ
ず
不
意
に
挙
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か

ビ
ザ
ソ
ツ
皇
帝
の
戴
冠
と
同
じ
く
、
軍
隊
と
人
民
の
歓
呼
の
み
で
充
分
と
考
え
て
お
り
、
教
皇
の
手
か
ら
帝
位
を
与
え

ら
れ
る
こ
と
に
不
満
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
史
実
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
）
。

と
し
て
戴
冠
さ
れ
る
こ
と
を
拒
否
し
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
カ
ー
ル
の
意
図
が
最
終
的
に
挫
折
さ
せ
ら
れ

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
お
よ
び
彼
に
つ
づ
く
西
ロ
ー
マ
皇
帝
は
こ
と
あ
る
ご
と
に
教
会
を
支
配
す
る
こ
と
を
ね
ら
っ
て
い
っ
た
か
ら

カ
ー
ル
大
帝
の
ビ
ザ
ン
ツ
的
神
政
理
念

(
t
h
e
o
k
r
a
t
i
s
c
h
e
I
d
e
e
)
 

そ
れ
は
実
際
に
は
ビ
ザ
ン
ツ
の
皇

カ
ー
ル
の
戴
冠
（
八

0
0年
）
自
体
が
教
皇
レ
オ
三
世

を
継
承
す
る
カ
ロ
リ
ン
グ
王
朝
諸
王
の
統
治
は
、

「
カ
ロ
リ
ン
グ
神
政
」

(
k
a
r
o
l
i
n
g
i
s
c
h
e
T
h
e
o
k
r
a
t
i
e
)
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

一
九
三

（
五
三
一
）

ゃ
ヽ

<
；
~
 

ヽ,> 

し
か
し
、
ビ
ザ
ン

ロ
ー
マ
教
会
は
、

カ
ー
ル
が
ビ
ザ
ン
ツ
的
な
皇
帝

が
見
え
は
じ
め
る
。

カ
ー
ル
大
帝
は
、

⇔
 

ロ
ー
マ
教
会
は
、
か
か
る
カ
ー
ル



第
三
1
一
巻
第
三
•
四
•
五
合
併
号

だ
が
、
こ
の
ロ
ー
マ
教
会
の
抵
抗
も
、

オ
ッ
ト
ー
大
帝
（
在
位

9
3
6
~
9
7
3
)

皇
帝
権
の
中
に
と
り
こ
ま
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
創
始
者
で
あ
る
オ
ッ
ト
ー
大
帝
は
、
帝
国
版
図
内
の
諸
部
族
勢

力
を
懐
柔
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
部
族
間
の
対
立
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
教
会
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
（
「
帝
国
教
会
政

策
」

R
e
i
c
h
s
k
i
r
c
h
e
n
p
o
l
i
tik)
。
彼
は
ゲ
ル
マ
ン
的
私
有
教
会
制

(
E
i
g
e
n
k
i
r
c
h
e
n
t
u
n
)

(
4
)
 

し
て
い
く
。

「
教
会
は
部
族
の
対
立
を
超
越
し
て
い
る
唯
一
の
勢
力
で
あ
り
、

最
高
官
職
の
担
い
手
と
な
り
、
教
会
領
は
帝
国
領
の
一
部
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

に
基
づ
き
、
帝
国
に
直
属
す
る
教
会
を
形
成

し
た
が
っ
て
国
王
は
教
会
に
依
拠
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ
る
。
ま
た
教
会
に
あ
っ
て
は
官
職
世
襲
化
と
い
う
お
そ
れ
も
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
今
や
、
帝
国
司
教
や
帝
国
修
道
院
長
は
帝
国
の

オ
ッ
ト
ー
は
、
指
輪
と
杖
ー
司
教
の
聖
職
の
シ
ム
ボ

ル
ー
に
よ
っ
て
自
由
に
司
教
の
イ
ン
ヴ
ェ
ス
テ
ィ
ト
ゥ
ー
ル

Investitur
を
お
こ
な
う
権
利
を
堅
持
し
た
。

事
実
彼
の
王
位
自
体
も

(
5
)
 

宗
教
的
性
格
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
に
は
ま
す
ま
す
も
っ
て
こ
の
よ
う
な
権
利
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
」
。
オ
ッ
ト
ー
は
、

帝
国
司
教
の

Investitur
(
叙
任
）
を
な
す
権
利
を
堅
持
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
が
後
の
「
叙
任
権
闘
争
」

(Investiturstreit)
に

お
け
る
中
心
的
争
点
に
な
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
帝
国
教
会
政
策
は
ザ
ー
リ
エ
ル
王
朝
．
（
一

0
二
四
ー
―
―
二
五
年
）
に

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
内
で
皇
帝
権
力
の
中
に
と
り
こ
ま
れ
て
し
ま
っ
た
教
会
に
対
し
て
、

会
自
体
の
中
か
ら
批
判
が
出
て
く
る
。
こ
れ
が
ク
リ
ュ
ニ
］
及
び
ゴ
ル
ツ
ェ
修
道
院
か
ら
発
し
た
「
教
会
改
革
」

(reformatio
ecclesi, 

a
e
)

の
運
動
で
あ
る
。
こ
の
教
会
改
革
運
動
は
「
教
会
の
自
由
」

(libertas
ecclesiae)

を
標
榜
し
、
教
会
（
修
道
院
）
の
風
紀
刷
新

シ

モ

ニ

ア

―

-
n
ラ
イ
テ
イ
ス
ム
ス

ー
特
に
聖
職
売
買
と
聖
職
者
妻
帯
の
禁
止
ー
を
目
指
し
た
が
、
俗
人
に
よ
る
叙
任
を
聖
職
売
買
と
み
な
す
に
い
た
り
叙
任
権
闘
争
の

展
開
を
準
備
し
た
。

も
引
き
継
が
れ
た
。

関
法

―
一
世
紀
半
ば
こ
ろ
、
教

の
こ
ろ
に
は
徐
々
に
下
火
と
な
り
、
逆
に
、
教
会
は
、

一
九
四

（
五
三
二
）



中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
抵
抗
権
思
想

一
九
五

ロ
ー
マ
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世

(
G
r
e
g
o
r
i
u
s
VII,
在
位

1073~85)
は
修
道
士
時
代
（
当
時
の
俗
名
は
ヒ
ル
デ
プ
ラ
ン
ト

Hil,

d
e
b
r
a
n
d
)
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
か
か
る
「
教
会
改
革
」
に
接
し
、
強
い
影
響
を
受
け
て
い
た
。

叙
任
権
を
め
ぐ
っ
て
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
四
世

(
H
e
i
n
r
i
c
h
IV,
在
位

1056~1106)
と
争
う
こ
と
に
な
る
の
は
、
こ
の

教
会
改
革
運
動
の
影
響
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
あ
る
。
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
教
皇
と
し
て
教
会
改
革
を
行
な
っ
た
（
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改

ゴ
ル
ツ
ェ
に
発
す
る
「
教
会
改
革
」
と
は
重
大
な
差
異
を
有
し
て
い

る
。
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
と
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
と
の
具
体
的
な
闘
争
の
経
過
を
た
ど
る
前
に
少
し
こ
の
問
題
に
ふ
れ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

(
6
)
 

そ
れ
は
、
秘
蹟
論
に
お
け
る
差
異
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
修
道
院
的
「
教
会
改
革
」
に
お
い
て
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
正
統
教
義
で
あ
る

客
観
主
義
的
「
事
効
論
」

（
な
さ
れ
た
わ
ざ
に
よ
っ
て

e
x
o
p
e
r
e
 operato)
ー
秘
蹟
は
執
行
者
の
資
質
に
関
係
な
く
有
効
で
あ
る

ー
ー
が
と
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
に
お
い
て
は
、
異
端
的
と
さ
れ
る
主
観
主
義
的
「
人
効
論
」

（
な
す
者
の
わ
ざ

に
よ
っ
て

e
x
o
p
e
r
e
 operantis)
ー
秘
蹟
の
有
効
・
無
効
は
執
行
者
の
資
質
に
左
右
さ
れ
る
ー
を
採
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
前

漬
聖
聖
職
者
に
よ
っ
て
授
与
さ
れ
た
秘
蹟
は
な
お
も
有
効
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
「
違
法
で
は
あ
る

が
有
効
」

irritus
s
e
d
 validus)
な
の
で
あ
る
が
、
後
者
の
「
人
効
論
」
か
ら
す
れ
ば
そ
れ
は
直
ち
に
無
効
な
も
の
と
な
る
。
グ
レ
ゴ

リ
ウ
ス
改
革
は
、
こ
の
「
人
効
論
」
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
腐
敗
聖
職
者
の
一
掃
を
図
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
に

お
け
る
「
人
効
論
」
の
採
用
は
、
後
の
異
端
運
動
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
こ
ま
で
論
ず
る
こ
と
を
せ

ず
、
修
道
院
的
「
教
会
改
革
」
と
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
に
お
け
る
重
大
な
差
異
と
し
て
こ
の
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
お
く
。

次
に
我
々
は
、

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
と
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
と
の
司
教
叙
任
権
を
め
ぐ
る
具
体
的
な
争
い
の
展
開
を
た
ど
る
こ
と
に
し
た
い
。

教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世
は
そ
の
教
会
改
革
理
念
か
ら
、
俗
人
に
よ
る
司
教
の
叙
任

(
L
a
i
c
o
r
u
m
investitura; Laieninvestitur) 

者
の
「
事
効
論
」
か
ら
す
れ
ば
、

革
）
。

し
か
し
、
こ
の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
は
先
の
ク
リ
ュ
ニ
ー
、

（
五
三
三
）

後
に
彼
が
ロ
ー
マ
教
皇
と
な
り
、
司
教
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の
書
簡
等
の
な
か
で
そ
の
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、

ロ
ー
マ
教
皇
の
み
が
正
し
く
普
遍
的
と
呼
ば
れ
る
こ
と
。

彼
の
み
が
司
教
を
罷
免
し
、
あ
る
い
は
復
帰
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

conciliare.〕

〔

Q
u
o
d
c
u
m
 e
x
c
o
m
m
u
m
c
a
u
s
 

は
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
教
皇
権
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
余
す
と
こ
ろ
な
く
表
出
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
五
三
四
）

を
禁
止
し
た
。
こ
の
俗
人
叙
任
禁
止
令
は
お
そ
ら
く
一

0
七
五
年
の
公
会
議
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
直

接
的
に
そ
れ
を
確
認
で
き
る
史
料
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、
我
々
も
そ
れ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
後
の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
自
身

(
7
)
 

ま
ず
確
実
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
我
々
は
、
ま
ず
、
グ
レ

ゴ
リ
ウ
ス
七
世
に
よ
っ
て
同
年
に
出
さ
れ
た
有
名
な
「
教
皇
令
書
」

(
D
i
c
t
a
t
u
s
p
a
p
a
e
)

の
方
を
挙
げ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
こ
に

〔

Q
u
o
d
R
o
m
a
n
a
 ecclesia 
a
 solo 
D
o
m
i
n
o
 sit 
fundata.〕

〔

Q
u
a
d
solus 
R
o
m
a
n
u
s
 p
o
n
t
i
f
e
x
 
iure 
dicatur universalis.〕

〔

Q
u
a
d
ille 
solus 
possit 
d
e
p
o
n
e
r
e
 
episcopos 
vel 
re・ 

彼
の
特
使
は
、
教
会
会
議
に
お
い
て
、
た
と
え
彼
が
下
級
の
地
位
に
あ
っ
て
も
、
す
べ
て
の
司
教
を
指
揮
し
、
彼
ら
に
対
し
罷
免
の
判
決
を
下

す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
〔
Q
u
o
d
legatus 
eius 
o
m
n
i
b
u
s
 episcopis 
presit 
in concilio 
e
t
i
a
m
 inferioris 
g
r
a
d
u
s
 et 
a
d
v
e
r
s
u
s
 

• 

dare.〕

e
o
s
 s
e
n
t
e
n
t
i
a
m
 d
e
p
o
s
i
t
i
o
m
s
 
poss1t 

〔

Q
u
a
d
a
b
s
e
n
t
e
s
 p
a
p
a
 possit 
d
e
p
o
n
e
r
e
.〕

我
々
は
、
と
り
わ
け
、
彼
に
よ
り
破
門
さ
れ
た
者
と
い
っ
し
ょ
に
同
じ
家
に
住
ん
で
は
な
ら
な
い
こ
と
。

a
b
 illo 
inter 
caetera 
n
e
e
 in 
e
a
d
e
m
 d
o
m
o
 d
e
b
e
m
u
s
 m
a
n
e
r
e
.〕

彼
の
み
が
、
時
の
必
要
に
応
じ
て
、
新
た
な
法
を
定
め
、
新
た
な
司
教
区
を
創
設
し
、
共
住
聖
職
者
参
事
会
を
修
道
院
に
改
め
る
こ
と
や
そ
の

逆
、
ま
た
富
め
る
司
教
区
を
分
割
し
そ
し
て
貧
し
い
司
教
区
を
統
合
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
〔
Q
u
a
d

illi 
soli 
Iicet 
p
r
o
 
t
e
m
p
o
r
i
s
 

m. II. I. 

ロ
ー
マ
教
会
は
主
の
み
に
よ
り
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
こ
と
。

「
教
皇
令
書
」
は
次
の
二
七
の
提
題
よ
り
な
る
。

関
法

一
九
六
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中
世
ョ
ー
ロ
ッ
バ
抵
抗
権
思
想

彼
は
諸
皇
帝
を
罷
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

彼
の
名
は
世
界
で
唯
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

do.〕

L

に
u
o
d
h
o
c
 u
m
c
u
m
 est 
n
o
m
e
n
 m
 m
u
n
 

彼
の
名
の
み
が
諸
教
会
で
唱
え
ら
れ
る
こ
と
。

necessitate 
n
o
v
a
s
 
leges 
c
o
n
d
e
r
e
,
 
n
o
v
a
s
 
p
l
e
b
e
s
 
c
o
n
g
r
e
g
a
r
e
,
 
d
e
 
c
a
n
o
n
i
c
a
 
a
b
b
a
t
i
a
m
 
facere 
et 
e
 contra, 
d
i
v
i
t
e
m
 

e
p
i
s
c
o
p
a
t
u
m
 d
i
v
i
d
e
r
e
 et 
i
n
o
p
e
s
 
unire.J 〔

Q
u
o
d
solus 
possit 
uti 
imperialibus insigniis.〕

教
皇
は
す
べ
て
の
君
主
に
よ
っ
て
そ
の
足
が
口
づ
け
さ
れ
る
唯
一
の
者
で
あ
る
こ
と
。

deosculentur.〕

〔

Q
u
o
d
illi 
liceat 
i
m
p
e
r
a
t
o
r
e
s
 
d
e
p
o
n
e
r
e
.〕

一
九
七

L

に
u
o
s
solius 
p
a
p
a
e
 
p
e
d
e
s
 o
m
n
e
s
 principes 

〕

(
Q
u
o
d
 illius 
solius 
n
o
m
e
n
 in 
ecclesiis 
rec1tetur. 

彼
は
強
い
た
る
必
要
に
応
じ
て
、
司
教
を
―
つ
の
座
か
ら
他
の
座
へ
移
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
〔
Q
u
o
d
illi 
liceat 
d
e
 s
e
d
e
 a
d
 s
e
d
e
m
 

necessitae 
c
o
g
e
n
t
e
 e
p
i
s
c
o
p
o
s
 transmutare.) 

彼
は
自
己
の
欲
す
る
い
か
な
る
と
こ
ろ
へ
も
、
す
べ
て
の
教
会
か
ら
聖
職
者
を
任
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

q
u
o
c
u
n
q
u
e
 voluerit 
c
l
e
r
i
c
u
m
 valeat 
ordinare.
、-

彼
に
よ
っ
て
叙
品
さ
れ
た
者
は
、
他
の
教
会
を
指
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
に
服
属
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
こ
と
。
ま
た
、
他
の
司

教
か
ら
上
位
の
位
階
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
〔
Q
u
o
d
a
b
 illo 
ordinatus 
alli 
ecclesiae 
preesse 
potest, 
s
e
d
 n
o
n
 militare ;
 

et 
q
u
o
d
 a
b
 aliquo 
e
p
i
s
c
o
p
o
 
n
o
n
 d
e
b
e
t
 s
u
p
e
r
i
o
r
e
m
 g
r
a
d
u
m
 accipere.) 

い
か
な
る
教
会
会
議
も
、
彼
の
命
令
が
な
け
れ
ば
全
体
的
と
呼
ば
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

eius 
d
e
b
e
t
 generalis 
vocari.〕

〔

Q
u
o
d
nulla 
s
y
n
o
d
u
s
 
a
b
s
q
u
e
 
p
r
e
c
e
p
t
o
 

彼
の
権
威
を
欠
い
て
は
、
い
か
な
る
教
会
法
上
の
条
項
も
教
会
法
書
も
承
認
さ
れ
え
な
い
こ
と
。
〔
Q
u
o
d
n
u
l
l
u
m
 c
a
p
i
t
u
l
u
m
 
n
u
l
l
u
s
q
u
e
 

liber 
c
a
n
o
n
i
c
u
s
 h
a
b
e
a
t
u
r
 a
b
s
q
u
e
 illius 
auctoritate.〕

VDI

彼
の
み
が
皇
帝
の
記
章
を
使
用
し
う
る
こ
と
。

（
五
三
五
）

〔

Q
u
o
d
d
e
 o
m
n
i
 ecclesia 
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彼
の
決
定
は
い
か
な
る
者
に
よ
っ
て
も
改
め
ら
れ
て
は
な
ら
ず
、
彼
の
み
が
そ
の
す
べ
て
を
改
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
〔
Q
u
o
d
sententia 

illius 
a
 nullo 
d
e
b
e
a
t
 retractari 
et 
ipse 
o
m
n
i
u
m
 solus 
retractare 
possit.〕

〔

Q
u
o
d
a
 n
e
m
i
n
e
 ipse 
iudicari 
debeat.〕

何
人
も
司
教
座
に
対
す
る
提
訴
者
を
処
罰
し
よ
う
と
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

d
e
m
 apellantem.〕

い
か
な
る
教
会
の
大
事
件
も
彼
の
も
と
へ
移
送
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
〔
Q
u
a
d
m
a
i
o
r
e
s
 c
a
u
s
a
e
 c
u
i
u
s
c
u
n
q
u
e
 ecclesiae a
d
 earn 

ロ
ー
マ
教
会
は
か
つ
て
決
し
て
誤
つ
こ
と
が
な
か
っ
た
し
、
ま
た
聖
書
が
証
明
し
て
い
る
よ
う
に
決
し
て
誤
た
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
。
〔
Q
u
o
d

R
o
m
a
n
a
 ecclesia 
n
u
n
q
u
a
m
 erravit 
n
e
e
 i
m
p
e
r
p
e
t
u
u
m
 scriptura testante 
errabit.〕

ロ
ー
マ
教
皇
は
、
教
会
法
規
に
よ
っ
て
叙
階
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
至
福
の
教
皇
シ
ン
マ
ク
ス
の
教
令
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
多
数

の
聖
な
る
教
父
た
ち
と
一
致
す
る
。
ハ
ヴ
ィ
ア
の
司
教
聖
ニ
ン
ノ
デ
ィ
ウ
ス
の
証
し
に
基
づ
き
、
至
福
の
ペ
テ
ロ
の
功
徳
に
よ
り
疑
い
も
な
く
神

聖
で
あ
る
こ
と
。
〔
Q
u
o
d
R
o
m
a
n
u
s
 pontifex, 
si 
c
a
n
o
n
i
c
a
e
 
fuerit 
ordinatus, 
meritis 
beati 
Petri 
indubitanter 
efficitur 

s
a
n
c
t
u
s
 
testante 
s
a
n
c
t
o
 
E
n
n
o
d
i
o
 
P
a
p
i
e
n
s
i
 e
p
i
s
c
o
p
o
 ei 
multis sanctis 
patribus 
faventibus, 
sicut 
in 
decretis 
beati 

彼
の
命
令
お
よ
び
許
可
に
よ
り
、

S
y
m
a
c
h
i
 p
a
p
e
 continetur.〕

〔

Q
u
o
d
nullus a
u
d
e
a
t
 c
o
n
d
e
m
n
a
r
e
 a
p
o
s
t
o
l
i
c
a
m
 
se-

下
位
の
者
は
告
訴
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

彼
は
教
会
会
議
を
開
く
こ
と
な
く
司
教
を
罷
免
し
、
復
帰
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

e
p
i
s
c
o
p
o
s
 
d
e
p
o
n
e
r
e
 et 
reconciliare.) 

ロ
ー
マ
教
会
と
一
致
し
な
い
者
は
カ
ト
リ
ッ
ク
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
。

referri 
debeant.〕

彼
は
何
人
に
よ
っ
て
も
裁
か
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

関
法

碑

〔

Q
u
o
d
illius 
p
r
e
c
e
p
t
o
 
et 
licentia 
subiectis 

〔

Q
u
o
d
a
b
s
q
u
e
 
synodali 
c
o
n
v
e
n
t
u
 
possit 

〔

Q
u
o
d
catholicus 
n
o
n
 habeatur, 
q
u
i
 n
o
n
 c
o
n
c
o
r
d
a
t
 

一
九
八

（
五
三
六
）



中
世
ョ
ー
ロ
ッ
。
＾
抵
抗
権
思
想

神
の
恩
寵
に
よ
り
て
王
た
る
ハ
イ
ン
リ
ヒ
か
ら
ヒ
ル
デ
プ
ラ
ン
ト
ヘ
。

書
簡
を
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
に
送
っ
て
い
る
。

た
こ
と
は
叙
任
権
闘
争
の
中
で
実
際
に
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

五
提
題
は
内
容
的
に
は
重
複
し
て
お
り
、

彼
は
不
正
な
者
に
対
し
て
な
さ
れ
た
誠
実
宜
誓
か
ら
服
従
者
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
〔
Q
u
o
d
a
 fidelitate i
n
i
q
u
o
r
u
m
 subiec-

(
8
)
 

tos 
potest 
absolvere.〕

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
こ
の
「
教
皇
令
書
」

(
D
i
c
t
a
t
u
s
p
a
p
a
e
)

二
七
提
題
を
と
お
し
て
、
極
め
て
強
大
な
教
皇
権
の

確
立
を
意
図
し
た
。

D
i
c
t
a
t
u
s
p
a
p
a
e

が
「
教
皇
至
上
権
規
定
」
と
も
訳
さ
れ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

策
」
ー
|
皇
帝
に
よ
る
司
教
の
叙
任
ー
に
対
立
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

き
る
と
し
、
第
二
七
条
で
は
不
正
な
者
に
対
す
る
誠
実
宜
誠
は
こ
れ
を
解
除
し
う
る
、

さ
て
、

か
か
る
一

0
七
五
年
に
お
け
る
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
俗
人
叙
任
禁
止
令
及
び
「
教
皇
令
書
」
に
示
さ
れ
た
教
皇
権
拡
張
は
、

ソ
リ
ッ
ヒ
に
と
っ
て
王
権
に
対
す
る
許
し
が
た
い
侵
害
・
攻
撃
と
み
な
さ
れ
た
。

ル
ム
ス
に
全
ド
イ
ツ
の
聖
俗
諸
候
を
集
結
さ
せ
、

…
・
:
〔
教
皇
の
背
信
に
対
し
、

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
廃
位
を
決
議
す
る
。

王
国
の
諸
侯
は
教
皇
の
廃
位
を
決
議
し
た
。
〕
彼
ら
の
決
定
は
、
神
と
人
と
の
前
に
正
し
く
か
つ
信
ず
べ
き
こ
と

と
思
わ
れ
た
の
で
、
余
も
ま
た
こ
れ
に
同
意
を
与
え
、
汝
が
も
っ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
て
き
た
教
皇
職
の
全
て
の
権
利
を
汝
に
禁
じ
、
そ
の
守
護
職

が
神
か
ら
与
え
ら
れ
ま
た
ロ
ー
マ
人
た
ち
の
誓
っ
た
承
認
に
よ
っ
て
余
に
定
め
ら
れ
て
い
る
都
市
（
ロ
ー
マ
）
の
座
か
ら
降
り
る
こ
と
を
命
じ
る
。

xxvn. 

R
o
m
a
n
a
e
 ecclesiae.〕

と
も
に
、

一
九
九

（
五
三
七
）

ハ
ン
リ
ッ
ヒ
は
ヴ
ォ
ル
ム
ス
か
ら
次
の
よ
う
な

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
は
翌
一

0
七
六
年
一
月
二
四
日
、
ヴ
ォ
ハ
イ

司
教
の
任
命
権
が
教
皇
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
こ
れ
が
「
帝
国
教
会
政

ま
た
、
第
一
―
一
提
題
で
は
皇
帝
を
廃
位
す
る
こ
と
が
で

と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
両
提
題
で
示
さ
れ

特
に
、
第
三
提
題
と
第



〔

H
e
i
n
r
i
c
u
s
D
e
i
 
gratia 
r
e
x
 
H
i
l
d
e
b
r
a
n
d
o
.
 
/:
•Quorum 

sententiae, 
q
u
i
a
 
iusta 
et 
probalibus 
c
o
r
a
m
 D
e
o
 h
o
m
i
n
i
b
u
s
q
u
e
 

videbatur, 
e
g
o
 q
u
o
q
u
e
 assentiens 
o
m
n
e
 tibi 
p
a
p
a
t
u
s
 
ius, 
q
u
o
d
 
h
a
b
e
r
e
 
visus 
es, 
a
b
r
e
n
u
n
t
i
o
 
a
t
q
u
e
 
ut 
a
 s
e
d
e
 
Urbis, 

(
9
)
 

cuius 
m
i
c
h
i
 patriciatus 
D
e
o
 tribuente 
et 
iurato 
R
o
m
a
n
o
r
u
m
 a
s
s
e
n
s
u
 
debetur, 
u
t
 
d
e
s
c
e
n
d
a
s
 edico.〕

か
か
る
廃
位
決
議
に
対
し
、

こ
と
を
も
っ
て
応
酬
す
る
。

…
…
あ
な
た
〔
ペ
テ
ロ
〕
の
信
頼
に
力
を
得
て
、
教
会
の
名
誉
と
防
衛
の
た
め
に
、
全
能
の
父
な
る
神
・
御
子
・
聖
霊
に
代
わ
り
、
あ
な
た
の
権

能
と
権
威
に
よ
っ
て
、
私
は
、
前
代
未
聞
の
傲
慢
さ
で
あ
な
た
の
教
会
に
反
抗
し
て
立
ち
上
が
っ
た
、
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
（
三
世
）
の
子
、

ン
リ
ッ
ヒ
王
に
ド
イ
ツ
と
イ
ク
リ
ア
の
全
王
国
を
統
治
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
彼
ら
が
彼
に
対
し
て
結
ん
だ
宜
誓
か
ら
解
除
し
、

い
か
な
る
者
に
も
彼
を
王
と
認
め
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。
何
故
な
ら
ば
、
あ
な
た
の
教
会
の
名
誉
を
傷
つ
け
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
彼
が
も
っ
て
い

る
と
思
っ
て
い
る
名
誉
を
失
う
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
か
ら
で
す
。
事
実
、
彼
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
服
従
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
の
で
す
し
、

破
門
さ
れ
た
人
々
と
交
わ
り
、
不
正
な
行
為
を
重
ね
、
あ
な
た
が
そ
の
証
人
で
す
が
、
私
が
彼
の
救
い
を
考
え
て
与
え
た
警
告
を
無
視
し
、
あ
な
た
の

教
会
か
ら
自
分
を
引
き
離
し
、
そ
れ
を
分
裂
さ
せ
よ
う
す
る
な
ど
し
て
、
彼
が
棄
て
去
っ
た
主
の
も
と
に
立
ち
返
ら
な
か
っ
た
の
で
す
か
ら
、
地
上

の
す
べ
て
の
人
々
が
、
あ
な
た
が
ペ
テ
ロ
で
あ
り
、
あ
な
た
の
岩
の
上
に
生
け
る
神
の
子
が
教
会
を
建
て
、
黄
泉
の
力
も
そ
れ
に
打
ち
勝
つ
こ
と
が

あ
り
え
な
い
こ
と
を
知
る
た
め
に
、
私
は
、
あ
な
た
に
代
わ
っ
て
、
大
破
門
の
鎖
で
彼
を
縛
る
こ
と
に
し
ま
す
。
〔
：
•
H
a
eitaque fiducia fretus 

p
r
o
 ecclesiae t~ae 

h
o
n
o
r
e
 et 
d
e
f
e
n
s
i
o
n
e
 e
x
 parte o
m
n
i
p
o
t
e
n
t
i
s
 D
e
i
 Patris et 
Filii 
et 
Spiritus sancti p
e
r
 t
u
a
m
 p
o
t
e
s
t
a
t
e
m
 

et 
auctoritatem 
H
e
i
n
r
i
c
o
 
regi, 
filio 
Heinrici 
imperatoris, 
q
u
i
 
contra 
t
u
a
B
e
c
c
l
e
s
c
i
a
m
 
inaudita 
s
u
p
e
r
b
i
a
 
insu 

totius 
r
e
g
n
i
 
T
e
u
t
o
n
i
c
o
r
u
m
 
et 
Italiae 
g
u
b
e
r
n
a
c
u
l
a
 
contradico 
et 
o
m
n
e
s
 
christianos 
a
 vinculo 
iuramenti, 
q
u
o
d
 sibi 

四
旬
節
公
会
議
に
お
け
る
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
宜
言
を
み
て
み
よ
う
。

関
法

第
三
二
巻
第
三
•
四
•
五
合
併
号

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
、
同
年
二
月
の
四
旬
節
公
会
議
に
お
い
て
、

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
を
破
門
・
廃
位
に
処
す
る

二
0
0
（
五
三
八
）

ハ
イ



中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
抵
抗
権
思
想

二
0

fecerunt 
vel 
facient, 
a
b
o
l
v
o
 et, 
ut 
nullus 
ei 
sicut 
regi 
serviat, 
interdico. 
D
i
g
n
u
m
 est 
e
n
i
m
,
 ut, 
q
u
i
 studet 
h
o
n
o
r
e
m
 

ecclesiae 
tuae 
i
m
m
m
u
e
r
e
,
 ipse 
h
o
n
o
r
e
m
 amittat, 
q
u
e
r
n
 videtur habere. 
E
t
 q
u
i
a
 sicut. christianus 
c
o
n
t
e
m
p
s
i
t
 
o
b
o
e
d
i
r
e
 

n
e
e
 a
d
 D
e
u
m
 rediit, 
q
u
e
r
n
 dimisit 
p
a
r
t
i
c
i
p
a
n
d
o
 
e
x
c
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
s
 m
e
a
q
u
e
 monita, 
q
u
a
e
 p
r
o
 s
u
a
 
salute 
misi, 
te 
teste, 

s
p
e
r
n
e
n
d
o
 s
e
q
u
e
 a
b
 ecclesia 
tua 
t
e
m
p
t
a
n
s
 earn 
s
c
i
n
d
e
r
e
 
s
e
p
a
r
a
n
d
o
,
 
v
i
n
c
u
l
o
 
e
u
m
 a
n
a
t
h
e
m
a
t
i
s
 
vice 
t
u
a
 
alligo 
et 
sic 

e
u
m
 e
x
 fiducia 
tua alligo, 
ut 
sciant 
g
e
n
t
e
s
 
et 
c
o
m
p
r
o
b
e
n
t
,
 
q
u
i
a
 tu 
es 
P
e
t
r
u
s
 
et 
s
u
p
e
r
 
t
u
a
m
 p
e
t
r
a
m
 
filius 
D
e
i
 
vivi 

(10) 

aedificavit 
e
c
c
l
e
s
i
a
m
 s
u
a
m
 et 
porte 
inferi 
n
o
n
 p
r
e
v
a
l
e
b
u
n
t
 a
d
v
e
r
s
u
s
 
e
a
m
.
J
 

「
教
皇
令
書
」
に
お
け
る
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
理
念
が
現
の
も
の
と
し
て
行
使
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
―
二
提
題
に
お
け
る

皇
帝
の
廃
位
が
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
に
対
し
て
宜
せ
ら
れ
、

た
の
で
あ
っ
た
。
注
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
と
同
時
に
、

ま
た
、
第
二
七
提
題
に
お
け
る
宣
誓
解
除
が
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
対
し
て
な
さ
れ

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
が
「
破
門
」

(
e
x
c
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
)

に
処
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

「
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
」

(
r
e
s
p
u
b
l
i
c
a
c
h
r
i
s
t
i
a
n
a
)
に
あ
っ
て
は
、
破
門
は
、

(11) 

権
利
」
の
喪
失
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
こ
れ
に
よ
り
、
為
政
者
た
る
の
資
格
を
剥
奪
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で

さ
て
、
こ
の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
か
ら
の
廃
位
・
誓
誠
解
除
・
破
門
の
宣
告
に
対
し
、

反
論
を
し
た
た
め
た
次
の
よ
う
な
書
簡
を
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
に
送
り
つ
け
た
。

「
一
切
の
法
的
・
政
治
的

纂
奪
に
よ
ら
ず
神
の
神
聖
な
命
に
よ
り
て
王
で
あ
る
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
か
ら
、
今
や
教
皇
で
な
い
偽
修
道
土
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ト
ヘ
。

…
…
確
か
に
、
我
々
は
、
使
徒
座
の
名
誉
を
守
り
た
い
と
熱
望
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
こ
と
を
耐
え
忍
ん
だ
。
し
か
し
、
汝
は
、
我

々
の
謙
虚
さ
を
怖
れ
と
解
し
、
か
く
て
、
神
か
ら
我
々
に
与
え
ら
れ
た
王
権
そ
の
も
の
に
あ
え
て
立
ち
向
か
い
、
我
々
か
ら
王
権
を
取
り
上
げ
る
と

脅
か
し
た
。
あ
た
か
も
、
我
々
が
王
権
を
汝
か
ら
受
け
た
か
の
ご
と
く
、
王
国
や
帝
国
が
汝
の
手
に
あ
り
、
神
の
手
に
な
い
か
の
よ
う
に
。
我
が
主

あ
る
。

あ
る
。
既
に
み
た
よ
う
に
、

）
こ
に
、

（
五
三
九
）

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
は
翌
月
（
三
月
）
二
七
日
、
直
ち
に
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三
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・
五
合
併
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イ
ニ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
我
々
を
王
権
に
召
さ
れ
給
う
た
の
で
あ
っ
て
、
汝
を
教
権
に
召
さ
れ
給
う
た
の
で
は
な
い
。
…
…
汝
は
、
塗
油
さ
れ
た
者
の

う
ち
、
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
は
い
え
王
に
塗
油
さ
れ
た
余
に
も
ま
た
攻
撃
を
加
え
た
が
、
聖
な
る
教
父
た
ち
の
伝
統
は
、
神
に
よ
っ
て
の
み
判
断
さ

れ
る
ぺ
き
で
あ
る
と
教
え
、
な
か
ら
ん
こ
と
を
願
う
が
信
仰
か
ら
は
な
れ
る
こ
と
を
除
い
て
は
、
い
か
な
る
罪
に
よ
っ
て
も
廃
位
さ
れ
る
べ
き
で
は

な
い
と
し
て
い
る
。
…
・
：
神
の
恩
寵
に
よ
り
て
王
で
あ
る
余
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
は
、
す
べ
て
の
我
が
司
教
と
と
も
に
汝
に
い
う
。
降
り
よ
、
降
り
よ
、

永
遠
に
断
罪
さ
れ
る
べ
き
者
よ
、
と
。
〔
H
e
i
n
r
i
c
u
s
n
o
n
 usurpative, s
e
d
 pia D
e
i
 ordinatione r
e
x
 H
i
l
d
e
b
r
a
n
d
o
 i
a
m
 n
o
n
 apostolico, 

s
e
d
 falso 
m
o
n
a
c
h
o
.
 /
・
:
E
t
 n
o
s
 q
u
i
d
e
m
 h
a
e
c
 o
m
n
i
a
 sustinuimus, 
d
u
m
 apostolicae 
sedis 
h
o
n
o
r
e
m
 servare 
studuimus・ 

S
e
d
 tu h
u
m
i
l
i
t
a
t
e
m
 n
o
s
t
r
a
m
 t
i
m
o
r
e
m
 fore 
intellexisti 
i
d
e
o
q
u
e
 et 
in i
p
s
a
m
 r
e
g
i
a
m
 p
o
t
e
s
t
a
t
e
m
 
nobis 
a
 D
e
o
 c
o
n
c
e
s
s
a
m
 

e
x
u
r
g
e
r
e
 n
o
n
 timuisti, 
q
u
a
m
 te 
n
o
b
i
s
 
a
u
f
e
r
r
e
 a
u
s
u
s
 es 
m
i
n
a
r
i
:
 
q
u
a
s
i
 
n
o
s
 a
 te 
r
e
g
n
u
m
 
acceperimus•quasi 

in 
tua 
et 

n
o
n
 i
n
t
e
i
 mai;iu 
sit 
vel 
r
e
g
n
u
m
 vel 
i
m
p
e
r
i
u
m
.
 

vocavit a
d
 s
a
c
e
r
d
o
t
i
u
m
 
••••• 

M
e
 qu
o
q
u
e
,
 
q
u
i
 
licet 
i
n
d
i
g
n
u
s
 
inter 
christos 
a
d
 
r
e
g
n
u
m
 
s
u
m
 unctus, 
testigisti, 
q
u
e
r
n
 

s
a
n
c
t
o
r
u
m
 p
a
t
r
u
m
 traditio 
soli 
D
e
a
 i
u
d
i
c
a
n
d
u
m
 docuit n
e
e
 p
r
o
 aliquo 
crimine, 
nisi 
a
 fide 
q
u
a
d
 absit 
exorbitaverim, 

d
e
p
o
n
e
n
d
u
m
 a
s
s
e
r
u
i
t
;
・
:
E
g
o
 H
e
i
n
r
i
c
u
s
 
D
e
i
 
gratia 
r
e
x
 
c
u
m
 o
m
n
i
b
u
s
 
episcopis 
nostris 
tibi 
d
i
c
i
n
i
u
s
"
D
e
s
c
e
n
d
e
,
 

(12) 

d
e
s
c
e
n
d
e
,
 
p
e
r
 secula 
d
a
m
p
n
a
n
d
e
 !〕

こ
の
書
簡
に
示
さ
れ
て
い
る
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
王
権
理
論
は
ま
さ
に
神
授
王
権
説

(
G
)
t
t
e
s
g
n
a
d
e
n
t
u
m
)

に
他
な
ら
な
い
。

リ
ッ
ヒ
に
と
っ
て
王
権

(
r
e
g
i
a
p
o
t
e
s
t
a
s
)

は
「
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
」

(
a
D
e
o
 c
o
n
c
e
s
s
a
)
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
教
皇
か
ら

受
け
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

裁
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、

二
0
ニ

Q
u
i
 d
o
m
i
n
u
s
 
noster 
Iesus 
Christus 
n
o
s
 
a
d
 r
e
g
n
u
m
,
 
te 
a
u
t
e
m
 
n
o
n
 

王
と
し
て
適
格
で
あ
る
か
否
か
の
判
断
は
直
接
「
神
に
よ
っ
て
の
み
」

(soli
D
e
o
)
 

「
な
か
ら
ん
こ
と
を
願
う
が
信
仰
か
ら
は
な
れ
る
こ
と
を
除
い
て
は
、

(
n
e
e
 p
r
o
 a
l
i
q
u
o
 
c
r
i
m
i
n
e
,
 
nisi 
a
 fide 
q
u
o
d
 
a
b
s
i
t
 
e
x
o
r
b
i
t
a
v
e
r
i
m
)
 
廃
位
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
—
ー
そ
れ

い
か
な
る
罪
に
よ
っ
て
も
」

（
五
四

0
)

ハ
イ
ン



中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
抵
抗
権
思
想

さ
て
、
引
き
続
き
、
叙
任
権
闘
争
史
の
展
開
を
み
て
み
よ
う
。

1
0七
六
年
二
月
に
な
さ
れ
た
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
に
対

子
に
お
い
て
、

王
権
は
神
か
ら
直
接
に
授
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
王
は
神
に
対
し
て
の
み
責
任
を
負
う
も
の
で
あ
っ
て
、

王
に
対
し
て
は
い
か
な
る

制
限
を
も
課
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
の
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
主
張
は
、
中
世
に
お
け
る
法
の
支
配
（
法
主
権
）
の
思
想
に
重
大
な
変

「
抵
抗
権
」
と
い
う
我
々
の
テ
ー
マ
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
神
授
王
権
説
か
ら
は
人
民
の

国
王
に
対
す
る
抵
抗
権
の
行
使
は
理
論
上
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
国
王
の
権
力
は
神
に
直
接
的
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
に
抵
抗
す
る
こ
と
は
不
法
で
あ
る
と
観
念
さ
れ
る
わ
け
で
あ
り
、
中
世
的
法
の
支
配
の
思
想
の
逆
転
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(13) 

か
か
る
神
授
王
権
説
は
中
世
に
お
い
て
は
決
し
て
広
く
い
き
わ
た
っ
た
考
え
方
で
は
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
我
々
は
後
の
絶
対
主
義

時
代
に
お
い
て
主
張
さ
れ
る
こ
の
説
が
既
に
中
世
(
―
一
世
紀
の
後
半
）
に
お
い
て
す
で
に
現
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
て
お
く
べ
き

で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
考
え
は
明
白
に
こ
の
神
授
王
権
説
と
は
対
立
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
当
時
の
キ
リ
ス
ト
教
会
が
す
べ
て

一
致
し
て
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
考
え
に
反
対
し
た
の
で
は
な
い
。
特
に
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
膝
下
の
帝
国
司
教
た
ち
は
彼
の
考
え
を
強
く
支
持
し

て
い
た
（
帝
国
司
教
た
ち
は
先
の
ヴ
ォ
ル
ム
ス
会
議
後
、
教
皇
非
難
の
手
紙
を
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
に
書
き
送
っ
て
い
る
）
。
ま
た
、

ア
の
ス
コ
ラ
学
者
ヴ
ェ
ン
リ
ッ
ヒ
（
ウ
ェ
ン
リ
ク
ス
）
は
後
に

(
1
0八
0
年
）
、
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世
に
宛
て
た
書
簡
形
式
の
小
冊

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
を
擁
護
し
て
自
ら
神
授
王
権
説
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
ヴ
ェ
ン
リ
ッ
ヒ
に
対
す
る
反
論
と
し
て
書
か
れ

た
の
が
次
節
で
み
る
マ
ネ
ゴ
ル
ト
の
抵
抗
権
理
論
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
節
で
詳
し
く
触
れ
る
の
で
こ
こ
で
は
述
べ
な
い
が
、

当
時
の
教
会
が
決
し
て
す
べ
て
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
考
え
と
全
く
同
じ
も
の
を
有
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
注
意
さ
れ
て
よ
い
。

二
0
三

（
五
四
一
）

更
を
せ
ま
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

が
聖
な
る
教
父
た
ち
の
教
え
で
あ
る
と
し
て
い
る
↑
~
の
で
あ
る
。

ト
リ
ー



る
。
か
か
る
諸
候
の
動
き
に
対
し
、

を
応
援
す
る
南
独
諸
候
I
と
の
対
立
が
続
い
て
い
た
。
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諸
候
会
議
を
開
き
、

1
0七
七
年
一
月
、
真
冬
の
ア
ル
プ
ス
を
越
え
て
北
イ

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
四
世
と
封
建
諸
候
↑
|
—
特
に
ザ
ク
セ
ン
部
族
の
反
抗

す
る
廃
位
・
破
門
、
お
よ
び
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
者
に
対
す
る
忠
誠
解
除
と
い
う
事
態
に
対
し
、
帝
国
諸
候
は
一

0
月、

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
破
門
が
一
年
以
内
に
解
除
さ
れ
な
け
れ
ば
彼
を
廃
位
す
べ
き
こ
と
を
決
議
し
た
。
す
な
わ
ち
、

イ
ン
リ
ッ
ヒ
は
教
皇
の
廃
位
宜
言
に
よ
り
寵
ち
に
廃
位
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
五
四
二
）

ト
リ
ヴ
ー
ル
に

我
々
は
本
稿
の
二
の
国
に
お
い
て
ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
と
キ
リ
ス
ト
教
的
抵
抗
権
の
交
錯
を
考
察
し
た
際
、
実
際
的
な
抵
抗
権
の
発
動

に
あ
た
っ
て
は
教
会
の
明
確
な
制
度
上
の
手
続
が
封
建
的
抵
抗
権
の
発
動
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
を
見
て
お
い
た
が
、
こ
の
叙
任

権
闘
争
に
お
け
る
帝
国
諸
候
の
動
き
こ
そ
ま
さ
に
そ
の
証
左
を
な
す
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
教
会
会
議
お
け
る
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
権

威
的
決
定
が
封
建
諸
候
会
議
の
中
で
顧
慮
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
こ
に
教
会
的
抵
抗
権
の
封
建
的
抵
抗
権
へ
の
影
響
が
看
取
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

さ
て
、

か
か
る
諸
候
会
議
の
決
議
に
つ
づ
い
て
、
有
名
な
「
カ
ノ
ッ
サ
の
屈
厚
」
と
い
う
事
件

(
1
0七
七
年
一
月
）
が
起
こ
る
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
に
至
る
ま
で
の
経
過
を
追
う
こ
と
に
し
て
み
よ
う
。

叙
任
権
闘
争
期
の
ド
イ
ツ
（
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
）
＇
に
あ
っ
て
は
、

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
は
、
こ
れ
ら
の
部
族
勢
力
及
び
封
建
諸
候
の
反
抗
を
抑
え
る
た

め
に
は
ど
う
し
て
も
、
帝
国
内
の
教
会
の
司
教
の
叙
任
権
を
握
り
、
帝
国
教
会
政
策
を
遂
行
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か

る
に
、
俗
人
に
よ
る
聖
職
者
の
叙
任
は
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
、
あ
ま
つ
さ
え
彼
は
廃
位
・
破
門
を
宣
告
さ
れ
、
忠
誠
解
除

が
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
好
機
と
し
て
と
ら
え
た
封
建
諸
候
が
件
の
ト
リ
プ
ー
ル
会
議
に
お
い
て
先
の
決
議
を
な
し
た
の
で
あ

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
は
、
教
皇
と
対
立
す
る
こ
と
が
不
利
と
な
る
こ
と
を
悟
り
、
教
皇
か
ら
破
門
宜
告
の

解
除
を
得
る
べ
く
、
教
皇
が
滞
在
し
て
い
た
カ
ノ
ッ
サ
ヘ
と
旅
立
つ
の
で
あ
る
。

関
法

110四

，，ヽ



中
世
ョ
ー
ロ
ッ
。
＾
抵
抗
権
思
想

ノ
に
公
会
議
を
開
き
、

月、 ク
リ
ア
の
カ
ノ
ッ
サ
城
を
訪
れ
た
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
は
、
雪
の
中
に
三
日
間
懺
悔
者
の
粗
衣
を
ま
と
っ
て
裸
足
の
ま
ま
立
ち
つ
く
し
、
や
っ

と
教
皇
の
許
し
を
得
て
破
門
を
解
除
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
封
建
諸
候
た
ち
は
、

が
教
皇
と
和
解
し
た
後
も
な
お
、
皇
帝
に
対
す
る
反
抗
を
や
め
な
か
っ
た
。

す
る
こ
と
を
図
っ
た
。
さ
ら
に
翌
月
に
は
、

出
さ
れ
て
い
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
フ
ォ
ル
ヒ
ハ
イ
ム
議
会
（
三
月
ニ
―
一
日
）
の
直
前
に
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
が
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
を
再

か
つ
、

此
の
度
の
破
門
宜
告
に
お
い
て
も
ま
た
同
時
に
忠
誠
解
除
が
宜
さ
れ
、

(15) 

ル
ド
ル
フ
を
新
皇
帝
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
教
皇
の
第
二
回
の
破
門
宜
告
は
明
ら
か
に
南
独
諸
候
の

動
き
と
一
致
し
て
お
り
、
こ
こ
に
も
我
々
は
ま
た
、
封
建
的
抵
抗
権
と
教
会
的
抵
抗
権
の
深
い
交
錯
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
は
、

翌
年
三
月
、

ず
、
翌
八
五
年
、

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
に
代
え
て
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ペ
ン
候
ル
ド
ル
フ
を
新
皇
帝
に
選
出

フ
ラ
ン
ケ
ン
の
フ
ォ
ル
ヒ
ハ
イ
ム
に
帝
国
議
会
が
開
か
れ
、

し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
ル
ド
ル
フ
を
攻
撃
す
る
こ
と
を
続
け
、

ヒ
の
地
位
は
安
定
し
た
も
の
と
な
り
、

二
0
五 ル

ド
ル
フ
は
こ
こ
で
皇
帝
に
選

ル
ド
ル
フ
は
つ
い
に
一

0
八

0
年
一
〇

エ
ル
ス
ク
ー
の
戦
い
に
お
い
て
宜
誓
手
（
右
手
）
を
斬
り
落
さ
れ
、
三
日
後
に
没
し
た
。
こ
こ
に
再
び
帝
国
に
お
け
る
ハ
イ
ン
リ
ッ

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
は
一
〇
八
三
年
に
は
ロ
ー
マ
に
入
り
自
ら
対
立
教
皇
ク
レ
メ
ン
ス
三
世
を
立
て
る
。

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
は
対
立
教
皇
か
ら
帝
位
を
戴
冠
す
る
が
、
こ
れ
に
対
し
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
、
同
年
八
月
、
亡
命
先
の
サ
レ
ル

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
と
対
立
教
皇
の
破
門
を
確
認
す
る
。
し
か
し
最
早
帝
国
に
お
け
る
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
優
位
は
動
か

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
サ
レ
ル
ノ
で
次
の
こ
と
ば
を
残
し
て
死
去
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

「
私
は
正
義
を
愛
し
不
正
を

(
1
6
)
 

僧
ん
で
き
た
。
そ
れ
故
私
は
追
放
の
中
に
死
ぬ
。
」

(Dilexi
justitiam, 
et 
odivi 
iniquitatem, 
propterea m
o
r
i
o
r
 in exilio.)
。

さ
て
、
叙
任
権
闘
争
は
こ
れ
で
終
結
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
な
る
紛
争
が
続
く
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。
我

度
破
門
に
処
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
七
日
、
四
旬
節
公
会
議
）
。

同
年
の
二
月
に
、
南
独
諸
候
た
ち
は
ウ
ル
ム
に
集
ま
り
、

（
五
四
三
）

「
カ
ノ
ッ
サ
の
屈
辱
」
に
よ
っ
て
皇
帝
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々
が
叙
任
権
闘
争
史
の
概
要
を
述
べ
た
の
は
次
節
で
み
る
マ
ネ
ゴ
ル
ト
の
抵
抗
権
論

(
1
0八
四
年
頃
の
著
作
）
の
考
察
の
前
提
と
し
て

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

終
結
さ
せ
た
と
い
わ
れ
る
「
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
政
教
協
約
」

(
W
o
r
m
s
e
r
K
o
n
k
o
r
d
a
t
)
 

（
五
四
四
）

し
か
し
、
こ
れ
と
の
関
係
で
是
非
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
叙
任
権
闘
争
を
最
終
的
に

の
性
格
で
あ
る
。
我
々
は
こ
の
「
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の

政
教
協
約
」
の
性
格
を
検
討
す
る
と
同
時
に
、
叙
任
権
闘
争
が
抵
抗
権
思
想
史
上
如
何
な
る
位
置
を
占
め
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
も
併
せ

「
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
政
教
協
約
」
は
一
―
二
二
年
、
教
皇
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
ニ
世

(Calixtus

II,
在
位

1119~1124)

あ
る
。
す
な
わ
ち
、

と
の
間
に
結
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
大
略
次
の
よ
う
な
も
の
で

「
指
輪
と
杖
と
を
も
っ
て
す
る
す
べ
て
の
叙
任
権
」

(
o
m
n
i
s

investitura 
p
e
r
 
an-

u
l
u
m
 et 
b
a
c
u
l
u
m
)
を
放
棄
し
、
帝
国
内
に
お
け
る
す
べ
て
の
教
会
に
お
い
て
「
教
会
法
上
の
選
挙
と
自
由
な
叙
階
」

(
c
a
n
o
n
i
c
a
el' 

ectio 
et 
libera consecratio)
ぶか仁打な
4
ヤ
れ
る
こ
と
を
汰
写
認
し
、
他
土
七
パ
で
、
部
5

皇
は
、
ド
イ
ツ
王
国
の
司
教
と
大
修
道
院
長
の
選
挙
が
、

皇
帝
の
面
前
で
「
聖
職
売
買
お
よ
び
い
か
な
る
暴
力
も
な
く
」

(
a
b
s
q
u
e
s
i
m
o
n
i
a
 et 
aliqua 
violentia)

行
な
わ
れ
る
こ
と
を
認
め
、

(17) 

選
挙
さ
れ
た
者
は
皇
帝
か
ら
「
笏
を
も
っ
て
す
る
俗
権
」

(regalia
p
e
r
 s
c
e
p
t
r
u
m
)
の
授
与
を
受
け
る
べ
し
と
し
た
の
で
あ
る
。
今
、

皇
帝
側
に
側
し
て
こ
の
協
約
の
意
味
を
考
え
る
な
ら
、
皇
帝
は
「
指
輪
と
杖
」
ー
両
者
は
教
権
の
象
徴
で
あ
る
ー
に
よ
る
司
教
叙
任

を
放
棄
す
る
代
わ
り
に
、
俗
権
を
「
笏
」
に
よ
っ
て
司
教
に
授
与
す
る
権
利
を
得
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
こ
に
現
わ
れ
て
い
る
の

こ
の
「
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
政
教
協
約
」
に
見
ら
れ
る
教
俗
両
権
分
離
論
の
理
論
的
基
礎
と
な
っ
た
の
は
、
よ
く
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

ル
ト
ル
学
派
、
な
か
ん
づ
く
、

ま、
',, 

シ
ャ
ル
ト
ル
の
イ
ヴ
ォ

(Ivo
d
e
 Chartres, 
1040~1116) 

「
教
権
」
と
「
俗
権
」
の
分
離
理
論
に
他
な
ら
な
い
。

一
方
に
お
い
て
、
皇
帝
は
、

ン
リ
ッ
ヒ
五
世

(
H
e
i
n
r
i
c
h
V,
在
位

1106~1125)

て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

関
法

の
理
論
で
あ
っ
た
。

二
0
六

シ
ャ

と
皇
帝
ハ
イ



r

つと、

中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
抵
抗
権
思
想

な
の
で
は
な
い
。
異
端
な
の
は
、

二
0
七

王
は
こ
の
邪
悪
な
考
え
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な

「
邪
悪
な
考
え
」

「
微
妙
な
論
理
を
用
い
て
考
案
さ
れ
た
こ
の
和
解
は
、

考
え
出
し
た

t
e
m
p
o
r
a
l
i
a
〔
俗
権
〕
と

spir
言
alia
〔
教
権
〕

約
の
二
五
年
前
に
彼
は
、

と
の
概
念
的
分
離
に
基
礎
を
お
く
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
俗
権

T
e
m
p
o
r
a
l
i
e
n
 
(
R
e
g
a
l
i
e
n
1教
会
領
お
よ
び
世
俗
的
統
治
権
）
の
イ
ン
ヴ
ェ
ス
テ
ィ
ト
ゥ
ー
ル
は
国
王
の
手
に
残
さ
れ
た
が
、
教
権

（
霊
的
司
牧
権
）
は
爾
後
司
教
は
こ
れ
を
カ
ノ
ン
法
に
し
た
が
っ
て
、
司
教
座
聖
堂
参
事
会

D
o
m
k
a
p
i
t
e
l
の
選
挙
と
〔
教
皇
に
よ
る
〕

(18) 

叙
階
と
に
よ
り
、
受
領
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
シ
ェ
ノ
ン
は
、

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世
が
行
な
わ
な
い
で
い
た
区
別
を
行
な
っ
た
。
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世
は
〔
俗
人
に
よ
る
〕
叙

任
を
異
端
で
あ
る
と
し
て
い
た
。

シ
ャ
ル
ト
ル
の
イ
ヴ
ォ
は
次
の
よ
う
に
答
え
る
。

〔
俗
人
の
〕
叙
任
が
教
権

(droits
spirituels) 

(
＂

'
c
r
o
y
a
n
c
e
 
d
i
a
b
o
l
i
q
u
e
 "
)
だ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

を
授
与
す
る
も
の
で
あ
る
と
の

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、

い
し
、
又
確
実
に
持
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
彼
は
叙
任
に
よ
っ
て
司
教
の
俗
権

(droits
t
e
m
p
o
r
e
l
s
)
 
の
み
を
授
与
せ
ん
と
す
る
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
王
が
用
い
る
と
こ
ろ
の
象
徴
は
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
十
字
架
で
あ
ろ
う
と
剣
で
あ
ろ

(19) 

そ
の
こ
と
は
こ
と
が
ら
の
本
質
に
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
に
み
ら
れ
る
シ
ャ
ル
ト
ル
学
派
（
イ
ヴ
ォ
）
の
考
え
方
は
、

ま
さ
に
、

「
教
権
」

(spiritualia)
と
「
俗
権
」

(temporalia)
と

を
分
離
す
る
ー
ー
，
そ
し
て
、
そ
の
分
離
は
国
王
は
俗
権
の
み
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
、
教
権
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で

の
分
離
、
す
な
わ
ち
、
国
王
権
力
を
俗
権
に
限
定
せ
し
め
る
と
い
う
意
味
で
の
分
離

l
と
い
う
考
え
方
な
の
で
あ
る
。
か
か
る
教
権
俗

権
俗
権
分
離
論
1

国
王
権
力
か
ら
の
神
聖
性
の
剣
奪
ー
ー
ふ
か
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
政
教
協
約
の
理
論
的
基
礎
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
理
論
を
基
礎
と
す
る
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
政
教
協
約
に
対
し
て
、
抵
抗
権
思
想
史
と
い
う
立
場
か
ら
は
如
何
な
る

（
五
四
五
）

〔
俗
人
に
よ
る
〕
叙
任
は
そ
れ
自
体
に
お
い
て
異
端

イ
ヴ
ォ
に
つ
き
、

「
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
政
教
協

こ
れ
に
つ
き
、
ミ
ッ
タ
イ
ス
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
学
問
（
シ
ャ
ル
ト
ル
学
派
）
が



解
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

と
に
な
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、

第
三
二
巻
第
三
•
四
・
五
合
併
号

我
々
は
先
に
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
四
世
が
神
授
王
権
説
を
主
張
し
て
い
る
の
を
見
て
お
い
た
が
、

離
論
は
そ
れ
が
王
権
か
ら
神
聖
性
を
奪
取
し
、
俗
権
に
限
定
せ
し
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
神
授
王
権
説
と
は
決
定
的
に
対
立
す
る
こ

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
が
意
図
し
て
い
た
よ
う
な
神
授
王
権
は
こ
こ
に
否
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
抵

抗
権
を
否
認
す
る
神
授
王
権
説
が
否
定
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

い
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
叙
任
権
闘
争
史
に
つ
い
て
優
れ
た
研
究
を
な
さ
れ
た
堀
米
庸
一
―
―
氏
は
、
正
当
に
も
、
次
の
よ
う

ツ

ー

ザ

ー

シ

ー

ザ

ー

「
そ
れ
ま
で
の
皇
帝
権
は
『
皇
帝
の
も
の
』
と
い
っ
し
ょ
に
『
神
の
も
の
』
さ
え
も
も
っ
て
い
た
。
い
ま
や
『
皇
帝

に
い
わ
れ
て
い
る
。

シ
ー
ザ
ー

の
も
の
は
皇
帝
に
、
神
の
も
の
は
神
に
』
か
え
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
で
は
こ
こ
で
否
定
さ
れ
た
の
だ
。

世
紀
の
法
王
権
や
近
世
初
期
の
絶
対
君
主
は
一
見
あ
ら
ゆ
る
批
判
を
こ
え
た
権
威
の
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
そ
れ
す
ら
も
結
局
は
神
の

法
、
自
然
の
法
に
も
と
づ
く
批
判
を
こ
え
た
も
の
で
は
な
い
。
皇
帝
対
法
王
の
争
い
は
、
こ
う
し
て
み
れ
ば
、
私
ど
も
さ
き
に
み
た
と
こ

ろ
の
、
支
配
者
の
不
正
に
反
抗
す
る
臣
下
の
抵
抗
権
を
み
と
め
る
中
世
法
の
精
神
を
政
治
上
最
終
的
に
確
認
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
そ
の
意
味
で
は
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
協
約
は
、
そ
の
文
言
に
あ
ら
わ
れ
た
と
こ
ろ
以
上
の
意
味
を
ョ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
発
展
の
上
に
も
っ

(20) 

て
い
る
」
。

ツ
ー
ザ
ー

ヴ
ォ
ル
ム
ス
協
約
の
意
義
を
、
皇
帝
権
力
か
ら
の
神
聖
性
の
奪
取
1

皇
帝
権
を
「
皇
帝
の
も
の
」
1
1
俗
権
に
限
定
せ
し
め
る
と

い
う
観
点
か
ら
考
え
て
お
ら
れ
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
点
を
、
抵
抗
権
と
そ
れ
を
認
め
る
中
世
法
の
精
神
と
の
連
関
で
理

評
価
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

関
法

ヴ
ォ
ル
ム
ス
協
約
に
お
け
る
教
俗
両
権
分

ヴ
ォ
ル
ム
ス
協
約
は
抵
抗
権
思
想
史
上
画
期
的
な
意
義
を
有
し
て

い
い
か
え
れ
ば
、
東
洋
の
専
制
君
主
や
東
ロ
ー
マ
皇
帝
の
神
権
的
な
絶
対
支
配
は

と
い
う
こ
と
は
あ
ら
ゆ
る
権
威
が
そ
の
批
判
者
を
も
っ
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

一
切
の
権
威
が
「
神
の
法
」
の
下
に
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
帰
結
す
る
キ
リ
ス
ト
教
的

110八
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中
世
ョ
ー
ロ
ッ
。
＾
抵
抗
権
思
想

抵
抗
権
思
想
と
、

110九

カ
リ
ス
マ
的
合
意
・
封
建
契
約
の
違
反
者
に
対
し
て
は
抵
抗
権
が
発
動
さ
れ
る
ー
~
支
配
者
は
団
体
の
法1
1

正
義
の
も

と
に
あ
る
ー
と
い
う
封
建
的
抵
抗
権
思
想
と
の
深
き
連
関
を
指
摘
さ
れ
た
も
の
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
我
々
は
叙
任
権
闘
争
史
の
概
要
と
、
そ
れ
が
抵
抗
権
思
想
史
に
お
い
て
占
め
る
位
置
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
次
に
、
こ
の
叙

任
権
闘
争
の
過
程
に
お
い
て
唱
え
ら
れ
た
、
ラ
ウ
テ
ン
バ
ッ
ハ
の
マ
ネ
ゴ
ル
ト
の
抵
抗
権
思
想
を
み
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

(

1

)

本
節
を
書
く
に
あ
た
っ
て
は
以
下
の
も
の
を
参
考
に
し
た
。
①
堀
米
庸
一
―
-
「
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
と
叙
任
権
闘
争
」
岩
波
講
座
世
界
歴
史
10
、

一
九
七

0
年
（
同
『
ョ
ー
ロ
ッ
。
＾
中
世
世
界
の
構
造
』
一
九
七
六
年
に
も
所
収
。
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
）
。
R
同
「
ド
イ
ッ
封
建
制
史
上
に
お
け

る
叙
任
権
闘
争
の
位
置
」
（
同
『
歴
史
の
意
味
』
一
九
七

0
年
に
所
収
）
。
③
同
責
任
編
集
『
世
界
の
歴
史
3
中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
』
一
九
六
一
年
。

④
野
口
洋
二
著
『
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
の
研
究
』
一
九
七
八
年
。
⑥
A
・
フ
リ
ッ
シ
ュ
著
、
野
口
洋
二
訳
『
叙
任
権
闘
争
』
一
九
七
二
年
。
⑥

M
.
D
・
ノ
ウ
ル
ズ
、
D
・
オ
ボ
レ
ン
ス
キ
ー
著
、
上
智
大
学
中
世
思
想
研
究
所
編
訳
監
修
『
キ
リ
ス
ト
教
史
3
中
世
キ
リ
ス
ト
教
の
成
立
』
一

九
八
一
年
。
特
に
堀
米
氏
の
著
書
か
ら
は
多
大
の
教
示
を
う
け
た
。
な
お
引
用
す
る
場
合
に
は
頭
に
付
し
た
番
号
に
よ
る
。

(

2

)

③
―
―
―
―
―
頁
。

(

3

)

有
名
な
ア
イ
ン
ハ
ル
ト
『
カ
ー
ル
大
帝
伝
』
に
お
け
る
次
の
記
述
(
A
s
c
h
e
n
d
o
r
f
f
s
Klassikerausgaben, 
E
I
N
H
A
R
D
I
 
V
I
T
A
 

K
A
R
O
L
!
 M
A
G
N
I
,
 text, 
p. 
3
2
)
。
「
こ
の
時
、
彼
〔
カ
ー
ル
〕
は
皇
帝
と
尊
厳
者
の
称
号
を
受
け
た
。
彼
は
あ
と
で
次
の
よ
う
に
断
言
し
た

ほ
ど
、
そ
れ
ほ
ど
そ
れ
を
嫌
っ
て
い
た
。
た
と
え
あ
の
日
が
祝
祭
日
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
も
し
教
皇
の
意
図
を
予
知
し
て
い
た
な
ら
、
教
会
に

行
っ
た
り
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
に
。
」
(
Q
u
o
t
e
m
p
o
r
e
 imperatoris et 
augusti n
o
m
e
n
 
accepit•Quad 

p
r
i
m
o
 in 
t
a
n
t
u
m
 aversa, 

tus 
est, 
ut 
adfirmaret se e
o
 die, 
q
u
a
m
v
i
s
 praecipua festivitas 
esset, ecclesiam n
o
n
 intraturum, si pontificis 
concilium 

praescire p
o
t
u
i
s
s
e
t
.
)
R
一
三
二
頁
、
今
野
国
雄
『
西
欧
中
世
世
界
の
展
開
』
(
N
H
K
大
学
講
座
）
一
九
八
一
年
、
1

―10頁
以
下
。

(

4

)

私
有
教
会
制
に
つ
い
て
は
、

U
・
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ツ
著
、
増
淵
静
四
郎
・
淵
倫
彦
訳
『
私
有
教
会
・
教
会
法
史
』
一
九
七
二
年
を
参
照
。

(

5

)

ミ
ッ
ク
イ
ス
11

リ
ー
ペ
リ
ッ
ヒ
前
掲
訳
書
〔
本
稿
―

-9注
(

3

)

〕
一
九
一
頁
。

(

6

)

こ
の
点
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
堀
米
氏
で
あ
る
。
同
氏
『
正
統
と
異
端
』
一
九
六
四
年
、
及
び
「
中
世
秘
蹟
論
争
の
一
争
点
ー
ー
O
R
D
I
'

N
A
T
I
O
 I
R
R
I
T
A
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
ー
ー
」
（
①
の
著
書
に
所
収
）
参
照
。

（
五
四
七
）



さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
い
た
。
そ
し
て
、

我
々
は
、
先
に
叙
任
権
闘
争
史
の
概
要
を
み
た
際
、
ハ
ン
リ
ッ
ヒ
四
世
に
よ
っ
て
「
神
授
王
権
説
」
と
も
呼
ば
れ
る
べ
き
も
の
が
主
張

国 (

7

)

④
二
三
九
頁
。

(
8
)
M
o
n
u
m
e
n
t
a
 G
e
r
m
a
n
i
a
e
 Historica

〔＂M
G
H〕ー

R
森
匂
er
Greg<

゜rs
く
I
I
ー
1
ー
p
p
.

2
0
2
-
2
0
8
.
,
 
J

の
「
教
皇
令
書
」
に
つ
い
て
は
④

一
九
三
頁
以
下
に
詳
し
い
研
究
が
あ
る
。
な
お
訳
は
そ
こ
に
お
け
る
野
口
氏
の
も
の
に
し
た
が
う
が
、
一
部
改
変
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
（
注
(

9

)

(10)
（12)
の
史
料
に
つ
い
て
は
野
口
氏
の
訳
に
し
た
が
う
が
、
同
じ
く
、
一
部
改
変
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
）
。

(
9
)
M
G
H
,
 Constitutiones et 
acta, 1
,
 
p
.
 
1
0
9
.

④
二
四
八
ー
ニ
四
九
頁
。

(
1
0
)
M
G
H
,
 Register 
G
r
e
g
o
r
s
 
VII, 1, 
p
p
.
 2
7
0
1
2
7
1
.

④
二
四
九
ー
ニ
五

0
頁
。
な
お
、
こ
の
宣
言
は
、
使
徒
ペ
テ
ロ
ー
|
「
マ
ク
イ
に
よ

る
福
音
書
」
第
一
六
章
一
八
・
一
九
節
（
宜
言
で
も
引
用
さ
れ
て
い
る
）
に
よ
り
、
キ
リ
ス
ト
か
ら
首
位
権
を
与
え
ら
れ
た
唯
一
の
使
徒
と
し
て

初
代
教
皇
と
考
え
ら
れ
て
い
る
|
ー
に
対
す
る
呼
び
か
け
の
形
を
と
っ
て
い
る
。

(
1
1
)

本
稿
一
―

-9注
(10)
参
照
。

(
1
2
)
M
G
H
,
 Constitutiones 
et 
acta, 1, 
p
p
.
 
1
1
0ー

1
1
1
.

④
二
五
一
ー
ニ
五
二
頁
。

(
1
3
)
C
a
r
l
y
l
e
,
 op. 
cit., 
vol. 3
 
(
1
9
5
0
3
)
,
 
p
.
 
1
2
5
.
 

(
1
4
)

④
二
五
五
ー
ニ
五
六
頁
。

(

1

5

)

④
二
八
ニ
ー
ニ
八
六
頁
。

(
1
6
)
P
a
u
l
u
s
 Bernriedensis, S•Gregorii 

V
I
I
 Vita, 
c. 
XII (101)

[p.Ì •148,

col. 
9
5〕
ヤ
5

お
、
R
三
四
七
百
(
‘
迂
i

―
九
4
多照。

(
1
7
)
M
G
H
,
 Constitutiones 
et 
acta, 1
`
p
p
.
 1
5
9ー

1
6
1
.

な
お
、
本
史
料
に
つ
い
て
は
、
『
西
洋
法
制
史
料
選

n中
世
』
一
九
七
八
年
に
、
鹿
子

木
幹
雄
氏
の
全
訳
と
原
文
が
あ
る
。

(

1

8

)

ミ
ッ
ク
イ
ス
11

リ
ー
ペ
リ
ッ
ヒ
前
掲
訳
書
一
九
五
頁
。

(
1
9
)
E
.
 C
h
e
n
o
n
,
 
Histoire generale d
u
 droit franfais public et 
prive, 
t
o
m
e
 1, 
1
9
2
6
,
 
p
.
 
7
9
9
.
 

(

2

0

)

③
一
八
一
ー
一
八
二
頁
。
ま
た
、
①
三
五

0
頁
、
③
一
四
ニ
ー
一
四
三
頁
に
も
同
様
の
見
解
が
述
ぺ
ら
れ
て
い
る
。
．

(
1
)
 

マ
ネ
ゴ
ル
ト
の
抵
抗
権
思
想

関
法
1
i第
三
二
巻
第
三
•
四
•
五
合
併
号

マ
ネ
ゴ
ル
ト
の
抵
抗
権
論
が
、
こ
の
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
立
場
を
擁
護
す
る
ヴ
ェ
ン
リ

二―

0

（
五
四
八
）



中
世
ョ
ー
ロ
ッ
バ
抵
抗
権
思
想

ッ
ヒ
に
対
す
る
反
論
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
併
せ
て
指
摘
し
て
お
い
た
。
そ
こ
で
ま
ず
、

な
理
論
を
説
い
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
を
み
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

ト
リ
ー
ア
の
聖
堂
付
き
神
学
教
授
ヴ
ェ
ン
リ
ッ
ヒ
（
ウ
ェ
ン
リ
ク
ス
）

W
e
n
r
i
c
h
,

W
e
n
r
i
c
u
s

は、

（
テ
オ
デ
リ
ク
ス
）

(
^
'
E
p
i
s
t
o
l
a
 
s
u
b
 T
h
e
o
d
e
r
i
c
i
 e
p
i
s
c
o
p
i
 
V
i
e
r
d
u
n
e
n
s
i
s
 n
o
m
i
n
e
 c
o
m
p
o
s
i
t
a
 ") 
を
著
わ
し
た
。
こ
の
小
冊
子
は
、

ウ
ス
七
世
に
彼
自
身
と
そ
の
支
配
者
に
対
し
て
加
え
ら
れ
た
批
判
を
知
ら
せ
る
と
み
せ
か
け
な
が
ら
、

な
っ
て
い
た
諸
問
題
を
か
な
り
よ
く
表
わ
し
て
い
る
実
に
不
思
議
な
テ
ク
ス
ト
」

ヴ
ェ
ン
リ
ヅ
ヒ
が
ど
の
よ
う

「
グ
レ
ゴ
リ

よ
る
ハ
イ
ン
ッ
ヒ
四
世
の
廃
位
と
ブ
リ
ク
七
ン
会
議
に
よ
る
対
立
教
皇
ク
レ
メ
ン
ス
三
世
の
選
出
以
後
、
ド
イ
ッ
司
教
団
の
関
心
の
的
と

(
2
)
 

（
フ
リ
ッ
シ
ュ
）
で
あ
る
と
評
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

無
謀
な
謀
反
に
蜂
起
し
よ
う
と
す
る
者
ど
も
に
憤
激
す
る
の
は
王
と
し
て
の
威
厳
を
も
つ
者
に
と
っ
て
は
事
新
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
世
俗
的
な

人
問
が
世
俗
的
に
判
断
し
行
動
す
る
こ
と
は
事
新
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
以
下
の
こ
と
は
事
新
し
く
、
ま
た
世
の
す
べ
て
の
者
に
と
っ
て

前
代
未
聞
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
聖
職
者
た
ち
が
万
民
の
王
国
を
か
く
も
気
安
く
分
裂
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
。
世
の
ま
さ
し
く
初
め
に
当

っ
て
見
出
さ
れ
、
そ
の
後
神
に
よ
っ
て
安
堵
さ
れ
た
王
の
名
称
を
唐
突
な
行
為
に
よ
っ
て
廃
棄
す
る
こ
と
。
主
が
塗
油
さ
れ
た
者
（
王
）
を
望
み
の

ま
ま
に
、
あ
た
か
も
荘
司
た
ち
を
交
替
す
る
よ
う
に
、
下
々
の
者
が
や
る
よ
う
な
仕
方
で
交
迭
す
る
こ
と
。
王
が
速
や
か
に
屈
服
し
祖
国
を
棄
て
な

(
N
o
n
 est 
n
o
v
u
m
,
 r
e
g
i
a
m
 d
i
g
n
i
t
a
t
e
m
 indignari in 
e
o
s
`
q
u
o
s
 v
i
d
e
n
t
 
in se 
sacrilega te• 

N
o
v
u
m
 est 
a
u
t
e
m
 
et 
o
m
n
i
b
u
s
 

け
れ
ば
大
破
門
の
宣
告
を
す
る
こ
と
。

meritate 
i
n
s
u
r
g
e
r
e
;
 
n
o
n
 est 
n
o
v
u
m
,
 
h
o
m
i
n
e
s
 
seculares 
seculariter 
s
a
p
e
r
e
 
et 
agere. 

retro 
seculis 
i
n
a
u
d
i
t
u
m
,
 
pontifices 
re・gna 
g
e
n
t
i
u
m
 t
a
m
 facile 
velle 
dividere, 
n
o
m
e
n
 r
e
g
n
u
m
,
 
inter 
ipsa 
m
u
n
d
i
 initia 

r
e
p
e
r
t
u
m
,
 a
 D
e
o
 postea stabilitum, 
r
e
p
e
n
t
i
n
a
 
factione 
elidere, 
cristos 
D
o
m
i
n
i
 quotiens 
libuerit 
plebeia sorte 
sicut 
vil, 

中
で
彼
は
次
の
よ
う
な
考
え
を
説
い
て
い
る
。

イ
ン
リ
ッ
ヒ
を
擁
護
す
る
立
場
か
ら
、
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
の
司
教
テ
オ
ド
ー
ル

（
五
四
九
）

1
0八
0
年
の
ロ
ー
マ
公
会
議
に

の
名
を
借
り
た
書
簡
形
式
の
小
冊
子

1
0八
0
年
―
一
月
ご
ろ
、

.,、
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（
五
五

0
)

(

3

)

 

licos 
mutare, 
regno p
a
t
r
u
m
 s
u
o
r
u
m
 decedere iussos, 
nisi 
confestim adquieverint, 
anathemate 
damnare.) 

か
ら
存
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
に
神
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

主
張
し
た
神
授
王
権
説
と
同
一
の
主
張
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
は
皇
帝
に
対
す
る
臣
下
の
抵
抗
権
を
認
め
る
余
地
は
で
て
こ
な
い
。
す
な
わ

ち
、
王
に
対
す
る
反
抗
は
神
に
対
す
る
反
抗
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
、

確
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

(
4
)
 

で
あ
る
。

「
事
新
し
い
こ
と
で
は
な
い
」

(
n
o
n
est n
o
v
u
m
)
と
い
う
こ
と
と
、

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
行
な
っ
た
こ
と
を
前
者
に
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
行
な
っ
た
こ
と
を

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
を
擁
護
し
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
を
非
難
し
て
い
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
王
の
名
称
が
世
の
初
め

王
に
対
す
る
抵
は
神
に
対
す
る
反
抗
で
あ
る
、

： 

と
い
う
の
が
ウ
ェ
ン
リ
ク
ス
の
基
本
的
主
張
で
あ
っ
た
」
の

か
か
る
ヴ
ェ
ン
リ
ッ
ヒ
の
主
張
に
対
し
て
、
教
皇
側
の
立
場
か
ら
反
論
を
加
え
た
の
が
ラ
ウ
テ
ン
バ
ッ
ハ
修
道
士
の
マ
ネ
ゴ
ル
ト
（
マ

ネ
ゴ
ル
ド
ゥ
ス
）

M
a
n
e
g
o
l
d
,
M
a
n
e
g
o
l
d
u
s
で
あ
る
。
彼
は
、
当
時
広
く
流
布
す
る
に
至
っ
た
ヴ
ェ
ン
リ
ッ
ヒ
の
小
冊
子
に
対
し
反
論

を
な
す
こ
と
を
ラ
ウ
テ
ン
バ
ッ
ハ
の
修
道
院
長
ハ
ル
マ
ン
（
ハ
ル
マ
ン
ヌ
ス
）
か
ら
命
ぜ
ら
れ
、
自
ら
も
ザ
ル
ッ
プ
ル
ク
大
司
教
ゲ
ー
プ

ハ
ル
ト
（
ゲ
ー
ペ
ハ
ル
ド
ゥ
ス
）
に
宛
て
た
書
簡
形
式
の
書
物
『
ゲ
ー
ペ
ハ
ル
ド
ゥ
ス
に
宛
て
た
書
』

(6"Liber
a
d
 G
e
b
e
h
a
r
d
u
m
 ") 

(5) 

．
を
著
わ
す
の
で
あ
る

(
1
0八
四
年
ご
ろ
）
。

本
書
は
七
八
章
か
ら
な
る
が
、
我
々
は
本
稿
の
課
題
で
あ
る
抵
抗
権
思
想
と
の
関
係
で
問
題
と
な
る
第
一
―

-0章
「
王
は
天
性
の
名
称
で

は
な
く
職
務
の
呼
称
で
あ
る
べ
き
こ
と
」

(
Q
u
o
d
r
e
x
 n
o
n
 sit 
n
o
m
e
n
 naturae, 
s
e
d
 
v
o
c
a
b
u
l
u
m
 officii.)
、
第
四
七
章
「
ハ
イ

f

)

及
び
第
四

H
.
 

ン
リ
ッ
ヒ
に
対
し
て
な
さ
れ
た
諸
誓
約
の
解
除
に
つ
い
て
」
（
D
e
absolutione 
1
u
r
a
m
e
n
t
o
r
u
m
 

e
m
n
c
o
 
a
c
t
o
r
u
m
 

後
者
に
位
置
づ
け
な
が
ら
、

(
n
o
v
u
m
 est)
と
い
う
こ
と
と
の
対
比
の
う
ち
に
、

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
、

関
法

「
王
は
世
の
初
め
か
ら
存
在
し
、
神
に
よ
っ
て

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
が

「
事
新
し
い
こ
と
で
あ
る
」



中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
抵
抗
権
思
想

八
章
「
正
当
か
つ
適
法
に
な
さ
れ
た
諸
誓
約
の
解
除
に
つ
い
て
」

(
D
e
absolutione e
o
r
u
m
 q
u
e
 iuste 
et 
legaliter 
fiunt) 
を
中

第一―

-0章
は
第
二
九
章
末
尾
の
「
司
教
、
司
祭
お
よ
び
助
察
が
高
徳
の
名
称
で
は
な
く
職
務
の
名
称
で
あ
る
の
と
ち
ょ
う
ど
同
じ
よ
う

に
、
王
、
伯
お
よ
び
公
も
天
性
な
い
し
高
徳
の
用
語
で
は
な
く
職
務
お
よ
び
地
位
の
呼
称
で
あ
る
」

(sicut
episcopus, 
presbiter et 

d
i
a
c
o
n
u
s
 n
o
n
 sunt 
m
e
r
i
t
o
r
u
m
 n
o
m
i
n
a
,
 s
e
d
 offitiorum, 
sic 
rex, 
c
o
m
e
s
 et 
d
u
x
 n
o
n
 
n
a
t
u
r
a
e
 
vel 
m
e
r
i
t
o
r
u
m
,
 
s
e
d
 

sunt 
v
o
c
a
b
u
l
a
 offitiorum 
a
t
q
u
e
 
dignitatem.)
と
の
ヒ
ニ
ロ
ニ
ム
ス
か
ら
の
引
用
を
受
け
て
先
ほ
ど
の
よ
う
な
表
題
が
付
け
ら
れ

(
6
)
 

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
王
た
る
威
厳
と
権
力
と
は
あ
ら
ゆ
る
地
上
の
諸
権
限
を
超
越
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
上
な
く
破
廉
恥
な
、
な
い
し
こ
の
上
な
く
不

品
行
な
者
は
な
に
び
と
に
せ
よ
そ
れ
を
行
使
す
る
よ
う
な
立
場
に
置
か
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
地
位
や
威
厳
に
お
い
て
と
同
様
、
そ

の
聡
明
、
正
義
、
お
よ
び
敬
虔
に
お
い
て
他
の
い
か
な
る
者
に
も
勝
る
者
こ
そ
そ
の
立
場
に
置
か
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
者
に

心
を
配
り
、
あ
ら
ゆ
る
者
を
統
括
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
は
高
徳
の
よ
り
大
い
な
る
恩
寵
に
よ
っ
て
他
の
者
の
上
に
光
明
を
掲
げ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
彼
に
委
託
さ
れ
た
権
力
を
乎
等
と
い
う
最
大
の
公
平
さ
を
も
っ
て
運
用
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
ま
た
、
事
実
、
人
民
は
暴

虐
を
恣
に
す
る
よ
う
な
自
由
な
権
能
を
彼
に
委
譲
し
よ
う
と
し
て
で
は
な
く
、
他
の
者
の
専
横
と
悪
意
を
防
ご
う
と
し
て
、
彼
を
自
分
た
ち
の
上
に

高
め
る
の
で
あ
る
。
だ
が
し
か
し
、
非
違
を
罰
し
、
廉
直
を
守
る
た
め
に
選
ば
れ
た
者
が
自
ら
悪
習
を
助
長
し
、
善
人
を
抑
圧
し
、
彼
が
防
が
ね
ば

な
ら
な
い
は
ず
の
暴
虐
を
臣
民
た
ち
に
対
し
こ
の
上
な
く
残
酷
に
行
な
い
始
め
る
時
に
は
、
彼
の
た
め
に
約
定
さ
れ
た
契
約
を
彼
が
最
初
に
破
棄
し

た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
彼
に
委
譲
さ
れ
た
地
位
か
ら
正
当
に
も
彼
を
墜
し
、
人
民
を
こ
の
者
の
支
配
と
臣
従
と
か
ら
解
放
さ
れ
た
状
態
に

す
る
の
は
自
明
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
彼
が
最
初
に
信
義
を
放
棄
し
た
こ
と
は
誰
の
目
に
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
何
人
も
彼
ら
人
民
を
背

信
の
か
ど
で
、
正
当
に
ま
た
理
非
に
か
な
っ
て
非
難
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
よ
り
手
近
な
事
柄
か
ら
例
を
引
こ
う
。
も
し

心
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

： 
（
五
五
一
）
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誰
か
が
他
の
者
に
相
当
な
報
酬
を
も
っ
て
彼
の
飼
育
す
べ
き
豚
を
委
ね
、
し
か
も
そ
の
後
に
お
い
て
そ
の
者
が
そ
れ
ら
の
豚
を
飼
育
せ
ず
、
却
っ
て

そ
れ
ら
を
盗
み
、
傷
つ
け
、
ま
た
失
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
な
ら
ば
、
彼
に
約
束
し
た
報
酬
も
差
し
控
え
、
彼
を
難
詰
し
て
豚
の
飼
育
か
ら

解
放
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
は
敢
え
て
い
う
が
、
豚
を
飼
育
す
る
こ
と
に
で
は
な
く
、
失
う
こ
と
に
努
め
る
者
は
豚
番
と
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
い

う
の
が
身
近
な
事
柄
で
は
も
し
通
例
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
人
間
と
い
う
被
造
物
は
豚
と
い
う
自
然
と
は
異
る
だ
け
に
、
な
お
の
こ
と
人
々
を
統
治

す
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
罪
に
追
い
や
る
こ
と
を
意
図
す
る
者
は
人
々
の
う
ち
に
あ
っ
て
彼
が
受
け
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
権
力
と
威
厳
と
か
ら
遠
ざ
け

ら
れ
る
、
と
い
う
の
が
一
層
義
に
相
応
し
く
ま
た
道
理
に
近
い
で
あ
ろ
う
。
〔
R
e
g
a
l
i
s
e
r
g
o
 dignitas 
et 
potentia sicut o
m
n
e
s
 m
u
n
d
a
n
a
s
 

excellit 
potestates, 
sic 
a
d
 earn 
m
i
n
i
s
t
r
a
n
d
a
m
 n
o
n
 flagitiosissimus 
q
u
i
s
q
u
e
 
vel 
turpissimus 
est 
constituendus, 
s
e
d
 
q
u
i
 

sicut 
loco 
et 
dignitate, 
ita 
n
i
c
h
i
l
o
m
i
n
u
s
 ceteras 
sapientia, 
iusticia 
s
u
p
e
r
e
t
 et p
i
e
t
a
t
e
·

ゥ~
e
c
e
s
s
e
est 
ergo, 
q
u
i
 
o
m
n
i
u
m
 

c
u
r
a
m
 gerere, o
m
n
e
s
 d
e
b
e
t
 g
u
b
e
r
n
a
r
e
,
 
m
a
i
o
r
e
 gratia v
i
r
t
u
t
u
m
 s
u
p
e
r
 ceteras d
e
b
e
a
t
 splendere, 
t
r
a
d
i
t
a
m
 sibi p
o
t
e
s
t
a
t
e
m
 

s
u
m
m
o
 equitatis 
l
i
b
r
a
m
i
n
e
 studeat administrare. 
N
e
q
u
e
 e
n
i
m
 p
o
p
u
l
u
s
 
idea 
e
u
m
 s
u
p
e
r
 
se 
exaltat, 
ut 
l
i
b
e
r
a
m
 
in 
s
e
 

e
x
e
r
c
e
n
d
a
e
 tyrannidis fac~ltatem 

c
o
n
c
e
d
a
t
`
s
e
d
 u
t
 a
 t
y
r
a
n
n
i
d
e
 
c
e
t
e
r
o
r
u
m
 
et 
improbitate 
defendat. 
Atqui, 
c
u
m
 ille, 

q
u
i
 p
r
o
 c
o
e
r
c
e
n
d
i
s
 pravis, 
probis 
d
e
f
e
n
d
e
n
d
i
s
 eligitur, 
p
r
a
v
i
t
a
t
e
m
 
in 
se 
fovere, 
b
o
n
o
s
 
conterere, 
t
y
r
a
n
n
i
d
e
m
,
 
q
u
a
m
 

d
e
b
u
i
t
 propulsare, 
in subiectos ceperit ipse crudelissime exercere, 
n
o
n
n
e
 c
l
a
r
u
m
 est, 
merito i
l
i
u
m
 a
 c
o
n
c
e
s
s
a
 dignitate 

cadere, 
p
o
p
u
l
u
m
 a
b
 eius 
d
o
m
i
n
i
o
 et 
subiectione 
l
i
b
e
r
u
m
 existere, 
c
u
m
 p
a
c
t
u
m
,
 p
r
o
 q
u
o
 constitutus 
est, 
constet 
i
l
i
u
m
 

prius irrupisse
●

Z
e
c
 illos 
q
u
i
s
q
u
a
m
 poterit 
iuste 
a
c
 rationabiliter 
perfidiae 
arguere, 
c
u
m
 n
i
c
h
i
l
o
m
i
n
u
s
 constet 
i
l
i
u
m
 

f
i
d
e
m
 prius 
deseruisse. 
U
t
 e
n
i
m
 d
e
 r
e
b
u
s
 vilioribus 
e
x
e
m
p
l
u
m
 
traham~s, 

si 
q
u
i
s
 
alicui 
d
i
g
n
a
 
m
e
r
c
e
d
e
 
p
o
r
c
o
s
 
s
u
o
s
 

p
a
s
c
e
n
d
o
s
 c
o
m
m
i
t
t
e
r
e
t
 i
p
s
u
m
q
u
e
 p
o
s
t
m
o
d
o
 e
o
s
 n
o
n
 pascere, 
s
e
d
 furari, 
m
a
c
t
a
r
e
 et p
e
r
d
e
r
e
 cognosceret, n
o
n
n
e
,
 p
r
o
m
i
s
s
a
 

m
e
r
c
e
d
e
 e
t
i
a
m
 sibi 
retenta, 
a
 porcis 
p
a
s
c
e
n
d
i
s
 
c
u
m
 c
o
n
t
u
m
e
l
i
a
 
i
l
l
u
m
 
a
m
o
v
e
r
e
t
?
 

custoditur, 
ut n
e
e
 porcarius 
q
u
i
d
e
m
 habeatur, 
q
u
i
 p
o
r
c
o
s
 n
o
n
 pascere, 
s
e
d
 
studet 
disperdere, 
tanto 
d
i
g
n
i
u
s
 
iusta 
et 

関
法

Si, 
i
n
q
u
a
m
,
 
h
o
c
 
in 
vilibus 
r
e
b
u
s
 

二
―
四

（
五
五
二
）



中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
抵
抗
権
思
想

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

る
。
し
た
が
っ
て
、

か
ら
罷
免
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
契
約
違
反
を
理
由
と
す
る
抵
抗
権
の
発
動
）
。

―
―
―
五

か
か
る
王
と
人
民
と
の
契
約
関
係
は
、

「
誰
か
」

（
統
治
契

(
q
u
i
s
)
 

人
民
は
そ
の
職
務
を
行
使
す
べ
き
こ
と
を
条
件
に
王
と

probabili 
ratione 
o
m
n
i
s
,
 
q
u
i
 n
o
n
 h
o
m
i
n
e
s
 regere, 
s
e
d
 
in 
e
r
r
o
r
e
m
 
mittere 
conatur, 
o
m
n
i
p
o
t
e
n
t
i
a
 
et 
dignitate, 
q
u
a
m
 in 

(
7
)
 

h
o
m
i
n
e
s
 
accepit, 
privatur, 
q
u
a
n
t
a
 
conditio 
h
o
m
i
n
u
m
 a
 n
a
t
u
r
a
 
distat 
p
o
r
c
o
r
u
m
.
)
 

マ
ネ
ゴ
ル
ト
は
、
こ
こ
で
、

王

(
r
e
x
)

と
人
民

(
p
o
p
u
l
u
s
)

と
の
契
約
関
係
を
説
い
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

に
は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
な
す
べ
き
職
務

(
0
由
c
i
u
m
)

が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、

契
約

(
p
a
c
t
u
m
)
を
結
ぶ
の
で
あ
り
、
も
し
王
が
か
か
る
職
責
を
果
さ
な
い
な
ら
ば
、

と
「
あ
る
者
」

(
a
l
i
q
u
i
s
)
1
1
「
豚
番
」

(
p
o
r
c
a
r
i
u
s
)

と
の
関
係
に
お
い
て
、

王
と
い
う
も
の

王
は
契
約
に
違
反
す
る
こ
と
と
な
り
、

よ
り
具
体
的
か
つ
身
近
な
も
の
と
し
て
例
証
さ
れ
て
い

「
誰
か
」
と
は
人
民
ー
豚
の
飼
育
を
委
託
す
る
の
で
あ
る
か
ら
農
民
と
い
っ
て
よ
い
ー
を
意
味
し
、
「
あ
る
者
」

(
1
1
「
豚
番
」
）
は
王
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
農
民
は
自
分
た
ち
の
暮
し
向
き
の
た
め
、
「
豚
」

(
p
o
r
c
u
s
)

の
よ
き
飼
育
を
願
っ
て
、
「
あ

る
者
」
を
「
豚
番
」
と
し
て
雇
う
（
雇
用
契
約
）
の
で
あ
り
、
そ
の
豚
番
が
「
豚
」
に
対
す
る
よ
き
飼
育
に
失
敗
し
た
場
合
に
は
雇
用
契
約

違
反
と
し
て
報
酬
を
与
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
同
様
に
、
人
民
は
自
分
た
ち
の
国
家
生
活
に
お
け
る
平
安
の
た
め
、
「
人
」

(
h
o
m
o
)

ー
自
分
た
ち
も
含
ま
れ
る
が
、
主
に
専
横
と
悪
意
の
人
ー
|
'
の
よ
き
統
治
を
願
っ
て
、

「
王
を
自
分
た
ち
の
上
に
高
め
る
」

約
）
の
で
あ
り
、
そ
の
王
が
「
人
」
に
対
す
る
統
治
に
失
敗
し
た
場
合
に
は
統
治
契
約
違
反
と
し
て
王
を
罷
免
す
る
の
で
あ
る
。

「
人
間
と
い
う
被
造
物
は
豚
と
い
う
自
然
と
は
異
な
る
だ
け
に
、
な
お
の
こ
と
人
々
を
統
治
す
る
こ
と
で
は
な
く

て
、
罪
に
追
い
や
る
こ
と
を
意
図
す
る
者
は
人
々
の
う
ち
に
あ
っ
て
彼
が
受
け
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
権
力
と
威
厳
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
る
、

い
う
の
が
一
羅
義
に
相
応
し
く
ま
た
道
理
に
近
い
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
も
了
解
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

か
か
る
マ
ネ
ゴ
ル
ト
の
理
論
|
|
l
契
約
説
に
基
づ
く
抵
抗
権
論
ー
ー
心
伍
、
第
四
七
章
に
お
い
て
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。

（
五
五
三
）

そ
の
地
位

か
く
解と



第
三
二
巻
第
三
•
四
・
五
合
併
号

（
五
五
四
）

ま
こ
と
に
、
何
人
も
自
分
を
皇
帝
な
い
し
国
王
に
任
命
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
人
民
は
あ
る
一
人
の
者
を
、
彼
が
正
し
い
帝
権
の
道
理
に

従
っ
て
人
民
を
支
配
し
ま
た
統
治
し
、
各
人
に
彼
の
も
の
を
分
与
し
、
敬
虔
な
者
た
ち
を
鼓
舞
し
、
敬
虔
で
な
い
者
た
ち
を
懲
ら
し
、
要
す
る
に
す

べ
て
の
者
に
対
し
正
義
を
行
な
う
よ
う
に
と
、
自
分
た
ち
の
上
に
戴
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
、
も
し
彼
が
そ
れ
に
よ
っ
て
王
に
選
ば
れ
た
契

約
を
侵
害
し
、
非
違
を
乱
す
よ
う
約
定
さ
れ
た
こ
と
を
破
減
と
混
乱
と
に
陥
れ
た
時
に
は
、
双
方
を
互
い
の
誠
実
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
て
い
た
信
義

を
、
確
か
に
王
自
身
が
先
ず
破
棄
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
道
理
を
正
し
く
考
量
し
て
、
人
民
を
そ
の
義
務
づ
け
ら
れ
た
臣
従
か
ら
解
除
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
〔
C
u
m
e
n
i
m
 nullus s
e
 i
n
p
e
r
a
t
o
r
e
m
 vel r
e
g
e
m
 creare possit, 
a
d
 h
o
c
 u
n
u
m
 a
l
i
q
u
e
m
 s
u
p
e
r
 s
e
 p
o
p
u
l
u
s
 
exaltat, 
u
t
 

iusti 
ratione 
inperii 
se g
u
b
e
r
n
e
t
 et regat, 
c
u
i
q
u
e
 s
u
a
 distribuat, 
pios foveat, 
inpios perimat, 
o
m
n
i
b
u
s
 videlicet iusticiam 

inpendat. 
A
t
 v
e
r
o
 si 
q
u
a
n
d
o
 p
a
c
t
u
m
,
 q
u
o
 eligitur, 
infringit, 
a
d
 e
a
 d
i
s
t
u
r
b
a
n
d
a
 et 
c
o
n
f
u
n
d
e
n
d
a
,
 
q
u
e
 
corrigere 
con-

stitutus 
est, 
eruperit̀
iuste rationis 
consideratione p
o
p
u
l
u
m
 subiectionis 
debito absolvit, 
q
u
i
p
p
e
 c
u
m
 :fidem 
prior 
ipse 

(
8
)
 

deseruerit, 
q
u
e
 a
l
t
e
r
u
t
r
u
m
 altero 
:fidelii:ate 
colligavit.〕

さ
ら
に
、
続
く
第
四
八
章
に
お
い
て
も
同
様
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

も
し
、
彼
が
王
国
を
統
治
せ
ず
し
て
、
統
治
に
際
し
て
暴
虐
を
恣
に
し
、
正
義
を
破
り
、
平
和
を
乱
し
、
信
義
を
棄
て
る
こ
と
に
熱
中
す
る
な
ら

ば
、
誓
約
を
な
し
た
者
は
も
は
や
誓
約
さ
れ
た
義
務
か
ら
解
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
し
、
ま
た
相
互
義
務
の
道
理
を
彼
が
最
初
に
破
棄
し
た
の

は
明
か
な
事
実
で
あ
る
か
ら
、
彼
を
罷
免
し
、
他
の
者
を
天
位
に
就
け
る
こ
と
は
人
民
に
と
っ
て
自
由
で
あ
る
。
〔
A
t
vero, si ille n
o
n
 r
e
g
n
u
m
 

g
u
b
e
r
n
a
r
e
,
 
s
e
d
 r
e
g
n
i
 o
c
c
a
s
i
o
n
e
 -
t
y
r
a
n
n
i
d
e
m
 exercere, 
iusticiam destruere, 
p
a
c
e
m
 c
o
n
f
u
n
d
e
r
e
,
 
:fidem deserere exarserit, 

adiuratus i
u
r
a
m
e
n
t
i
 necessitate 
absolutus 
existit, 
l
i
b
e
r
u
m
q
u
e
 est 
p
o
p
u
l
o
 i
l
l
u
m
 d
e
p
o
n
e
r
e
,
 
a
l
t
e
r
u
m
 elevare, 
q
u
e
m
 constat 

(
9
)
 

alterutre 
obligationis 
r
a
t
i
o
n
e
m
 prius 
deseru1sse.〕

さ
て
、
以
上
見
て
き
た
マ
ネ
ゴ
ル
ト
の
契
約
説
に
基
づ
く
抵
抗
権
理
論
は
、
人
民
主
権
論
の
表
明
と
も
把
握
さ
れ
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、

関
法

1

1

―
六



中
世
ョ
ー
ロ
ッ
。
＾
抵
抗
権
思
想

―
―
―
七

ロ
ー
マ
法
源
に
は
す
で
に
『
学
説
彙
纂
』
第
一
巻
第
四
章
第
一
法
文
に
ウ
ル
ピ

と
い
う
文
言
か
ら
来
る
も
の
で
、
君

実
際
、
多
く
の
研
究
者
た
ち
は
、
こ
れ
を
人
民
主
権
論
の
先
駆
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

の
人
民
主
権
論
と
ロ
ー
マ
的
人
民
主
権
理
念
と
の
関
係
を
論
じ
て
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

本
源
的
な
担
い
手
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
権
力
は
人
民
全
体
が
自
ら
行
使
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
法
と
い
う
形
に
お
い
て
、
支

配
者
に
委
託
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
の
『
法
学
提
要
』
に
深
く
浸
透
し
、

て
、
そ
こ
か
ら
引
き
出
さ
れ
て
来
た
と
こ
ろ
の

lex
regia
に
ま
さ
し
く
照
応
す
る
。
た
だ
し
、
古
い
ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
は
、
支
配
の

委
託
は
唯
一
度
だ
け
で
、
回
収
不
能
の
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
結
論
が
ひ
き
だ
さ
れ
た
の
だ
が
、

対
論
に
と
っ
て
危
険
と
も
な
り
か
ね
な
い
論
理
を
お
き
か
え
た
。

か
え
て
、
人
民
主
権
の
理
念
の
復
活
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
…
…
／
不
意
に
突
然
し
か
も
長
期
間
中
た
だ
一
回
だ
け
、
こ
こ
に
デ
モ
ク
ラ

(10) 

シ
ー
の
根
本
命
題
が
姿
を
現
わ
し
た
」
。

こ
こ
で
ヘ
ル
ビ
ッ
ク
が
い
っ
て
い
る

lex
regia
と
は
、

主
に
対
す
る
人
民
の
権
力
委
譲
を
め
ぐ
る
考
え
で
あ
る
。

つ
ま
り
か
れ
は
、
人
民
に
よ
る
支
配
権
の
委
託
と
い
う
理
論
を
つ
く
り

マ
ネ
ゴ
ル
ト
は
そ
の
代
り
に
、
国
王
絶

マ
ネ
ゴ
ル
ト

い
ま
や
イ
ク
リ
ア
の
法
律
家
達
に
よ
っ

ュ
帝
『
法
学
提
要
』
第
一
巻
第
二
法
文
第
六
節
に
み
ら
れ
る
、
「
君
主
の
意
に

か
な
う
と
こ
ろ
の
も
の
は
法
の
効
力
を
有
す
る
。
彼
の
帝
権
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
王
法
に
し
た
が
っ
て
人
民
が
彼
に
そ
の
全
帝
権
と
権

力
と
を
認
め
た
の
で
。
」

(
S
e
d
et 
q
u
o
d
 principi 
placuit, 
legis 
h
a
b
e
t
 v
i
g
o
r
e
m
,
 
c
u
m
 lege regia, 
q
u
a
e
 d
e
 i
m
p
e
r
i
o
 eius 

lata 
est, 
p
o
p
u
l
u
s
 ei 
et 
in e
u
m
 o
m
n
e
 s
u
u
m
 i
m
p
e
r
i
u
m
 et 
p
o
t
e
s
t
a
t
e
m
 
concessit.) 

ア
ヌ
ス
の
「
君
主
の
意
に
か
な
う
と
こ
ろ
の
も
の
は
法
の
効
力
を
有
す
る
。
彼
の
帝
権
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
王
法
に
し
た
が
っ
て
人
民

が
彼
に
そ
の
全
帝
権
と
権
力
と
を
与
え
る
の
で
」

(
Q
u
o
d
_principi 
p
l
a
c
u
t
`
l
e
g
i
s
 
h
a
b
e
t
 v
i
g
o
r
e
m
;
 
utpote 
c
u
m
 lege 
regià
 

q
u
a
e
 d
e
 i
m
p
e
r
i
o
 eius lata 
est, 
p
o
p
u
l
u
s
 ei 
et 
i
n
 t
u
m
 o
m
n
e
 s
u
u
m
 i
m
p
e
r
i
u
m
 et 
p
o
t
e
s
t
a
t
e
m
 
conferat.) 
A
.
Iい
~
よ
っX

（
五
五
五
）

「
か
れ
に
と
っ
て
、
人
民
は
国
家
権
力
の

ヘ
ル
ビ
ッ
ク
は
、



教
的
国
家
」

(res
p
u
b
l
i
c
a
 c
h
r
i
s
t
i
c
o
l
a
r
u
m
)

ー
—
_
国
家
と
教
会
と
の
同
一
化
の
理
論
ー
の
動
揺
、
シ
ェ
ワ
ー
ペ
ン
地
方
の
社
会
経

ビ
ッ
ク
の
見
解
を
否
定
さ
れ
る
が
、
他
方
、

ヘ
/レ

い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

第
三
二
巻
第
三
•
四
•
五
合
併
号

言
が
み
ら
れ
、
両
者
の
解
釈
が
中
世
ロ
ー
マ
法
学
者
た
ち
の
間
で
争
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

「
人
民
主
権
理
念
は
ロ
ー
マ
法
に
淵
源
す
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
の
『
法
学
提
要
』
に
よ

っ
て
ロ
ー
マ
人
の
共
有
財
産
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
理
念
に
想
い
到
る
た
め
に
は
、
な
に
ほ
ど
か
古
代
思
想
に
通
じ
て

ヘ
ル
ビ
ッ
ク
に
よ
る
と
、

マ
ネ
ゴ
ル
ト
が
す
で
に
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
の
『
法
学
提
要
』
を

(ll) 

知
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
読
み
と
れ
る
が
、

L
i
b
e
r
に
即
し
て
見
る
限
り
で
は
、
そ
の
点
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
」
と
し
て
、

ゴ
ル
ト
は
シ
ャ
ル
ト
ル
の
イ
ヴ
ォ
ー
（
前
節
で
み
た
よ
う
に
彼
は
ヴ
ォ
ル
ム
ス
協
約
の
基
礎
と
な
る
教
俗
両
権
分
離
論
を
説
い
た
）
と
知

(12) 

り
合
っ
て
い
た
ー
ー
＇
及
び
マ
ネ
ゴ
ル
ト
が
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
を
よ
く
学
ん
で
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

も
の
に
は
た
と
え
通
暁
し
て
い
な
か
っ
た
に
し
て
も
、

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
を
通
じ
て
古
代
の
国
家
観
を
、
ま
た
特
に
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ

(13) 

ス
に
反
映
し
て
い
る
キ
ケ
ロ
の
共
和
制
理
念
を
理
解
し
て
い
た
に
違
い
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
我
々
の
関
心
か
ら
い
え
ば
、

マ
ネ
ゴ
ル
ト
の
抵
抗
権
理
論
に
み
ら
れ
る
ロ
ー
マ
的
抵
抗
権
思
想
（
人
民
主
権
理
念
）
は
主
に
キ
ケ
ロ
ー
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
影
響
で

あ
る
と
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
今
野
氏
は
、

マ
ネ
ゴ
ル
ト
と
シ
ャ
ル
ト
ル
学
派
（
異
教
の
古
典
に
も
通
じ
て
い
た
）
と
の
関
係
—
ー
令
ネ

マ
ネ
ゴ
ル
ト
の
人
民
主
権
理
念
の
社
会
的
背
景
と
し
て
、
そ
の
他
に
、
叙
任
権
闘
争
に
お
け
る
「
キ
リ
ス
ト

済
的
状
況
1

農
民
的
信
仰
共
同
体
に
よ
る
教
会
改
革
ー
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
に
よ
る
ハ
イ
ン
ッ
ヒ
の
廃
位
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
封

建
的
抵
抗
権
と
の
関
連
如
何
と
い
う
我
々
の
問
題
関
心
か
ら
注
目
す
べ
き
は
氏
の
以
下
の
見
解
で
あ
る
。

「
マ
ネ
ゴ
ル
ト
は
ロ
ー
マ
法
そ
の

「
も
と
よ
り
、
誓
約
に
お
け
る

さ
れ
た
今
野
国
雄
氏
は
、

主
権
論
に
も
影
響
を
与
え
た
も
の
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

マ
ネ
ゴ
ル
ト
に
つ
い
て
詳
細
か
つ
高
水
準
の
優
れ
た
研
究
を
な

ヘ
ル
ビ
ッ
ク
は
そ
れ
が
マ
ネ
ゴ
ル
ト
の
人
民

関
法

二
―
八
（
五
五
六
）



れ
る
が
、

中
世
ョ
ー
ロ
ッ
。
＾
抵
抗
権
思
想

dorcarius' 

1

1

―
九

農
民
は
領
主
の
要

的
世
界
を
越
え
て
い
る
点
も
見
逃
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

マ
ネ
ゴ
ル
ト
に
お
け
る
誓
約
の
当
事
者
は
封
建
的
支
配
層
に
属
す

し
か
し
、

レ
ー
ン
法
の
適
用
さ
れ
る
現
実
、

ー
ヌ
公
ギ
ョ
ー
ム
五
世
に
送
っ
た
有
名
な
『
書
簡
』
や
十
三
世
紀
フ
ラ
ソ
ス
の
最
も
優
れ
た
法
学
者
と
言
わ
れ
る
ボ
ー
マ
ノ
ワ
ー
ル
の
領

主
フ
ィ
リ
ッ
プ
11

ド
11

ル
ミ
の
『
ボ
ー
ヴ
ェ
ジ
の
ク
レ
ル
モ
ン
伯
領
慣
習
法
』
に
お
い
て
レ
ー
ン
制
的
主
従
関
係
を
規
定
す
る
法
理
と
し

て
現
わ
れ
た
封
主
封
臣
間
の
誠
実
義
務
の
双
務
性
と
マ
ネ
ゴ
ル
ト
の
理
論
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
も
、
彼
が
シ
ャ
ル
ト
ル
学
派
と

浅
か
ら
ぬ
関
係
に
あ
っ
た
と
は
言
え
、
仔
細
な
吟
味
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。
従
っ
て
、

it
る
誓
約
に
お
い
て
誓
約
義
務
履
行
の
双
務
性
を
う
た
っ
た
の
が
こ
の
レ
ー
ソ
法
の
適
用
で
あ
っ
た
と
は
断
言
で
き
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

ゴ
ル
ト
の
人
民
主
権
論
の
切
り
込
み
う
る
間
隙
で
あ
っ
た
、

点
で
も
マ
ネ
ゴ
ル
ト
の
理
念
は
封
建
社
会
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
歴
史
的
制
約
性
を
も
っ
て
い
る
が
、
反
面
彼
の
理
論
が
こ
の
レ
ー
ン
法

る
封
臣
に
限
ら
れ
て
は
い
な
い
。
な
る
ほ
ど
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
四
世
に
対
す
る
宣
誓
者
と
し
て
は
封
臣
た
る
諸
候
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
は
い

る
け
れ
ど
も
、
王
位
就
任
の
契
約
当
事
者
と
し
て
と
し
て
は
常
に
人
民
が
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
例
示
さ
れ
て
い
る
「
豚
番
」

つ
ま
り
農
民
ま
で
も
含
む
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
全
体
で
あ
る
。

レ
ー
ン
制
的
支
配
関
係
に
お
い
て
は
、

求
に
対
し
せ
い
ぜ
い
受
動
的
抵
抗
を
試
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
、
積
極
的
に
反
抗
権
を
行
使
す
る
力
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
言
わ

マ
ネ
ゴ
ル
ト
の
人
民
が
こ
の
積
極
的
な
抵
抗
権
の
み
な
ら
ず
、
国
王
任
命
権
す
ら
有
し
て
い
る
こ
と
は
既
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

（
五
五
七
）

マ
ネ
ゴ
ル
ト
が
王
と
人
民
と
の
契
約
を
条
件
づ

ま
た
、

〔
マ
マ
〕

誠
実
の
観
念
は
あ
ら
ゆ
る
中
世
法
の
根
抵
に
横
わ
っ
て
い
た
基
本
的
観
念
と
言
わ
れ
る
か
ら
、
こ
の
観
念
を
根
拠
に
展
開
さ
れ
て
い
る
マ

ネ
ゴ
ル
ト
の
抵
抗
権
や
人
民
主
権
の
理
論
を
余
り
に
近
代
的
な
法
概
念
に
よ
っ
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

マ
ネ
ゴ
ル
ト
の

L
i
b
e
rに
先
立
つ
約
六
0
年
前
の
シ
ャ
ル
ト
ル
の
司
教
フ
ュ
ル
ペ
ー
ル
（
九
六
0
頃
—

1
0
二
八
）
が
ア
キ
テ

つ
ま
り
封
主
と
し
て
の
皇
帝
な
い
し
国
王
の
も
つ
権
力
の
非
絶
対
的
有
限
性
が
同
時
に
マ
ネ

と
い
う
歴
史
的
現
実
の
共
通
性
は
十
分
注
目
に
価
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の



゜
ニノ
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「

11
世
紀
前
半
に
、
彼

こ
の
中
世
フ
ラ
ン
ス
最
大
の
学
者
と
い
わ
れ
る
フ
ル
ベ
ル

ニニ
0

(
五
五
八
）

(
1
4
)
 

彼
の
誠
実
義
務
に
お
け
る
双
務
性
は
レ
ー
ン
法
を
遥
か
に
越
え
て
前
進
し
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

す
な
わ
ち
、

マ
ネ
・n
卜
の
抵
抗
権
理
論
は
、

9
封
建
契
約
の
系
譜
に
あ
り
な
が
ら
も
、
⇔
な
お
そ
れ
を
越
え
る
理
論
的
拡
が
り
を
持
っ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、

カ
リ
ス
マ
的
合
意
（
契
約
）
の
日
常
化
で
あ
る
封
建
契
約
が
マ
ネ
ゴ
ル
ト
に
も
重
大
な

第
け
の
点
に
つ
い
て
、
特
に
シ
ャ
ル
ト
ル
学
派
と
の
関
係
で
重
視
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
今
野
氏
も
挙
げ
て
お
ら
れ
る
フ
ュ
ル

ペ
ー
ル
の
封
建
契
約
説
で
あ
る
。

シ
ャ
ル
ト
ル
の
フ
ュ
ル
ベ
ー
ル
（
フ
ル
ベ
ル
ト
ゥ
ス
）

F
u
l
b
e
r
t
,
F
u
l
b
e
r
t
u
s
〔

9
6

。2
1

゜28〕
は
、
イ
ク
リ
ア
に
生
ま
れ
た
が
ヽ

ン
ス
の
シ
ャ
ル
ト
ル
と
ラ
ソ
ス
に
お
い
て
後
の
教
皇
シ
ル
ベ
ス
テ
ル
ニ
世
（
在
位
九
九
九

-
1
0
0
1―
一
年
）
の
指
導
を
受
け
神
学
を
学
び
、

九
九

0
年、

シ
ャ
ル
ト
ル
の
司
教
座
聖
堂
付
属
学
校
長
と
な
り
い
わ
ゆ
る
シ
ャ
ル
ト
ル
学
派

(
e
c
o
l
e
d
e
 C
h
a
r
t
r
e
s
)

を
創
設
し
た
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
る
（
後
に
こ
の
シ
ャ
ル
ト
ル
学
派
は
イ
ヴ
ォ
の
も
と
に
そ
の
黄
金
期
を
む
か
え
る
が
、
イ
ヴ
ォ
と
マ
ネ
ゴ
ル
ト
が
知
り
合

っ
て
い
た
こ
と
は
既
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
）
。

ト
ゥ
ス
と
、
封
建
法
思
想
と
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、

の
教
会
の
多
数
の
家
士
の
領
主
で
あ
る
た
め
に
、
賞
賛
に
価
い
す
る
ほ
ど
に
”
封
土
・
家
士
関
係
11

の
実
際
を
知
り
、
か
つ
そ
の
高
い
知

性
に
よ
っ
て
抽
象
能
力
を
も
っ
て
い
た
シ
ャ
ル
ト
ル

(
C
h
a
r
t
r
e
s
)

の
司
教
フ
ル
ペ
ル
ト
ゥ
ス

(
F
u
l
b
e
r
t
)

は
、
家
士
契
約
に
よ
っ
て
設

定
さ
れ
た
諸
義
務
に
つ
い
て
注
目
に
価
す
る
定
義
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
定
義
は
、
ア
キ
ク
ニ
ア
候
ギ
ヨ
ー
ム
五
世
に
宛
て
た
1
0
2
0
年
の

(15) 

一
書
簡
の
な
か
に
あ
る
」
。
ガ
ソ
ス
ホ
ー
．
フ
は
こ
れ
に
続
け
て
こ
の
書
簡
を
引
用
し
て
い
る
が
、

影
響
を
与
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
．

関
法

し
か
し
、
注
目
す
べ
き
は
、

ガ
ン
ス
ホ
ー
フ
は
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

フ
ラ

我
々
も
そ
れ
を
見
て
お
く
こ
と
に
し
よ



中
世
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ロ
ッ
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フ
ル
ペ
ル
ト
ゥ
ス
は
こ
の
書
簡
に
お
い
て
、

領
主
に
誠
実
を
誓
っ
た
人
は
、
次
の
六
つ
の
こ
と
を
常
に
心
に
と
ど
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
無
傷
、
確
実
、
正
直
、
有
用
、
迅
速
、
有

能
。
…
…
家
士
が
こ
の
よ
う
に
し
て
領
主
を
わ
ず
ら
わ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
も
、
そ
れ
は
た
だ
当
然
の
こ
と
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
だ
け
で
は
、

家
士
は
彼
の
封
を
受
け
る
に
は
価
し
な
い
。
と
い
う
の
は
、
悪
い
こ
と
を
し
な
い
と
い
う
だ
け
で
は
充
分
で
は
な
く
て
、
良
い
こ
と
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
家
士
が
彼
の
封
土
に
価
い
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
ま
た
、
彼
が
誓
っ
た
誠
実
を
実
現
し
た
い
と
思
う
な
ら
ば
、
先
に
述
べ

た
六
つ
の
徳
目
を
ま
も
っ
て
、
領
主
に
忠
実
に
、
助
言
と
助
力
と
を
提
供
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
領
主
も
ま
た
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
領
域
に

お
い
て
、
自
分
に
誠
実
を
誓
っ
た
人
に
同
じ
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
領
主
が
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
積
極
的
行
為
に
よ
っ
て
に
せ
よ
、

単
な
る
同
意
に
よ
っ
て
に
せ
よ
、
自
己
の
義
務
を
怠
っ
た
こ
と
を
思
い
出
さ
れ
た
家
士
が
誠
実
違
反
と
誓
約
違
反
の
咎
め
を
受
け
る
の
と
同
じ
く
、

領
主
は
欠
怠
を
も
っ
て
非
難
さ
れ
る
。
〔
：
•
Q
u
id
o
m
i
n
o
 s
u
o
 
fidelitatem 
iurat, 
ista 
s
e
x
 
in 
m
e
m
o
r
i
a
 s
e
m
p
e
r
 h
a
b
e
r
e
 
d
e
b
e
t
"
 

i
n
c
o
l
u
m
e
,
 
t
u
t
u
m
,
 
h
o
n
e
s
t
u
m
,
 utile, 
facile, 
possibile 

•••• 

U
t
 a
u
t
e
m
 fidelis 
h
a
e
c
 
n
o
c
u
m
e
n
t
a
 
caveat, 
j
u
s
t
u
m
 
est; 
s
e
d
 
n
o
n
 

i
d
e
o
 c
a
s
a
m
e
n
t
u
m
 m
e
r
e
t
u
r
 ;
 no
n
 e
n
i
m
 sufficit 
abstinere 
a
 malo, 
nisi 
fiat 
q
u
o
d
 b
o
n
u
m
 est. 
Restat 
e
r
g
o
 
ut 
in 
e
i
s
d
e
m
 

s
e
x
 
supradictis co~silium 

et 
a
u
x
i
l
i
u
m
 d
o
m
i
n
o
 s
u
o
 fideliter 
preastet, 
si 
beneficio 
d
i
g
n
u
s
 videri 
velit, 
et 
salvus 
esse 

d
e
 fidelitate 
q
u
a
m
 
iuravit•Dominus 

q
u
o
q
u
e
 
fideli 
s
u
o
 
in 
his 
o
m
n
i
b
u
s
 
v
i
c
e
m
 r
e
d
d
e
r
e
 debet•Quo 

si 
n
o
n
 
fecerit, 

m
e
r
i
t
o
 censebitur 
m
a
l
e
f
i
d
u
s
"
s
i
c
u
t
 ille, 
si 
in e
o
r
u
m
 praevaricatione 
vel 
faciendo 
vel c
o
n
s
e
n
t
i
e
n
d
o
 d
e
p
r
e
h
e
n
s
u
s
 fuerit, 

(
1
6
)
 

perfidus 
et 
perjurus.〕

一
方
で
、
家
士
の
領
主
に
対
す
る
誠
実
義
務
の
内
容
と
し
て
の
六
つ
の
徳
目
を
強
調
し
て

い
る
が
、
他
方
で
、
領
主
も
ま
た
こ
れ
ら
の
誠
実
義
務
を
履
行
す
る
家
士
に
対
し
て
「
同
じ
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
を
述

べ
、
誠
実
義
務
を
履
行
し
な
い
家
士
が
誠
実
違
反
・
誓
約
違
反
と
し
て
非
難
さ
れ
る
と
同
様
、
領
主
が
も
し
自
己
の
誠
実
義
務
を
果
さ
な

い
な
ら
彼
も
ま
た
そ
の
欠
怠
を
非
難
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
明
ら
か
に
、
封
建
契
約
の
双
務
性
が
語
ら
れ
て
い

言

（
五
五
九
）



と
は
い
え
な
い
。

し
か
し
、
他
方
に
お
い
て
、

る
の
で
あ
る
。
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四
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五
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封
建
契
約
が
カ
リ
ス
マ
的
合
意
の
日
常
化
と
し
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
上
述
し
た
。
先
駆
的
・
合
理
的
法
を
発
見
す
る
資

質
（
カ
リ
ス
マ
）
を
有
す
る
判
決
発
見
人
に
対
す
る
人
格
的
主
従
関
係
、
自
律
的
主
従
関
係
の
設
定
た
る
カ
リ
ス
マ
的
合
意
の
日
常
化
が

封
建
契
約
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
封
建
契
約
に
お
い
て
は
相
互
の
名
誉
と
誠
実
が
重
視
さ
れ
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
こ
に
誠
実
義
務
の
双
務
性

と
い
う
考
え
方
が
で
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
誠
実
義
務
の
双
務
性
と
い
う
考
え
方
は
、

及
び
そ
れ
と
連
続
す
る
封
建
法
の
系
譜
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

え
方
ー
そ
れ
は
必
然
的
に
抵
抗
権
思
想
へ
と
つ
な
が
る
|
|
＇
が
、

カ
リ
ス
マ
的
法
発
見
1
1
人
民
法
、

か
か
る
系
譜
に
あ
る
誠
実
義
務
の
双
務
性
と
い
う
考

キ
リ
ス
ト
教
学
者
た
る
フ
ル
ベ
ル
ト
ゥ
ス
、
そ
し
て
恐
ら
く
は
そ
れ

我
々
は
こ
こ
に
、
封
建
法
思
想
が
キ
リ
ス
ト
教
神
学
者
に
与
え
た
影
響
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
神
学
者
と
い
え
ど
も
封

建
法
思
想
の
も
と
に
あ
る
こ
と
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

キ
リ
ス
ト
教
神
学
者
と
い
え
ば
一
般
に
は
ロ
ー
マ
法
理
論
の
影
響
を
受
け
た
教

会
法
理
論
の
上
に
立
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
大
筋
に
お
い
て
は
問
違
っ
て
い
る

ロ
ー
マ
法
・
教
会
法
上
の
概
念
を
受
け
入
れ
な
が
ら
も
へ
な
お
封
建
法
思
想
の
深
き
影
響

の
下
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
神
学
者
が
存
在
す
る
こ
と
も
見
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
抵
抗
権
思
想
へ
と
連
続
す
る
よ
う
な
キ
リ

(17) 

ス
ト
教
的
法
思
想
が
こ
の
封
建
法
の
深
き
影
響
の
も
と
に
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
き
|
|
＇
マ
ネ
ゴ
ル
ト
の
契
約
説
に
基
づ
く
抵
抗
権
の
承

認
は
封
建
法
上
の
誠
実
義
務
と
深
い
つ
な
が
り
が
あ
る
、

キ
リ
ス
ト
教
的
抵
抗
権
思
想
の
中
に
も
ま
た
封
建
法
思
想
の
系
譜
で
考
え

ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
が
存
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
中
世
的
抵
抗
権
の
特
徴
と
さ
れ
る
ゲ
ル
マ
ン
的
抵
抗
権
と
キ
リ
ス
ト
教
的

抵
抗
権
と
の
合
流
は
ま
た
か
か
る
意
味
に
お
い
て
も
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、

を
介
し
て
マ
ネ
ゴ
ル
ト
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

関
法

キ
リ
ス
ト
教
的
法
思
想
一
般
が
、

（
五
六

0
)

ゲ
ル
マ



中
世
ョ
ー
ロ
ッ
。
＾
抵
抗
権
思
想

よ
り
広
範
な
人
民
を
結
合
せ
し
め
る
原
理
へ
と
発
展
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

（
五
六
一
）

マ
ネ
ゴ
ル
ト
自
身
は
こ
の
よ
う
な
社
会
契
約
を
説
く
ま
で
に

か
ら
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

が
り
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
（
第
⇔
の
問
題
）
、

こ
の
点
も
ま
た
封
建
法
思
想
そ
の
も
の
に
見
ら
れ
る
逆
説
的
性
格

と
こ
ろ
で
、
今
野
氏
は
、

ン
的
法
思
想
と
合
流
し
つ
つ
中
世
的
抵
抗
権
へ
と
発
展
し
た
の
で
は
な
く
ー
|
'
キ
リ
ス
ト
教
的
法
思
想
に
立
ち
な
が
ら
も
神
授
王
権
説
に

基
き
抵
抗
権
を
否
定
す
る
見
解
が
存
す
る
こ
と
は
先
に
見
た
ヴ
ェ
ン
リ
ッ
ヒ
の
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
＇
~
キヽ
リ
ト
教
的
法
思
想
の

中
で
も
封
建
的
法
思
想
（
封
建
的
抵
抗
権
思
想
）
の
深
き
影
響
の
下
に
あ
る
も
の
だ
け
が
中
世
的
抵
抗
権
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
際
、
封
建
的
法
思
想
は
キ
リ
ス
ト
教
的
法
思
想
に
対
し
て
、
誠
実
義
務
の
双
務
性
と
い
う
こ
と
を
教
え
た
。
他
方
、

キ
リ
ス
ト

教
的
法
思
想
は
、
教
会
法
理
論
に
よ
る
精
緻
な
概
念
構
成
を
封
建
的
法
思
想
に
対
し
て
示
し
た
ー
|
'
教
会
会
議
に
お
け
る
決
定
に
基
づ
く

誠
実
義
務
の
解
除
ー
の
で
あ
る
。
中
世
に
お
け
る
両
法
思
想
の
交
錯
は
か
か
る
観
点
か
ら
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

マ
ネ
ゴ
ル
ト
の
抵
抗
権
思
想
が
封
建
法
思
想
の
系
譜
に
あ
り
な
が
ら
も
、
さ
ら
に
そ
れ
を
越
え
る
理
論
的
拡

す
な
わ
ち
、
主
君
と
従
土
と
の
人
格
的
・
自
律
的
・
双
務
的
契
約
た
る
封
建
契
約
は
一
般
に
、
農
民
や
市
民
の
結
合
原
理
と
し
て
引
き

継
が
れ
て
い
く
が
、
そ
の
際
、
封
建
契
約
は
最
早
従
前
の
如
き
封
建
的
身
分
団
体
に
お
け
る
結
合
原
理
た
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
拡
大

さ
れ
た
結
合
原
理
へ
と
連
続
的
に
発
展
し
、
自
ら
を
生
ん
だ
と
こ
ろ
の
封
建
的
身
分
団
体
そ
の
も
の
を
つ
き
や
ぶ
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

更
に
言
え
ば
、
封
建
的
団
体
の
結
合
原
理
た
る
封
建
契
約
は
人
民
の
自
治
団
体
の
結
合
原
理
た
る
、
後
の
社
会
契
約
へ
と
引
き
継
が
れ
、

は
至
っ
て
い
な
い
が
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
「
王
」

(
r
e
x
)

と
「
人
民
」

(
p
o
p
u
l
u
s
)

と
の
「
契
約
」

(
p
a
c
t
u
m
)
・
と
い
う
考
え
方
は
、
既

に
単
な
る
封
建
契
約
（
主
君
と
従
土
と
の
身
分
契
約
）
を
越
え
て
お
り
、
封
建
契
約
の
逆
説
的
発
展
を
よ
く
示
し
て
い
る
も
の
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
際
、
彼
が
ロ
ー
マ
法
的
な
契
約
概
念

(
p
a
c
t
u
m
)
に
よ
っ
て
こ
の
発
展
を
語
っ
て
い
る
こ
と
も
注
意

>



第
三
二
巻
第
三
•
四
・
五
合
併
号

ニニ四

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
封
建
法
上
の
契
約
は
こ
こ
に
ロ
ー
マ
法
的
な
概
念
を
用
い
て
新
た
に
理
論
化
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
こ

こ
に
我
々
は
封
建
法
思
想
の
影
響
を
受
け
た
教
会
的
法
思
想
（
ロ
ー
マ
法
の
下
に
形
成
さ
れ
た
教
会
法
思
想
）
の
存
在
を
看
取
で
き
る
わ

け
で
あ
る
。

以
上
、
我
々
は
、
ラ
ウ
テ
ン
バ
ッ
ハ
の
マ
ネ
ゴ
ル
ト
の
抵
抗
権
思
想
に
表
わ
れ
て
い
る
、
封
建
的
法
思
想
と
教
会
的
法
思
想
の
交
錯
の

意
味
を
考
え
て
き
た
。
次
に
、
そ
の
ま
と
め
を
兼
ね
て
、

さ
ら
に
こ
の
問
題
を
中
世
法
思
想
形
成
史
一
般
の
中
で
考
え
て
み
る
こ
と
に
し

(

1

)

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
野
國
雄
「
中
世
に
お
け
る
人
民
主
権
の
理
念
」
（
同
『
西
欧
中
世
の
社
会
と
教
会
』
一
九
七
三
年
、

多
大
の
教
示
を
得
た
。
史
料
の
訳
は
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
今
野
氏
の
も
の
に
し
た
が
う
が
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
。

(

2

)

フ
リ
ッ
シ
ュ
前
掲
訳
書
―
―
四
頁
。

(
3
)
M
G
H
,
 Libelli d
e
 lite, 
l
,
 
p. 
2
8
9
.

今
野
前
掲
書
五
二
五
ー
五
二
六
頁
。

(

4

)

同
上
五
二
六
頁
。
な
お
、
ヴ
ェ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
思
想
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
C
a
r
l
y
l
e
,

op. 
cit., 
vol. 
3
,
 
p
p
.
 
1
1
9
-
1
2
0
.
,
 
vol. 
4
 (
1
9
5
0
3
)
,
 

p
p
.
 8
1ー

8
2
.

を
も
4
参照。

(

5

)

今
野
前
掲
書
五
二
三
頁
。

(
6
)
M
G
H
,
 op. 
cit., 
p. 
3
6
5
.

同
上
五
二
六
頁
。

(
7
)
I
b
i
d
.
,
 p. 3
6
5
.

同
上
五
二
七
頁
。

(8)Ibid••pp. 

3
9
1
-
3
9
2
.

同
上
五
二
九
頁
。

(
9
)
I
b
i
d
.
,
 p. 3
9
2
.同
上
五
―
―10—
五
三
一
頁
。

(
1
0
)
H
•ヘ
ル
ビ
ッ
ク
著
、
樺
山
紘
一
訳
「
ヨ
ー
ロ
ッ
。
＾
中
世
の
人
民
主
権
理
念
＇
~
十
一
2

十
四
世
紀
に
お
け
る
そ
の
理
論
ー
」
（
史
学
雑
誌

七
五
巻
四
号
）
三
六
ー
三
七
頁
。
な
お
、
ロ
ー
マ
的
人
民
主
権
理
念
及
び
そ
の
中
世
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
マ
ク
ワ
ル
ワ
イ
ン
著
、
森
岡
敬
一
郎

訳
『
立
憲
主
義
そ
の
成
立
過
程
』
(
-
九
六
六
年
）
第
三
、
四
章
を
参
照
。

(
1
1
)

今
野
前
掲
書
五
四
七
頁
。

こ
、
。
t
"
 

関
法

（
五
六
1

一）

所
収
）
か
ら



る。

中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
抵
抗
権
思
想

盾
」
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

四

自

然

法

化

さ

れ

る

封

建

法

（
五
六
三
）

マ
ネ
ゴ
ル
ト
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

ゲ
Jレ

(
1
2
)

イ
ヴ
ォ
は
マ
ネ
ゴ
ル
ト
に
宛
て
て
書
簡
を
送
っ
て
い
る
。
同
上
五
五
三
頁
注
(

2

8

)

。

(

1

3

)

同
上
五
四
八
ー
五
四
九
頁
。

(

1

4

)

同
上
五
―
―
―
―
―
―
ー
五
三
四
頁
。

(

1

5

)

ガ
ン
ス
ホ
ー
フ
著
、
森
岡
敬
一
郎
訳
『
封
建
制
度
』
一
九
六
八
年
、
一
―
二
頁
。

(

1

6

)

同
上
―
1

1

一
ー
一
―
三
頁
。
訳
は
森
岡
氏
の
も
の
を
用
い
る
が
、
一
部
改
変
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

(

1

7

)

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
叙
任
権
闘
争
に
あ
っ
て
は
ゲ
ル
マ
ン
的
な
私
有
教
会
制

(
E
i
g
e
n
k
i
r
c
h
e
n
t
u
m
)

を
教
皇
側
は
否
定
す
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
な
お
封
建
法
思
想
の
影
響
は
ま
ぬ
が
れ
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
問
題
は
教
会
が
ど
の
よ
う
に
ゲ
ル
マ
ン
的
法
思
想
を

取
拾
選
択
し
て
い
っ
た
か
と
い
う
興
味
深
い
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
章
で
の
べ
る
。

叙
任
権
闘
争
期
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
会
（
特
に
教
皇
派
）
の
ゲ
ル
マ
ン
的
法
思
想
に
対
す
る
態
度
に
は
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
「
矛

一
方
に
お
い
て
、
教
会
は
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
行
な
っ
て
い
た
帝
国
教
会
政
策
ー
|
'
そ
れ
は
ゲ
ル
マ
ン
的

私
有
教
会
制

(
E
i
g
e
n
k
i
r
c
h
e
n
t
u
m
)

に
基
づ
く
ー
|
_
を
拒
否
し
な
が
ら
、
他
方
に
お
い
て
、

マ
ソ
的
法
思
想
に
某
づ
く
封
建
契
約
上
の
抵
抗
権
を
教
会
側
の
理
論
と
し
て
再
構
成
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
私
有
教
会
制
も
封
建
契
約
も

と
も
に
ゲ
ル
マ
ン
法
を
基
礎
と
し
て
い
る
が
、
教
会
は
一
方
を
拒
否
し
な
が
ら
他
方
を
受
容
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
教
会
側
の
ゲ
ル

マ
ソ
的
法
思
想
受
容
に
み
ら
れ
る
「
矛
盾
」
は
、

し
か
し
、
単
に
「
矛
盾
」
と
し
て
の
み
と
ら
え
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
、
中

世
教
会
が
ど
の
よ
う
に
封
建
法
思
想
を
取
捨
選
択
し
つ
つ
自
ら
の
法
理
論
を
形
成
し
て
い
っ
た
か
と
い
う
理
論
的
問
題
が
あ
る
か
ら
で
あ

と
こ
ろ
で
、
筆
者
は
別
稿
で
、
特
に
―
二
世
紀
教
会
法
に
見
ら
れ
る
「
自
然
法
ー
実
定
法
」
と
い
う
対
立
概
念
の
形
成
を
検
討
し
、
次

――
1

一五



民
は
権
力
者
に
対
し
て
は
受
動
的
「
臣
民
」

(
s
u
b
j
e
c
t
)

さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
、

つ
ま
り
、

第
一
一
三
巻
第
三
•
四
•
五
合
併
号

―
二
世
紀
に
お
け
る
教
会
法
学
（
特
に
フ
ラ
ソ
ス
教
令
集
学
派
）
は
既
に
グ
ラ
テ
ィ

「
自
然
法
ー
慣
習
（
人
の
法
）
」

の
理
論
ー
自
然
的
正
義
と
実
定
的
正
義
の
分
離
論
I
~

を
参
考
に
し
な
が
ら
、

て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
今
ま
で
の
「
慣
習
」
が
「
実
定
法
」
と
し
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
理
性
的
側
面
が
剣
奪

ま
た
そ
の
剣
奪
さ
れ
た
慣
習
の
理
性
的
側
面
は
む
し
ろ
「
自
然
法
」
の
中
に
流
入
し
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
教
会

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

側
か
ら
す
る
慣
習
に
対
す
る
解
釈
変
え
＇
~
理
性
的
慣
習
か
ら
脱
理
性
的
慣
習
(
1
1実
定
法
）
へ
|
|
曇
が
な
さ
れ
た
と
考
え
た
わ
け
で
あ

(
1
)
 

る
。
ゲ
ル
マ
ン
的
な
慣
習
法
概
念
が
教
会
に
よ
り
す
べ
て
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
理
性
的
側
面
が
「
自
然
法
」
と

ー
一
方
に
お
い
て
私
有
教
会
制
を
拒
否
し
、
他
方
に
お
い
て
封
建
契
約
を
受
容
し
て
い
く
ー
|
と
共
通
す
る
法
理
論
の
形
成
を
認
め
る

マ
ネ
ゴ
ル
ト
が
シ
ャ
ル
ト
ル
学
派
と
関
係
を
も
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
し
て
も
、
こ
の
両
者
に
は
深
い
関
連
が
想
定
で
き
る
。
教
会
は
ゲ

ル
マ
ン
的
法
思
想
と
の
対
決
を
通
し
て
自
己
の
法
理
論
を
形
成
し
て
い
く
わ
け
で
あ
る
が
、

ゲ
ル
マ
ン
的
法
思
想
を
全
面
的
に
否
定
す
る

の
で
は
な
く
、
そ
の
一
部
ー
理
性
的
慣
習
法
や
封
建
契
約
ー
|
l
を
自
ら
の
う
ち
に
と
り
こ
み
自
ら
の
法
思
想
を
再
構
成
を
し
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。
ゲ
ル
マ
ン
的
法
思
想
と
教
会
的
法
思
想
の
交
錯
は
か
か
る
意
味
に
お
い
て
も
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
点
で
興
味
深
い
指
摘
を
し
て
い
る
の
は
ウ
ル
マ
ン
で
あ
る
。
ウ
ル
マ
ン
は
周
知
の
如
く
、
抵
抗
権
を
理
論
上
認
め
な
い
、
統
治
と

法
に
つ
い
て
の
「
下
降
理
論
」

(
d
e
s
c
e
n
d
i
n
g
t
h
e
o
r
y
)

ー
|
l
政
治
権
力
は
神
↓
王
↓
官
吏
↓
人
民
と
下
降
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
人

で
し
か
な
い
ー
—
ー
と
抵
抗
権
を
認
め
る
「
上
昇
理
論
」(
a
s
c
e
n
d
i
n
g

t
h
e
o
r
y
)
 

こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

し
て
再
構
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

J

こ
に
我
々
は
、

叙
任
権
闘
争
期
に
お
け
る
教
会
の
ゲ
ル
マ
ン
的
法
観
念
に
対
す
る
態
度

「
自
然
法
ー
実
定
法
」
と
い
う
対
立
概
念
に
置
き
か
え

ア
ヌ
ス
な
ど
に
見
ら
れ
る

と
い
う
対
立
概
念
を
、
当
時
フ
ラ
ソ
ス
で
隆
盛
で
あ
っ
た
シ
ャ
ル
ト
ル
学
派

の
よ
う
な
見
通
し
を
述
べ
て
お
い
た
。
す
な
わ
ち
、

関
法

ニニ六

（
五
六
四
）



中
世
ョ
ー
ロ
ッ
パ
抵
抗
権
思
想

（
五
六
五
）

、
、
、
，
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
，
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
，

ー
ー
す
べ
て
の
支
配
者
は
自
然
法
に
拘
束
さ
れ
る
と
い
わ
れ
る
ー
—
'
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
に
入
り
込
ん
で
い
っ
た
も
の
と
し
て
提
示

と
い
う
こ
と
が
だ
ん
だ
ん
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

こ
の
視
点
は
、

‘
 

も
し
そ
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
封
建
的
慣
習
が
自
然
法

配
者
は
、

家
臣
が
同
輩
の
面
前
で
反
逆
罪

(
f
e
l
o
n
y
)

で
あ
る
と
判
定
さ
れ
な
い
限
り
、
家
臣
か
ら
封
土
を
没
収
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

封
建
法
及
び
封
建
的
な
考
え
方
の
流
布
が
ま
た
法
理
論
家

の
ま
さ
に
核
心
、

実
体
に
対
し
て
不
利
に
作
用
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
契
約
と
い
う
こ
と
を
想
定
す
る
こ
れ
ら
の
努
力
の
意
義

ー
ー
政
治
権
力
は
人
民
の
手
に
あ
り
、
こ
れ
が
支
配
者
に
委
託
さ
れ
る
I

と
を
対
立
さ
せ
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の
移
行
の
中
問
項
と
し

て
「
封
建
制
」

(
f
e
u
d
a
l
i
s
m
)

を
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
彼
は
マ
ネ
ゴ
ル
ト
等
に
見
ら
れ
る
契
約
説
を
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

「
そ
れ
で
も
や
は
り
、
支
配
者
の
法
に
対
す
る
か
か
る
従
属
を
達
成
せ
ん
が
た
め
に
、
契
約

(a
ゞ
dctミ
m

o
r
 
a
 pactio)

が
あ
る
、
換
｀

言
す
れ
ば
支
配
者
と
臣
民
の
間
に
は
契
約
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
声
が
常
に
少
な
い
な
が
ら
も
あ
っ
た
。
こ
の
構
想
は
、
明
ら

か
に
な
じ
み
の
悪
い
考
案

(iII,fitting
d
e
v
i
c
e
)
 
で
あ
っ
た
。

と
い
う
の
は
、
臣
民
は
神
に
よ
り
国
王
に
委
ね
ら
れ
託
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
と
い
う
見
解
か
ら
そ
れ
る
こ
と
の
な
い
。
統
治
に
つ
い
て
の
神
政
的
下
降
的
理
論

(
t
h
e
o
c
r
a
t
i
c
,
d
e
s
c
e
n
d
i
n
g
thesis o
f
 g
o
v
e
r
n
,
 

m
e
n
t
)
 

は
次
の
こ
と
の
中
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
の
下
降
理
論
へ
の
固
執
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
若
干
の
著
作
者
た
ち
は
支
配
者
の
無
制
限
的

な
権
力
を
不
安
に
惑
じ
、
支
配
者
を
制
限
す
る
手
だ
て
を
さ
が
し
た
、

だ
と
い
う
こ
と
は
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
手
だ
て
は
、

治
権
に
つ
い
て
の
考
え
方
に
お
け
る
変
化
が
現
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
／

ニニ七

い
わ
ゆ
る
支
配
者
と
臣

民
と
の
間
の
契
約
の
中
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
国
王
の
臣
民
に
対
す
る
何
ら
か
の
従
属
を
考
え
だ
そ
う
と
し
た
他
の
手
段
は
、

自
然
法
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
万
能
薬
を
祈
願
し
て
呼
び
だ
す
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
こ
の
文
脈
に
お
い
て
こ
そ
、
支
配
者
の
統

た
ち
、
な
か
で
も
ロ
ー
マ
法
学
者
た
ち
に
、
支
配
者
の
全
能
を
制
限
す
る
こ
と
を
彼
ら
に
と
っ
て
可
能
な
こ
と
と
す
る
基
盤
を
与
え
た
の

ま
だ
充
分
に
は
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。
支
配
者
の
立
法
権
の
万
能
す
な
わ
ち
支
配
者
の
万
能
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
支
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1

)
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な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

マ
ネ
ゴ
ル
ト
の
抵
抗
権
思
想
が
ま
さ
に
そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
1
一
巻
第
三
•
四
•
五
合
併
号

さ
れ
な
い
の
な
ら
、

い
う
に
値
し
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
理
論
的
発
展
の
意
義
は
次
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
支
配
者
の
臣
民

つ
ま
り
、
今
や
臣
然
法
6
問
題
と
い
で
現
か
わ
で
さ
如
い
る
よ

な
障
害
を
見
出
し
た
ー
の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
」

に
対
す
る
関
係
に
つ
い
て
の
純
法
律
学
的
理
論
が
相
当
に
変
容
さ
れ
た
、

、
、
、
、
、
、
、

う
に
な
っ
て
き
た
封
建
法
や
封
建
的
慣
習
の
影
響
を
通
し
て
変
容
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
封
建
的
な
見
方
が
支

配
者
の
権
力
に
つ
い
て
の
理
論
ー
ー
ー
実
際
上
及
び
理
論
上
、
臣
然
法
化
か
わ
た
卦
患
法

(̂
'naturalized
"
 feudal 
l
a
w
)
の
中
に
重
大

(
2
)
 

（
傍
点
筆
者
）
。

既
に
広
く
い
き
わ
た
っ
て
い
た
封
建
法
思
想
ー
ー
支
配
者
を
契
約
の
も
と
に
お
く
ー
ー
が
自
然
法
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
と
い
っ
て
い

る
わ
け
で
あ
り
、
自
然
法
化
さ
れ
た
封
建
法
の
重
要
性
を
語
っ
て
い
る
。

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
彼
は
ロ
ー
マ
法
上
の
契
約
概
念

(
p
a
c
t
u
m
)
に
よ
り
な
が
ら
、
封
建
契
約
を
キ
リ
ス
ト
教
的
自
然
法
の
中
に
と

り
こ
ん
で
い
っ
た
（
封
建
法
の
自
然
法
化
）
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
こ
こ
に
一
1

一
世
紀
教
会
法
学
に
お
け
る
理
性
的
慣
習
の
自
然
法
化
と

共
通
す
る
態
度
を
見
出
し
う
る
の
で
あ
る
。

中
世
法
思
想
に
お
け
る
重
要
な
一
要
素
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
的
法
思
想
就
中
教
会
法
思
想
は
か
か
る
封
建
法
の
自
然
法
化
と
い
う
手
段

を
通
し
て
自
己
を
形
成
し
て
い
っ
た
。
ゲ
ル
マ
ン
法
思
想
と
対
抗
し
つ
つ
そ
の
理
性
的
側
面
を
自
己
の
中
に
と
り
こ
ん
で
い
っ
た
の
で
あ

り
、
先
の
叙
任
権
闘
争
期
キ
リ
ス
ト
教
法
思
想
に
お
け
る
「
矛
盾
」
も
こ
の
よ
う
な
教
会
法
思
想
の
形
成
と
の
関
連
で
考
え
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
教
会
法
思
想
は
た
だ
ち
に
ゲ
ル
マ
ン
的
法
想
と
対
立
す
る
も
の
と
し
て
把
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
正
確
で
は
な
い
。

教
会
法
思
想
が
ま
た
ゲ
ル
マ
ソ
的
法
思
想
の
理
性
的
側
面
を
自
己
の
中
に
吸
収
し
つ
つ
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
も
注
意
が
払
わ
れ
な
け
れ
ば

マ
ネ
ゴ
ル
ト
の
法
思
想
も
か
か
る
観
点
か
ら
考
え
ら
れ
な
け
れ

関
法

二
1

一八

（
五
六
六
）



中
世
ョ
ー
ロ
ッ
。
＾
抵
抗
権
思
想

礎
理
論
を
説
い
た
イ
ヴ
ォ
の
も
と
で
黄
金
期
を
む
か
え
、

（
五
六
七
）

『
政
治
家
論
』

(Policrati,

(
2
)
W
.
 U
l
l
m
a
n
n
,
 
T
h
e
 I
n
d
i
v
i
d
u
a
l
 a
n
d
 Society 
in

苦
M
i
d
d
l
e
Ages, 1
9
6
6
,
 
p
p
.
 8
2ー
8
4
.

本
書
に
は
鈴
木
利
章
氏
の
手
に
な
る
流
麗

な
訳
が
あ
る
が
（
『
中
世
に
お
け
る
個
人
と
社
会
』
一
九
七

0
年
）
、
講
演
調
の
文
体
を
と
っ
て
お
ら
れ
（
本
書
は
も
と
も
と
講
演
で
あ
る
）
本
稿

に
は
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
、
筆
者
の
生
硬
な
訳
を
挙
げ
た
。

本
稿
で
は
、
叙
任
権
闘
争
史
の
考
察
と
り
わ
け
ラ
ウ
テ
ン
バ
ッ
ハ
の
マ
ネ
ゴ
ル
ト
に
み
ら
れ
る
抵
抗
権
思
想
の
検
討
を
通
し
て
、
中
世

ヨ
ー
ロ
ッ
。
＾
抵
抗
権
思
想
に
お
け
る
ゲ
ル
マ
ン
的
要
素
と
キ
リ
ス
ト
教
的
要
素
と
の
交
錯
を
考
え
、
あ
わ
せ
て
、
中
世
法
上
の
大
き
な
柱

で
あ
る
教
会
法
思
想
が
ゲ
ル
マ
ン
的
法
思
想
と
の
関
連
で
ど
の
よ
う
に
自
己
を
形
成
し
て
い
っ
た
か
を
考
え
た
。
結
論
は
す
で
に
の
べ
た

の
で
こ
こ
で
は
く
り
返
さ
な
い
。
最
後
に
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
の
は
シ
ャ
ル
ト
ル
学
派
の
こ
と
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、

ル
ト
ル
学
派
は
、
封
建
法
上
の
誠
実
義
務
の
双
務
性
を
説
い
た
フ
ル
ベ
ル
ト
ゥ
ス
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
、
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
政
教
協
約
の
基

そ
の
シ
ャ
ル
ト
ル
学
派
の
影
響
の
下
に
先
に
の
べ
た
フ
ラ
ン
ス
教
令
集
学
派
の
自
然
法
実
定
法
分
離
論
が
出
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
抵
抗
権
思
想
史
か
ら
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
、
こ
の
シ
ャ
ル
ト
ル
学
派
か
ら
ソ
ー
ル
ズ
ペ
リ
の
ジ
ョ
ン
（
ヨ
ハ
ネ
ス
）
が
出
て
い
る

点
で
あ
る
。

ソ
ー
ル
ズ
ペ
リ
の
ジ
ョ
ン

マ
ネ
ゴ
ル
ト
も
そ
の
イ
ヴ
ォ
と
関
係
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
が
、

(
J
o
h
n
 
of° 

S
a
l
i
s
b
e
r
y
 
1
1
1
5
/
2
0
~
1
1
8
0
)
 

お

わ

り

に

は
、
周
知
の
如
く
、

シ
ャ

c
u
s
)

に
お
い
て
抵
抗
権
思
想
（
自
然
法
に
基
づ
く
暴
君
殺
害
論
）
を
説
い
た
。
今
こ
れ
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

コ
プ
ル
ス
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
彼
の
抵
抗
権
思
想
は
ロ
ー
マ
法
的
自
然
法
論
に
基
づ
い
て
は
い
る
が
そ
れ
は
た
だ
形
式
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
し

か
す
ぎ
ず
、
そ
の
背
後
に
は
当
時
の
共
通
し
た
見
解
ー
封
建
法
思
想
に
お
け
る
慣
習
観
（
慣
習
は
君
主
を
拘
束
す
る
）
—
|
が
あ
っ
た

ニニ九
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(

1

)

 

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
ジ
ョ
ン
の
抵
抗
権
思
想
も
「
封
建
法
の
自
然
法
化
」
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、

ジ
ョ
ン
の
抵
抗
権
思
想
や
シ
ャ
ル
ト
ル
学
派
と
封
建
法
思
想
と
の
関
係
に
つ
い
て
詳
細
に
考
察
す
る

こ
と
は
今
の
と
こ
ろ
筆
者
の
能
力
を
越
え
て
い
る
。
他
日
の
研
究
に
期
し
て
、
今
は
こ
の
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
筆
を
掴
く
こ
と
に

F
・
コ
プ
ル
ス
ト
ン
著
、
箕
輪
秀
ニ
・
柏
木
英
彦
訳
『
中
世
哲
学
史
』
一
九
七

0
年、

関
法

1

1

――JO 

一
九
ニ
ー
一
九
三
頁
。

（
一
九
八
二
年
九
月
）

（
五
六
八
）




